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表
紙

山
岳
リ
ゾ
ー
ト「
上
高
地
」

特　集 企業版ふるさと納税で地域を元気に

8２０２１-

1 巻頭エッセー／希望と活力あふれる豊かな地域社会に 玉城デニー（沖縄県知事）

（
長
野
県
松
本
市
）

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
松
本
市
は
、
国
宝

松
本
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
北
ア

ル
プ
ス
と
美
ヶ
原
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
、
自
然

と
文
化
、歴
史
が
調
和
し
た
信
州
長
野
県
を
代
表
す
る
、

観
光
地
の
一
つ
で
す
。

手
付
か
ず
の
自
然
が
多
く
残
る
大
自
然
の
宝
庫
「
上

高
地
」
は
、
穂
高
連
峰
を
は
じ
め
標
高
３
０
０
０
㍍
級

の
北
ア
ル
プ
ス
を
間
近
に
望
む
山
岳
景
勝
地
で
す
。

美
し
い
景
観
か
ら
「
特
別
名
勝
」
と
「
特
別
天
然
記

念
物
」
の
日
本
で
も
稀
有
な
ふ
た
つ
の
称
号
を
も
ち
ま

す
。年

間
で
１
２
０
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ
る
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
で
、
河か

っ
ぱ童
橋
周
辺
の
散
策
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

本
格
的
な
登
山
ま
で
、
体
力
に
あ
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

夏
の
上
高
地
の
平
均
最
高
気
温
は
23
度
前
後
。
透
き

通
っ
た
梓
川
の
清
流
と
木
々
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
、
爽

や
か
な
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
常
を
忘
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
本
屈
指
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
上
高
地
と
、
城
下
町
松

本
に
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
０
２
６
３
‐
３
４
‐
３
２
９
５
）

（
写
真
提
供
＝（
一
社
）松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
））

レギュラーリポート

2 企業を地方創生のステークホルダーに 小西砂千夫（関西学院大学大学院経済学
研究科・人間福祉学部教授）

6 福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市

地域と企業つなぐプラットフォーム 利重和彦

8 石川県野々市市 創業支援でにぎわいのあるまちづくり 中谷梨紗

10 大分県杵築市 社会課題へのアプローチで地域課題に挑む 平山善規

12 税額控除割合など大幅改正 永渕智大（前内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局
内閣府地方創生推進事務局 参事官補佐　　　 ）

基調論文

副基調論文

2020年度 国内調査報告　 石川県能登町、京都府
農福連携による地域活性化
《連載》連携団体の取り組み①
NPO法人ETIC.／東京おもちゃ美術館
ローカルベンチャー育成が地方創生のカギに

木村　静

木育×地方創生 全国に広がるおもちゃ美術館
髙野祥代

“ がんばる地域 ”応援事業　香川県高松市
空き家活用のカフェ軸に小さな拠点

三谷美奈子

2021年度 地方創生セミナー
スポーツを核とした持続的なまちづくり

●北海道夕張市 コンパクトシティの拠点「りすた」を整備 鈴木茂徳
●福島県いわき市 いわきツーリズムの魅力発信 皆川祐真
●埼玉県深谷市 渋沢翁ゆかりの観光資源軸に展開 川本健太
●千葉県茂原市 いつかは「ロケの聖地」を目指して 渡部智之
●静岡県富士宮市 コンビニ連携ベビーステーションの普及 佐野和也
●岡山県真庭市 ポストコロナを見据えた観光振興 西田光宏
●高知県 子ども食堂で居場所づくり 苫谷文子
●福岡県豊前市 新たな視点と新たな手法で選ばれるまちへ 郡司掛ひろみ
●鹿児島県日置市 日置市の認知度を高めるために 髙山建吾

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

16

18

20

22

リーダー塾修了者エッセー
１００％有機米を学校給食に

鮫田　晋

まちづくりコラボ　株式会社サンリオ
ひとをつなぐ、地域をつなぐ

朝山真一郎

地域プロモーションアワード2021

首長の思い
幸せをつくる真鶴時間
 松本一彦（神奈川県真鶴町長）

23

24

26

28

グラビア

手前みそですが… 【宮城県登米市】

湖面に山々を
美しく映し出す「大正池」

登米市

宮
城
県

270

█みやぎの明治村
近代洋風建築の教育資料館
（国重文）、武家屋敷通り、蔵
造りの商家など、町を歩けば
時間旅行を楽しめる

█森林セラピー
宮城県初の森林セラピー基地、
登米ふれあいの森。心身の健
康維持、病気予防が期待でき、
癒やし効果抜群

█森舞台
とよま能の本拠地。隈研吾氏
設計、鏡板は千住博氏作。季節、
時間によって趣を変える。ま
さに幽玄

█伊豆沼・内沼
冬は渡り鳥の飛来地になる。
マガンが一斉に飛び立つ音は、
「残したい日本の音風景 100
選」に選ばれている

█
オ
ル
レ
登
米
コ
ー
ス

宮
城
オ
ル
レ
4
番
目
の

コ
ー
ス
と
し
て
開
設
。

春
の
芽
吹
き
、
緑
の
癒

や
し
、
秋
の
恵
み
、
渡

り
鳥
の
冬
音
を
感
じ
る

コ
ー
ス

█
学
童
机

市
内
の
全
小
中
学
校
で
、

登
米
市
産
木
材
で
製
作

さ
れ
た
天
板
の
学
童
机

を
導
入
。
森
の
町
登
米

市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

登米市は、NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」の舞台地の
一つです。市内の約4割が森林地帯になっており、物語の中

では「森の町」として位置付けられています。
宮城県の北東部に位置し、西部が丘陵地帯、東北部が山間地帯、
北上川が貫流し、豊かな水環境から肥沃な「登米耕土」を形成し
ています。伊豆沼・内沼はラムサール条約登録湿地となっており、
「水の里」とも呼ばれています。
地名のとおり宮城を代表する米どころであり、キュウリ、キャベ

ツ、ナス、トマト、イチゴ、リンゴ、登米産牛など、とにかくおい
しいものがよく育ちます。
食、自然、歴史、農業、林業、畜産、工業など、たくさんの魅力

を持つまちです。ないものは海だけといっても過言ではありません。
渡り鳥は毎年忘れず、間違わずに伊豆沼・内沼に越冬しにやって

きます。学びたい若者、自分の夢を叶
かな

えたい若者は一時登米市を
離れますが、忘れずに「おかえり登米」してくれることでしょう。

█長沼フートピア公園
オランダ風車が目印。ロー
ラー滑り台、キャンプ場など
がある。風車越しに空を見れ
ば、いいことがあるかもネ

ないのは海だけ
森の町登米市

█
と
飯め

し

郷
土
料
理
は
っ
と
、油

あ
ぶ
ら
麩ふ

丼ど
ん
ぶ
り、銘
酒
澤
乃
泉
、登
米
産
牛
、

登
米
産
環
境
保
全
米
な
ど
お
い
し
い
も
の
が
充
実
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ま
ず
、
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
波
が
繰
り
返
し
、
長
期
化
す

る
な
か
、
日
々
国
民
の
命
に
向
き
合
い
、
現
場
で
奮
闘
い
た
だ
い

て
い
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
沖
縄
県
は
、
日
本
の
最
南
端
に
位
置
し
、
東
西
約

１
０
０
０
㌔
、
南
北
約
４
０
０
㌔
の
海
域
に
あ
る
大
小
約
１
６
０

の
島
々
か
ら
な
り
、
亜
熱
帯
・
海
洋
性
気
候
に
あ
る
た
め
、
他
県

と
は
異
な
る
独
特
の
地
域
特
性
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
的
・

文
化
的
特
性
と
し
て
、
古
く
は
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
と

の
交
易
・
交
流
の
歴
史
を
通
じ
て
多
く
の
文
化
を
吸
収
し
調
和
さ

せ
、
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
本
県
は
他
県
に
は
な
い
四
つ
の
特
殊
事
情
を
抱
え
て
い

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で
苛
烈
な
地
上
戦
を
経
験
し
、
そ
の
後
27
年

間
米
軍
の
施
政
権
下
に
置
か
れ
た
「
歴
史
的
事
情
」、
本
土
か
ら

遠
隔
に
あ
り
、広
大
な
海
域
に
多
数
の
離
島
が
点
在
し
て
い
る「
地

理
的
事
情
」、
我
が
国
で
も
ま
れ
な
亜
熱
帯
地
域
に
よ
る
特
殊
病

害
虫
の
存
在
や
塩
害
、
台
風
の
常
襲
地
帯
と
い
っ
た
「
自
然
的
事

情
」、
我
が
国
に
お
け
る
米
軍
専
用
施
設
・
区
域
が
集
中
し
て
い

る
「
社
会
的
事
情
」
で
す
。

こ
れ
ら
の
特
殊
事
情
に
鑑
み
て
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
各
種
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
県
は
昭
和
47
年
の

本
土
復
帰
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
施
策
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
社
会
資
本
の
整
備
、
観
光
産
業
や
情
報
通
信
産
業
の
振
興
な

ど
、
着
実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
１
人
当
た
り
県
民
所
得
の
低
さ
、
子
ど
も
の

貧
困
率
や
非
正
規
雇
用
者
割
合
の
高
さ
は
全
国
と
比
べ
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
自
立
型
経
済
の
構
築
は
な
お
道
半
ば
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
新
た
な
振
興
計
画
（
令
和
４
〜
13
年
度
）
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
で
は
既
に
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
沖
縄
県

の
総
人
口
は
増
加
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
令
和
12
年
前
後
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
そ
れ
以
降
は
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
離
島
市
町
村
で
は
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
沖
縄
県
は
、
安
心
し
て
結
婚
し
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

社
会
、
世
界
に
開
か
れ
た
活
力
あ
る
社
会
、
沖
縄
各
地
の
個
性
を

生
か
し
た
県
全
域
で
維
持
可
能
な
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
同
時
か
つ
一
体
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
沖
縄
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
方
針
」
を
踏
ま
え
て
、

持
続
可
能
な
沖
縄
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
離
島
・
過
疎
地
域
で
の
取
り

組
み
と
し
て
、
県
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
の
維
持
・
増

加
を
目
指
す
た
め
に
市
町
村
と
連
携
し
、
移
住
相
談
会
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
買
い
物
が
困
難
な
地
域
で

の
移
動
販
売
車
導
入
や
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
特
産
品
開
発
に

よ
る
収
入
源
の
確
保
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、離
島
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

県
民
を
離
島
へ
派
遣
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
各
離
島

で
の
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
通
し
た
人
材
育
成
と
交
流

人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
時
間
と
場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
就
労
で
き
る
個
人
事
業
主

型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
な
ど
、
島
外
か
ら
仕
事
を
取
り
込
む
環

境
の
構
築
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

本
県
は
、
緑
豊
か
な
島
々
や
サ
ン
ゴ
礁
が
発
達
し
た
海
域
な
ど
、

多
く
の
固
有
種
や
希
少
種
が
生
息
・
生
育
す
る
生
物
多
様
性
に
富
ん

だ
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
て
も
生
物
多

様
性
の
保
全
上
重
要
な
地
域
で
あ
り
、「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
そ

の
普
遍
的
価
値
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
自
然
環
境
保
全
の
体
制
と
適

正
な
観
光
管
理
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
と
し
ま
し
て
は
、
県
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
潜
在
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
希
望
と
活
力
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
沖
縄
ら
し
い

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

玉城　デニー沖縄県知事

希望と活力あふれる
豊かな地域社会に
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特 集
基調論文制

度
の
成
立
の
経
緯
と
そ
の
ね
ら
い

平
成
2₈
年
度
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
は
、柱
の
一
つ
に「
地

方
創
生
の
推
進
・
特
区
に
係
る
税
制
上
の
支
援
措
置
」
を

掲
げ
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
地
方
創
生
応
援
税

制
の
創
設
を
、そ
の
具
体
策
の
一
つ
に
掲
げ
た
。そ
の
趣
旨
は
、

地
方
自
治
体
が
地
方
創
生
の
た
め
に
効
果
的
な
事
業
を

進
め
て
い
く
際
に
、
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
が

寄
附
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
官
民
挙
げ
て
当
該
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
創
設
す
る
。
／
対
象
事

業
を
国
が
認
定
す
る
枠
組
み
の
整
備
を
前
提
と
し
て
、

当
該
事
業
に
対
す
る
企
業
の
寄
附
に
つ
い
て
、
現
行
の

損
金
算
入
措
置
に
加
え
て
、
法
人
事
業
税
・
法
人
住
民

税
及
び
法
人
税
の
税
額
控
除
を
導
入
し
、
寄
附
金
額
の

約
６
割
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
個
人
住
民
税
等
で
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
恒
久
的
措
置
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
租
税
特

別
措
置
と
し
て
の
時
限
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
期

間
は
、
国
の
総
合
戦
略
と
地
方
版
総
合
戦
略
の
目
標
期
間

に
合
わ
せ
て
、
平
成
2₈
年
度
か
ら
４
年
間
と
さ
れ
た
。

地
方
創
生
の
理
念
等
を
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
は
平
成
2₆
年
₁₁
月
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、
同
年
₁2
月
に
、
５
か
年
の
目
標
や
施
策
、

基
本
的
な
方
向
を
提
示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
は
、

そ
れ
を
受
け
て
、
地
方
が
自
ら
考
え
、
責
任
を
も
っ
て
地

方
創
生
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
総
合
戦
略
を
勘
案

し
つ
つ
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
平
成
2₇
年
度
中
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
実
施
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
新
た
な
財
源

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
を
元
気
に

企
業
を
地
方
創
生
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

︱
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
︱

小
西
　
砂
千
夫

関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・

人
間
福
祉
学
部
教
授

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
推
進

す
る
う
え
で
の
新
た
な
財
源
確
保
手
段
と
し
て
構
想
さ
れ

て
い
る
。
平
成
2₇
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
︱
ロ
ー
カ
ル
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て
︱
」
に
は
、「
民
間
の

創
意
工
夫
を
最
大
限
に
活
用
し
た
﹃
民
の
知
見
﹄
の
引
き

出
し
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
と
資
金
が
積
極

筆者プロフィール

小西 砂千夫氏
（こにし・さちお）

1960 年、大阪市生まれ。関西
学院大学経済学部卒業、博士（経
済学）、専門は財政学。主な著書
に『日本地方財政史』（有斐閣、
2017 年）、『地方財政改革の現代
史』（有斐閣、2019 年）、『地方財
政の歴史を変えた 8つの物語』（日
本加除出版、2019 年）がある。
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的
に
地
方
に
行
き
渡
り
、
ひ
い
て
は
高
度
な
技
術
や
情
報

等
が
全
国
津
々
浦
々
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
な
、
活
力
あ
る

日
本
経
済
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
あ
り
、

そ
う
し
た
民
間
の
資
金
が
地
方
創
生
の
た
め
に
環
流
す
る

手
段
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
念
頭
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
は
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
上

で
効
果
が
高
い
と
し
て
内
閣
府
が
認
定
し
た
事
業
と
さ
れ

た
。
認
定
事
業
に
対
す
る
企
業
の
寄
附
に
つ
い
て
、
従
来

か
ら
利
用
で
き
る
損
金
算
入
に
加
え
て
、
新
た
に
税
額
控

除
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
寄
附
控
除
の
大
幅
な
拡
大
を
行

い
、
寄
附
金
額
の
約
６
割
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

内
閣
府
は
、
平
成
2₈
年
度
地
方
税
制
改
正
（
税
負
担
軽

減
措
置
等
）要
望
を
総
務
省
に
対
し
て
行
う
に
当
た
っ
て
、

要
望
の
措
置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

総
合
戦
略
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
政
策

５
原
則
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、「（
１
）
自
立
性
」

と
し
て
、
施
策
が
構
造
的
な
問
題
に
対
処
し
、
地
方
公
共

団
体
・
民
間
事
業
者
・
個
人
等
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う

も
の
に
し
、
国
の
支
援
が
な
く
と
も
地
域
・
地
方
の
事
業

が
継
続
す
る
状
態
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
／
国
と

地
方
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
を
地
方
創
生
を
実
現
す
る
上

で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
参
画
さ
せ
、
持
続
可
能

な
地
方
創
生
の
取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
目
的
を
持

つ
本
税
制
の
措
置
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
／
な
お
、
措
置
の
対
象
は
、
内
閣
府
が
認
定
し

た
効
果
が
高
い
地
方
創
生
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
寄
附
の
う
ち
一
定
部
分
は
企
業
負
担
と
す
る

こ
と
か
ら
、
必
要
最
小
限
の
措
置
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
、
地
方
版
総
合

戦
略
の
実
現
に
当
た
っ
て
有
効
な
手
段
と
し
て
働
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
姿
と
し
て
、「
企
業
の
創
業
地

や
地
方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
地
方
へ
の
貢

献
」「
自
治
体
が
企
業
に
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で

生
じ
る
自
治
体
間
競
争
」
を
促
進
し
、「
本
社
機
能
の
移

転
促
進
税
制
の
補
完
」
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
税
制
改
正
で
の
制
度
の
拡
充

そ
の
後
、
平
成
₃₁
年
度
地
方
税
制
改
正
で
は
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
企
業
や
自
治
体
の
要
望
に

応
え
る
か
た
ち
で
、次
の
よ
う
な
運
用
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

○
寄
附
払
い
込
み
時
期
の
弾
力
化

・
寄
附
額
が
事
業
費
を
上
回
ら
な
い
こ
と
が
確
実
に
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
事
業
費
確
定
前
の
寄
附
の
受
領
を

認
め
る
。

○
基
金
へ
の
積
立
要
件
の
緩
和

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
各
年
度
に
お
け
る

寄
附
額
上
限
（
積
立
額
の
５
割
）
を
撤
廃
す
る
。

○
地
方
創
生
関
係
交
付
金
と
併
用
す
る
地
方
自
治
体
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

・
地
方
創
生
関
係
交
付
金
の
対
象
事
業
に
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
寄
附
を
充
当
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
。

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
対
象
事
業
に
一
定
以
上
の
寄
附

を
充
当
す
る
場
合
に
は
、
事
業
期
間
の
延
長
を
認
め
る
。

つ
い
で
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
で
は
、
時
限
措
置
が

終
わ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
延
長
と
拡
充
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
財
政
審
議
会
は
、「
令
和
２
年
度

地
方
税
制
改
正
等
に
関
す
る
意
見
」
の
な
か
で
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、「
企
業
と
地
方
自
治
体
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
効
果
的
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
企
業
が
地
方
創
生
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
は
、企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
」

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
行

っ
て
い
る
。
延
長
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

一
層
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、「
企
業
が
寄
附
を

行
い
た
い
と
き
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
柔
軟
な
受
入
れ

が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

税
額
控
除
割
合
を
拡
大
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
と
国
税

が
協
調
し
て
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
を
高
め
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
、
納
税
地
に
お

け
る
企
業
の
受
益
と
負
担
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行

の
地
方
税
の
控
除
上
限
額
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
寄
附
を
行
う
企
業
に
対
す
る
代
償
と
し
て
の
経
済

的
利
益
の
供
与
の
禁
止
な
ど
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
税
額
控
除
拡
大
な
ど
を
進
め

る
べ
き
と
し
つ
つ
も
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
へ
の
注
意
喚
起
も
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、「
地
方
創
生
の
更
な
る
充
実
・
強
化

に
向
け
、
地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
を
飛
躍
的
に
高
め
る
」

と
し
て
、
第
２
期
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
期
間
（
令
和
２

～
６
年
度
）
に
合
わ
せ
て
、
税
額
控
除
の
特
例
措
置
を
５

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
拡
充
策
と
し
て
、
税
額

控
除
の
割
合
を
、

法
人
住
民
税
：
寄
附
額
の
２
割
→
４
割

法
人
税
：
法
人
住
民
税
で
２
割
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の

残
額
（
た
だ
し
、
寄
附
額
の
１
割
を
限
度
）
→
法
人
住
民

特 集
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業
ご
と
の
認
定
か
ら
「
包
括
的
な
認
定
」
と
し
、
地
域
再

生
計
画
の
記
載
事
項
を
抜
本
的
に
簡
素
化
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
併
用
可
能
な
補
助
金
・
交
付
金
の
範
囲
の
拡
大
が

行
わ
れ
、
地
方
創
生
関
係
交
付
金
や
地
方
財
政
措
置
を
伴

わ
な
い
補
助
金
・
交
付
金
（
普
通
交
付
税
措
置
の
み
に
よ

る
場
合
も
含
む
）
に
加
え
、
併
用
可
能
な
国
の
補
助
金
・

交
付
金
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
と
併
用
す
る
場
合
に
、
優
先
採
択
な
ど
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
寄
附
時
期

の
制
限
の
大
幅
な
緩
和
と
し
て
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定

後
、「
寄
附
（
受
入
れ
）
の
金
額
の
目
安
」
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
、
事
業
費
確
定
前
の
寄
附
の
受
領
を
可
能
に
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
令
和
２
年
度
改
正
で
は
、

制
度
の
大
幅
な
拡
充
が
実
現
し
た
。
そ
の
概
要
は
図
１
で

税
で
４
割
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の
残
額
（
た
だ
し
、
寄

附
額
の
１
割
を
限
度
）

法
人
事
業
税
：
寄
附
額
の
１
割
→
２
割

と
し
て
高
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
特
例
措
置
部
分
で
あ

る
税
額
控
除
割
合
が
３
割
か
ら
最
大
６
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
従
来
分
の
損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効
果
が
国
税
＋
地

方
税
で
約
３
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、両
者
を
合
わ
せ
る
と
、

税
の
軽
減
割
合
が
約
６
割
か
ら
最
大
約
９
割
に
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
納
税
額
に
対
す
る
各
税
目

の
控
除
額
の
上
限
に
つ
い
て
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
（
法

人
住
民
税
：
法
人
住
民
税
法
人
税
割
額
の
20
％
が
上
限
、

法
人
税
：
法
人
税
額
の
５
％
が
上
限
、
法
人
事
業
税
：
法

人
事
業
税
額
の
20
％
が
上
限
）。

併
せ
て
認
定
手
続
き
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
、
個
別
の
事

示
し
て
い
る
。

企
業
の
人
材
が
よ
り
活
用
し
や
す
く

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
企
業
か
ら

自
治
体
等
へ
の
人
材
派
遣
が
活
用
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
図
２
で
示
す
よ
う
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
（
人
材
派
遣
型
）
と
は
、
企
業
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
附
が
あ
っ
た
年
度
に
、
当
該
企
業
の
人
材

が
、
寄
附
活
用
事
業
に
従
事
す
る
地
方
自
治
体
の
職
員
と

し
て
任
用
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
事
業
を
行

う
団
体
等
で
あ
っ
て
、
寄
附
活
用
事
業
に
関
与
す
る
も
の

に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
場
合
を
い
う
。
専
門
的
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
の
人
材
の
派
遣
は
、
自
治
体
等
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

派
遣
元
の
企
業
に
と
っ
て
も
、
事
業
の
企
画
・
実
施
に
派

遣
人
材
が
参
画
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
が
図
ら
れ
る
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
も
、

活
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
と
し
て
「
寄
附
企
業
の
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
及
び
当
該
人
材
の
受
入
期
間
を
対

外
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
透
明
性
を
確
保
」「
寄

附
企
業
へ
の
経
済
的
利
益
供
与
の
禁
止
」
な
ど
の
注
意
喚

起
が
行
わ
れ
て
い
る
。

寄
附
先
企
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
注
意
喚
起
が
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
本
社
が
所
在
す
る
自
治
体
へ
の
寄

附
は
対
象
外
で
あ
っ
て
、
寄
附
企
業
へ
の
経
済
的
な
見
返

り
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府
が
示
し
て
い
る「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ（
第

９
版
）〈
事
業
実
施
・
実
施
状
況
報
告
編
〉」
で
は
、
寄
附

に
対
す
る
経
済
的
な
利
益
供
与
と
し
て
、補
助
金
の
交
付
、

入
札
や
許
認
可
に
お
け
る
便
宜
の
供
与
、
合
理
的
な
理
由

図１

出所：内閣府・内閣官房「企業版ふるさと納税ポータルサイト」より

図２
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が
な
く
市
場
価
格
よ
り
も
低
い
価
格
で
の
財
産
の
譲
渡
な

ど
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

運
用
の
実
績
と
自
治
体
の
取
り
組
み

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
実
績
は
、
令
和
元
年
８

月
現
在
で
認
定
事
業
数
６
４
４
事
業
、
総
事
業
費
１
３
３

３
億
円
、
寄
附
額
累
計
は
平
成
2₈
～
₃0
年
度
で
₆₅
・
６
億

円
で
あ
る
（
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
₁₄
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
く
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事

業
実
施
報
告
」
に
よ
る
。
平
成
2₈
年
度
＝
７
・
５
億
円
、

2₉
年
度
＝
2₃
・
６
億
円
、
₃0
年
度
＝
₃₄
・
５
億
円
）。
認
定

事
業
数
や
寄
附
額
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
令
和
２
年
度
の

制
度
改
正
で
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

は
、
特
に
寄
附
を
募
集
し
て
い
る
事
業
を
分
野
別
に
示
す

な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
か
ら
の
寄
附
が
集
ま
る
よ
う
に
促

し
て
い
る
も
の
の
、
自
治
体
の
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
で

は
、
実
際
に
は
、
自
治
体
か
ら
の
働
き
か
け
な
し
に
企
業

か
ら
進
ん
で
寄
附
の
申
し
出
が
あ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
本
社
所
在
企
業
は
対
象
外
で
あ

る
の
で
、
日
頃
か
ら
人
間
関
係
の
深
い
地
元
企
業
の
多
く

は
対
象
外
と
な
る
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
市
町
村
長
や

知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
さ
れ
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
全
国
で
も
際
だ
っ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
夕
張
市
の
場
合
も
、
市
長
に
よ
る
働
き

か
け
が
功
を
奏
し
た
。
寄
附
額
は
、
平
成
₃0
年
度
は
１
億

１
６
０
０
万
円
、
令
和
元
年
度
は
４
億
８
１
０
０
万
円
、

２
年
度
が
２
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
応
募
企
業
数
は
３
年

間
で
₁2
社
（
延
べ
数
で
22
社
）
に
達
し
て
い
る
。
夕
張
市

で
は
、
寄
附
先
の
企
業
に
事
業
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
の
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
友
好
な
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
努
力
し
て

い
る
。
近
年
で
は
、
夕
張
市
農
業
振
興
計
画
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
過
去
に
寄
附
を
も
ら
っ
た
企
業
に
対
し
て
、
農

林
業
の
発
展
の
た
め
の
事
業
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
継
続

的
な
寄
附
の
協
力
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
夕
張
市
は
全
国
唯
一
の
財
政
再
生

団
体
で
あ
り
、
財
政
再
建
の
た
め
の
債
務
返
済
を
最
優
先

に
し
た
財
政
計
画
の
下
で
再
建
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で

は
地
域
振
興
的
な
政
策
の
財
源
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
文
字
通
り
、
貴
重

な
財
源
で
あ
る
。
夕
張
市
が
展
開
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
は
、「
日
本
一
の
薬
木
産

地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
夕
張
メ
ロ
ン
の
生
産
基
盤
対
策

事
業
」
と
い
っ
た
農
業
振
興
策
の
ほ
か
、
市
の
再
生
に
と

っ
て
不
可
欠
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
加
速
化
の
た

め
の
施
策
が
あ
る
。そ
の
先
駆
け
と
し
て
、市
内
で
の
久
々

の
公
共
施
設
の
新
設
と
し
て
、
複
合
型
拠
点
施
設
（
り
す

た
）
が
整
備
さ
れ
た
。
図
書
館
を
兼
ね
、
市
民
が
集
う
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。
筆
者
も
訪
れ
た
が
、
き
わ
め
て
快

適
な
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
定
着
の
た
め
に
子
育
て
支
援
の
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て
き
た
が
、「
夕
張
の
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、
保
育
料
、
医

療
費
の
無
償
化
の
拡
大
、
夕
張
市
地
域
人
材
育
成
事
業
、

創
業
支
援
及
び
資
格
取
得
支
援
事
業
な
ど
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
認
定
こ
ど
も
園
は
、
従
来
の
市
立

保
育
所
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
快
適
で
子
育
て

に
配
慮
さ
れ
た
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

人
口
定
着
の
た
め
に
、
地
元
の
夕
張
高
校
へ
の
進
学
率
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
、「
夕
張
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
秋
田
県
は
、
世
界
遺
産
の
森
を
未
来
に
伝
え
残

す
と
し
て
、「
白
神
山
地
の
保
全
を
通
じ
て﹃
高
質
な
田
舎
﹄

を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
「
あ
き
た
白
神
認
定
ガ
イ
ド
」
の
育

成
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
白
神
山
地
へ
の
来
訪
者
数
や
地

域
の
交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
平
成
2₈
年
₁₁

月
か
ら
₃0
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
、
総
事
業
費
３
４
５
６

万
６
０
０
０
円
に
対
し
て
、
寄
附
額
１
６
３
５
万
１
０
０

０
円
を
集
め
て
い
る
（
寄
附
件
数
は
延
べ
₁₃
件
）。

世
界
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
を
持
つ
秋
田
県
と
し
て

は
、
そ
の
価
値
や
魅
力
を
広
く
伝
え
る
事
業
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
県
の
単
独
事
業
と
し
て
行
う
場
合
、
財
源
が

ネ
ッ
ク
と
な
る
。
そ
こ
で
、
事
業
費
の
拡
大
に
つ
な
が
る

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
獲
得
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。

創
業
者
が
秋
田
県
出
身
で
あ
る
と
か
、
県
内
に
事
業
所
が

あ
る
な
ど
、
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
を
中
心
に
寄
附
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
世
界
遺
産
の
保
全
へ
の
貢
献
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
」「
自
然
環
境
の
保
全
へ
の
貢
献
は
企

業
理
念
に
一
致
す
る
」「
地
域
貢
献
を
通
じ
て
企
業
イ
メ

ー
ジ
が
向
上
し
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
に
も
よ
い
効
果
が
期
待

で
き
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
協
力
す
る
企
業
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。
当
該
事
業
は
、
今
後
も
継
続
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
事

業
費
の
確
保
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
こ
の
よ
う
に
特
定
の
自
治

体
で
は
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
協
力

す
る
企
業
側
が
、
寄
附
に
対
し
て
ど
こ
に
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
か
を
自
治
体
が
よ
く
踏
ま
え
れ
ば
、
協
力
要
請
が
実

を
結
ぶ
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
編
集
室
注　

本
稿
で
は
筆
者
の
希
望
に
よ
り「
寄
附
」の
表
記
と
し
ま
し
た
）

特 集
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特 集
は
じ
め
に

株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
は
、
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
と
一
般
財
団
法

人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
令
和
２
年
７
月
に
設
立
し
た

会
社
で
す
。
設
立
以
来
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域

の
魅
力
を
企
業
に
発
信
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
自
治

体
と
、
地
域
へ
の
貢
献
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
企
業
と
を
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

弊
社
は
、
で
き
る
だ
け
低
い
手
数
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
は
他
の

公
共
的
な
事
業
に
再
投
資
す
る
こ
と
を
通
じ
、
自
治
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

会
社
設
立
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
自
治
体
に
企
業
を
紹
介
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
い

く
つ
か
の
事
例
を
通
じ
て
、
制
度
活
用
の
現
状
や
寄
付
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
傾
向
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆◆◆

ど
の
自
治
体
に
も
チ
ャ
ン
ス

最
初
に
感
じ
た
の
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

内
容
は
も
と
よ
り
、
こ
の
制
度
の
存
在
自
体
を
知
ら
な
い

企
業
が
多
い
と
い
う
現
状
で
す
。
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
が
作
成
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
企
業

を
訪
問
し
、制
度
説
明
を
お
こ
な
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

制
度
内
容
を
理
解
し
た
企
業
か
ら
は
「
企
業
に
と
っ
て
良

い
制
度
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業
績
が
好
調
で
な
い

企
業
も
多
く
、
業
績
が
回
復
し
て
か
ら
改
め
て
検
討
す
る

と
い
っ
た
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
社
会
貢
献
や
法
人
関
係
税
控
除
を
目
的

に
、
自
治
体
へ
の
寄
付
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
と
少
し
ず
つ
出
会
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
企
業
か
ら
寄
付
先
の
自
治
体
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
指

名
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
多
く
な
く
、
半

分
以
上
の
企
業
は
「
ど
こ
か
お
薦
め
の
寄
付
先
が
あ
れ
ば

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。
こ
の
こ
と

◆◆◆

か
ら
、
ど
こ
の
自
治
体
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
次
第
で

企
業
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
十
分
あ
る
と

考
え
ま
す
。

昨
年
度
の
寄
付
事
例
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
令
和
２
年

11
月
に
鹿
児
島
県
に
１
５
０
０
万
円
も
の
高
額
な
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
企
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
を
選
ん
だ
の
は
、
同
県
が
創
業
の
地
や
工
場
が
あ
る

と
い
っ
た
地
縁
で
は
な
く
、「
当
社
の
鹿
児
島
県
出
身
の

社
員
が
ま
じ
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
い
る
か
ら
恩

返
し
で
」
と
の
理
由
で
し
た
。
企
業
が
寄
付
先
の
自
治
体

を
決
め
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

手
を
挙
げ
た
３
団
体
す
べ
て
に
寄
付

令
和
３
年
２
月
、
あ
る
企
業
か
ら
、「
当
社
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
企
業
な
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
企
業
か
ら
の
寄
付
を
求
め
て
い
る
自
治
体
を
紹

介
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
ご
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

早
速
、
当
社
と
紹
介
契
約
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
す

べ
て
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
福
島
県
南
会
津
町
、
神
奈
川

県
逗
子
市
、
佐
賀
県
佐
賀
市
か
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
企
業
か
ら
の
寄
付
を
求
め
て
い
ま

す
」
と
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
福
島
県
南
会
津
町
は
、「
町

と
し
て
企
業
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の
想
い
が
あ
り
、
こ

の
企
業
も
こ
れ
を
応
援
し
た
い
と
応
じ
て
い
た
だ
き
、
選

ば
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
逗
子
市
は
、「
今
回
の
寄
付
を
ぜ
ひ
受
け
た

い
」
と
い
う
担
当
者
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
加

え
、
企
業
側
が
市
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
求

◆◆◆

福
島
県
南
会
津
町

神
奈
川
県
逗
子
市

佐
賀
県
佐
賀
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

利
重
　
和
彦

株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト 

部
長

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
橋
渡
し
役
に
―

地
域
と
企
業
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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め
た
際
、
市
長
が
前
面
に
出
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ
し

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
佐
賀
市
は
、
提
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
回

の
企
業
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
的
な
内
容
で
、
現
地

施
設
を
訪
問
・
視
察
し
た
企
業
の
方
々
は
大
変
感
銘
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
こ
の
企
業
は
手
を
挙
げ
た
３
団
体
す
べ
て
に
１

０
０
万
円
ず
つ
寄
付
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
企
業
側
が

寄
付
先
の
自
治
体
に
足
を
運
び
、
首
長
に
寄
付
目
録
を
贈

呈
し
、
首
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
く
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
各
団
体
の
首
長
や
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
の

席
上
で
は
「
今
後
も
企
業
と
し
て
応
援
し
て
い
く
」
と
い

う
意
思
表
示
を
企
業
側
か
ら
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
と
企

業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

弊
社
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
を
も
っ

と
世
間
に
知
ら
し
め
て
、
自
治
体
へ
の
寄
付
を
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
チ
ン
グ
成
立
を
経
験
し
、

「
企
業
か
ら
寄
付
を
受
け
や
す
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
」

や
、「
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
は
企
業

か
ら
選
ば
れ
る
確
率
が
高
い
」
と
い
う
傾
向
も
経
験
を
重

ね
て
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

詳
細
を
具
体
的
に
記
載
し
た
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
は
、
企
業
か
ら
寄
付
先
と
し
て
選
ば

れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆◆◆

弊
社
で
は
企
業
に
「
お
金
を
寄
付
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
御
社
が
持
つ
情
報
の
提
供

で
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
寄
付
先
の
自
治
体
を
い
ろ

い
ろ
な
面
で
支
援
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
自
治
体
と
企
業
の
新
た
な
連
携
が
ス
タ

ー
ト
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
は
、「
人
が

地
域
を
創
り
、
地
域
が
人
を
育
て
る
。
地
域
の
元
気
は
日
本

の
元
気
」
を
理
念
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
じ
て
の
寄
付
を
企
業
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
は
、「
地
域
も
企

業
も
、
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
」
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

関連施設の説明を受ける企業（佐賀市）

市長、市幹部と企業との対談会（逗子市）

寄付企業との式典のもよう（南会津町）
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オ
ー
プ
ン
時
は
年
50
万
人
が
来
館

野
々
市
市
の
中
心
部
に
あ
る
本
町
地
区
は
、
か
つ
て
は

旧
北
国
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
後
も
町
役
場

が
立
地
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
の
中
心
的
な
地
域
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
庁
舎
の
移
転
や
大

型
商
業
施
設
の
撤
退
と
郊
外
立
地
な
ど
に
よ
り
新
市
街
地

の
拡
大
が
進
み
、
か
つ
て
の
活
力
や
賑
わ
い
が
低
下
し
て

い
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
、
こ
の
本
町
地
区
を
含
む
野
々
市
中
央
地

区
に
お
い
て
、新
施
設
「
学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
図
書
館
に
、
音

楽
ス
タ
ジ
オ
や
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
ス
タ
ジ
オ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
多
様
な
創
造
的
活
動
に
対
応
で
き
る

設
備
を
備
え
た
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
市
民
が

生
き
生
き
と
多
様
な
輝
き
を
放
つ
学
び
の
拠
点
と
し
て
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
カ
レ
ー
ド
を
拠
点
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
を
活
用
し
、
地
域
再
生
計
画
「
賑
わ
い
創
出
に
よ

◆◆◆

る
創
業
マ
イ
ン
ド
の
育
成
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

オ
ー
プ
ン
時
に
は
年
間
約
50
万
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
本
町

地
区
は
徐
々
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

全
庁
挙
げ
て
の
依
頼
活
動

寄
付
金
募
集
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
全
庁
的
に
寄
付
依
頼

活
動
に
取
り
組
め
る
態
勢
を
整
え
る
た
め
、
部
課
長
会
議

等
で
、
制
度
・
事
業
の
説
明
や
、
依
頼
先
リ
ス
ト
の
各
部
・

課
へ
の
割
り
当
て
を
行
い
、
具
体
的
な
事
務
の
進
め
方
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
、
管
理
職
以
上
の

職
員
が
依
頼
活
動
や
企
業
へ
の
訪
問
を
行
う
こ
と
と
し
、

依
頼
活
動
の
強
化
期
間
を
設
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

寄
付
の
依
頼
先
は
、
①
市
と
取
引
の
あ
る
企
業
②
市
内

に
事
業
所
を
持
つ
市
外
企
業
③
市
内
に
店
舗
が
あ
る
全
国

規
模
の
企
業
の
本
社
④
そ
の
他
庁
内
全
体
で
情
報
収
集
し

挙
が
っ
た
企
業
で
、
１
年
目
（
平
成
29
年
度
）
は
約
７
０

０
件
、
２
年
目
（
平
成
30
年
度
）
に
は
さ
ら
に
約
８
０
０

件
を
追
加
し
ま
し
た
。
各
部
署
の
職
員
が
、
割
り
振
ら
れ

た
リ
ス
ト
を
も
と
に
企
業
に
電
話
で
事
業
の
説
明
を
し
、

◆◆◆

資
料
を
郵
送
す
る
と
い
う
方
法
で
寄
付
の
依
頼
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
経
営
者
が
多
く
集
ま
る
場
で
の
資
料
配

布
や
、
市
長
や
職
員
が
面
談
ま
た
は
企
業
を
訪
問
し
て
依

頼
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
依
頼
の
際
に
特
に
力
を

入
れ
た
の
は
、カ
レ
ー
ド
を
「
行
政
だ
け
で
は
な
く
、野
々

市
市
を
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
々
と
協
力
し
て
育
て

て
い
く
施
設
に
し
た
い
」
と
い
う
熱
意
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。企

業
の
反
応
は
、
様
々
で
す
が
、「
カ
レ
ー
ド
の
建
設

に
携
わ
っ
た
記
念
に
寄
付
を
し
た
い
」
と
の
お
申
し
出
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
道
な
依
頼
活
動
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
は

71
件
と
、
件
数
で
全
国
最
多
の
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
30
年
度
に
71
件
、
令
和

元
年
度
に
66
件
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が
延
長

さ
れ
た
令
和
２
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
引
の
あ
っ
た
企

業
を
中
心
に
依
頼
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
へ
の

打
撃
が
心
配
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
37
件
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
情
報

共
有
を
す
る
他
に
、
カ
レ
ー
ド
入
口
で
の
寄
付
者
銘
板
へ

の
企
業
名
の
掲
示
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
も
行

っ
て
お
り
、
こ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
寄
付
の
決
め
手
に
な
っ
て

い
ま
す
。

若
年
層
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

寄
付
金
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、
市
と
市
商
工
会
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
地
域
の
金
融
機
関
で
構
成
さ
れ

る
野
々
市
市
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
の
他
関
係
者

の
協
力
の
も
と
、
２
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

石
川
県
野
々
市
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

中
谷
　
梨
紗

石
川
県
野
々
市
市
教
育
委
員
会 

教
育
文
化
部
生
涯
学
習
課 

主
査

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
の
複
合
施
設
を
拠
点
に
―

創
業
支
援
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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「
創
業
塾
」
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
や
、
創
業

に
か
か
る
手
続
き
、
資
金
計
画
と
い
っ
た
専
門
的
な
内
容

が
学
べ
る
連
続
講
座
で
、
創
業
し
て
間
も
な
い
方
や
、
市

内
で
の
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
女
性
や
大
学
生
を
は
じ
め
と

す
る
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
自
分
ら
し
い

働
き
方
の
一
つ
と
し
て
創
業
と
い
う
選
択
肢
を
提
案
し
、

先
輩
創
業
者
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
将
来
の
創
業
に

向
け
た
意
識
を
高
め
る
講
座
で
す
。

令
和
２
年
度
は
ど
ち
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
カ
レ
ー
ド
を
会
場
と
し
て
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、様
々

な
図
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
収
集
し
て
お
り
、
創
業
を

目
指
す
方
、
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
々
に
活
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
寄
付
金
は
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の

資
料
を
は
じ
め
、
未
来
の
野
々
市
の
担
い
手
育
成
に
つ
な

が
る
様
々
な
図
書
等
の
収
集
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
担
う
子
ど
も
た
ち
に
市
の
魅
力
を

地
域
再
生
計
画
で
は
、
賑
わ
い
創
出
と
い
う
地
域
の
課

題
に
対
し
、
創
業
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
で
市
外
か
ら
人

を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
市
の

◆◆◆

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
所
ま
で

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
生
活
を
支
え
る

仕
事
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
進
学
や
就
職
等
で
、
一
時
、
市
を
離
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
ま
た
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
、
魅
力
や
温
か
み
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
で
は
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
子
ど

も
が
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
と
し
て
は
珍
し
い
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会
」
を
開

催
し
て
お
り
、こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、大
人
と
子
ど
も
、

催
し
の
主
催
者
と
参
加

者
、
子
ど
も
の
保
護
者
同

士
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
む
仲
間
同
士

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
は
、
地
域
課

題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
見

つ
け
ら
れ
る
豊
富
な
図
書

を
有
し
、
人
々
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
施
設
で
す
。今
後
も
、

こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
取
り
組
み
を
進
め
、
本

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
広

く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

児童図書コーナー

ビジネス支援コーナー

創業セミナー
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環
境
や
経
済
、
人
権
な
ど
様
々
な
社
会
課
題
が
あ
る
一

方
で
、
過
疎
・
農
山
村
地
域
で
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
と
と
も
に
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
拡
大
と
い
っ

た
問
題
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

杵
築
市
で
は
、
児
童
養
護
施
設
の
入
所
者
等
、
社
会
的

養
護
や
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
青
少
年
を
対

象
と
し
て
、
市
内
の
農
業
者
の
元
で
、
複
数
回
・
複
数
年

度
に
わ
た
る
本
格
的
な
農
業
体
験
、
就
農
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
い
、
対
象
者
の
自
立
支
援
と
本
市
農
業
の
担
い

手
・
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

孤
立
し
や
す
い
若
者
を
支
援

大
分
県
内
で
は
、
親
か
ら
の
虐
待
や
生
活
困
窮
等
の
理

由
で
、
９
か
所
の
児
童
養
護
施
設
で
３
０
０
人
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
上
の
規

定
で
、
原
則
と
し
て
18
歳
と
な
る
年
度
末
で
退
所
、
約
75

％
が
就
職
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
３
人
に
１
人
が
１
年
以

◆◆◆

内
で
離
職
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
高
校
卒

業
生
よ
り
も
高
い
水
準
で
す
。

身
寄
り
が
な
く
、
保
証
人
が
い
な
い
た
め
、
ア
パ
ー
ト

を
借
り
ら
れ
ず
、
就
職
先
は
社
宅
や
寮
が
用
意
さ
れ
て
い

る
職
場
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
本
来
希
望
し

て
い
た
職
種
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
が
一
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転
職
を
繰
り
返
し
た
り
、
生
活

困
窮
に
陥
っ
た
り
と
、
一
般
生
徒
と
比
較
し
て
、
最
初
の

「
つ
ま
ず
き
」
が
、
そ
の
後
の
自
立
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

非
常
に
難
し
く
し
ま
す
。
法
律
上
の
養
護
を
受
け
て
い
た

施
設
入
所
時
代
と
異
な
り
、
相
談
先
や
頼
る
相
手
が
い
な

い
と
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
青
少
年
の
自
立
支
援
や
、
退
所
後
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
に
取
り
組
む
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
い
た
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
平
成
28
年
、
本
市
市
長
へ
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
へ
の
展
開
・
農
福
連
携

同
時
期
、
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
、
本
市
は
「
第
一
次

産
業
を
基
調
と
し
た
人
口
確
保
と
産
業
振
興
」
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
。
離
農
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
業
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
存
在
は
、
多
く
の
自
治
体
に
共
通
す
る

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
が
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
と
し
た
ら
？　

世
話

好
き
な
田
舎
の
高
齢
農
業
者
が
、
彼
ら
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

に
つ
な
が
ら
な
い
か
？　
「
社
会
的
な
課
題
・
需
要
」と「
杵

築
市
の
課
題
・
資
源
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
事
業
が

構
想
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
へ
の
就
農
・
移
住
を
目
指
す
事
業
で
も
、
毎
年
明

確
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
立
て
づ
ら
い
こ
と
、
初
め
て
の

試
み
で
、
事
業
手
法
や
取
り
組
み
内
容
は
柔
軟
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計
画
性
・
実
現
性
を
求
め

ら
れ
る
「
推
進
交
付
金
」
の
活
用
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
児
童
養
護
施
設
は
な
く
、
対
象
は
市
外

在
住
の
子
ど
も
た
ち
、
相
談
を
寄
せ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
市

外
に
あ
り
ま
す
。
市
単
独
予
算
だ
け
で
は
、
事
業
の
継
続

性
や
優
先
順
位
に
対
す
る
疑
問
の
声
も
予
想
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
す
。
市
長
自
ら
、
本
市
進
出
企
業
や
ゆ
か
り
の
あ
る
企

業
等
を
訪
問
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
型
で
、
表
の
と
お
り

賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
必
要
と
さ
れ
る
」
こ
と
で
や
り
が
い

初
年
度
は
、
施
設
園
芸
や
畜
産
な
ど
市
内
３
つ
の
農
業

◆◆◆◆◆◆

大
分
県
杵
築
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

社
会
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

�

地
域
課
題
に
挑
む

平
山
　
善
規

杵
築
市
企
画
財
政
課
主
査

―
青
少
年
等
自
立
支
援
就
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
―
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事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
す
る
男

女
28
名
の
中
高
生
が
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
職
業
と
し
て
農
業
を
捉
え
て
も
ら
う
た
め
、
現

在
で
も
対
象
は
中
学
生
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の

暑
い
時
期
、
文
字
通
り
汗
水
を
垂
ら
し
て
の
重
労
働
体
験

と
な
り
、
最
初
か
ら
こ
れ
で
は
嫌
が
ら
れ
る
か
と
思
い
き

や
、
子
ど
も
た
ち
と
施
設
職
員
双
方
か
ら
、
早
々
に
次
年

度
継
続
・
多
頻
度
化
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

営
業
・
接
客
業
な
ど
と
異
な
り
、
農
作
業
に
黙
々
と
取

り
組
む
時
間
が
多
く
、
大
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
苦
手
意
識
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
適
度

な
距
離
感
を
保
ち
な
が
ら
、
徐
々
に
慣
れ
て
い
け
る
環
境

で
す
。
ま
た
、
高
齢
農
業
者
が
自
分
の
孫
ほ
ど
の
子
ど
も

た
ち
と
の
作
業
を
楽
し
み
に
感
じ
て
く
れ
、
自
然
と
褒
め

た
り
、
頼
り
に
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
の
や
り
が
い
・
達
成
感
に
つ
な
が
り
、「
施
設
内
で

の
生
活
と
は
違
い
、
自
主
的
・
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
た
」
と
施
設
職
員
の
方
々
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。「

頼
り
に
さ
れ
る
。
存
在
を
認
め
て
く
れ
る
。
自
分
を

必
要
と
し
て
く
れ
る
」
私
た
ち
社
会
人
の
誰
も
が
願
う
、

普
遍
的
な
価
値
観
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

本
事
業
は
、
自
作
農
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
農
業
法

人
等
事
業
所
で
の
雇
用
を
目
標
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
当
初
、「
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
は

で
き
て
も
、
雇
用
で
き
る
規
模
で
な
い
」
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
協
力
農
業
者
が
1₄
に
増
え
、

◆◆◆

雇
用
可
能
な
規
模
の
大
き
い
農
業
法
人
も
参
画
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
2₀
～
₃₀
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
、
繰
り
返
し

体
験
に
来
る
子
ど
も
も
多
く
い
ま
す
。
農
業
科
目
の
あ
る

高
校
や
農
業
大
学
校
へ
の
進
学
者
も
現
れ
、
令
和
２
年
度

末
で
、
農
業
法
人
へ
の
就
職
︵
就
農
︶
者
は
４
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

児
童
養
護
の
制
度
改
革
に
伴
い
、
近
年
の
社
会
的
養
護

が
「
施
設
」
か
ら
「
里
親
」
に
シ
フ
ト
し
、
施
設
側
に
は
、

発
達
障
害
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
ケ
ア
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
側
か
ら
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
青
少
年
に
対
し
て
も
、

本
事
業
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
状
況
改
善
や
自
立
支
援
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
提
案
が
あ
り
、
対
象
者
に
加

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
性
の
あ
る
人
の
自
立
に
は
、

受
け
入
れ
る
企
業
・
職
場
の
理
解
や
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
等

の
伴
走
型
支
援
、
継
続
的
な
関
わ

り
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
創

設
時
か
ら
続
く
本
事
業
は
、
今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
新
た
に

賛
同
を
い
た
だ
く
企
業
も
獲
得
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
へ
体
験
の
場
を
広

げ
、
担
い
手
の
確
保
と
、
地
域
全

体
が
多
様
性
を
受
容
す
る
雰
囲
気

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で

す
。「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
実
現
に
、
地
方

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最初は施設職員も付き添って体験（いちご）

慣れてくると各自で作業を行う（育苗作業）

年度 対象事業費
（千円）

寄付額
（千円）

寄付企業数
（社）

平成 28 1,401 1,400 ２
平成 29 4,494 3,000 ３
平成 30 4,073 4,000 ４
令和元 4,080 2,000 ２
令和２ 3,070 3,070 ４
合計 17,118 13,470 ５企業・延べ 15件

表　事業費と寄付額の推移
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永
渕
　
智
大

前
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局 

参
事
官
補
佐

た
寄
付
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
自
治
体
の
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
制
度
創
設
以
来
、
活
用
実
績
が
増
え
て

は
い
た
も
の
の
（
寄
付
額
：
平
成
28
年
度 

7
・
5
億
円
、

平
成
29
年
度 

２３
・
６
億
円
、
平
成
30
年
度
３４
・
８
億
円
、

令
和
元
年
度
33
・
8
億
円
）、
本
税
制
を
活
用
し
て
い
る

自
治
体
は
４
２
８
団
体
（
２４
・
５
％
）
に
と
ど
ま
る
な
ど

活
用
促
進
の
余
地
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
税
額

控
除
割
合
を
従
来
の
最
大
３
割
か
ら
最
大
６
割
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
申
請

手
続
を
抜
本
的
に
簡
素
化
す
る
な
ど
の
大
幅
な
制
度
の
拡

充
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税
額
控
除
割
合
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
行
う

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
企
業
が
寄
付
を
す
る
と
、
通
常

の
寄
付
額
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
税
の
軽

減
効
果
（
約
３
割
）
に
加
え
、
最
大
６
割
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
最
大
約

９
割
の
法
人
関
係
税
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定
手
続
の
簡
素
化
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
個
別
事
業
ご
と
の
認
定
か
ら
、
地
方
版
総

合
戦
略
を
網
羅
す
る
包
括
的
な
認
定
を
可
能
と
す
る
と
と

も
に
、事
業
費
等
の
記
載
を
不
要
と
す
る
こ
と
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
等
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
転
記
で
よ

い
こ
と
と
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
簡
素
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
に
寄
付
を
充
当
し
よ
う

と
す
る
た
び
に
必
要
で
あ
っ
た
地
域
再
生
計
画
の
認
定
が

不
要
と
な
り
、
大
幅
な
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
認
定
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
寄
付
を
活
用
す
る
事
業

の
選
定
や
寄
付
獲
得
の
見
込
み
な
ど
も
不
要
と
な
り
、
企

は
じ
め
に

地
方
創
生
を
政
府
の
最
重
要
政
策
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
、
平
成
26
年
末
に
取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら
、
６
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
政
府
に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
を
図
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年
12
月
20
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
２
期
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
地

方
創
生
の
目
指
す
べ
き
将
来
に
つ
い
て
、『
将
来
に
わ
た

っ
て
「
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
の
実
現
』
と
、『「
東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
」
の
是
正
』
を
共
に
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
て
は
、
地
方
へ
の
移
住
・

定
着
の
促
進
に
加
え
、
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る

た
め
、「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
と
「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
拡
充
に
よ
り
、
地
方
移
住
の
裾
野
を
拡
大

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
令
和
２
年
12
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
２

０
２
０
改
訂
版
）
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
令
和
３

年
６
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
も
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向
け
た
方
向
性
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
令
和
２
年

度
税
制
改
正
や
令
和
２
年
10
月
に
創
設
さ
れ
た
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
（
人
材
派
遣
型
）
の
概
要
の
ほ
か
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
私
見
で
あ

り
、
内
閣
官
房
や
内
閣
府
の
公
式
見
解
で
は
な
い
こ
と
に

予
め
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る 

令
和
２
年
度
税
制
改
正

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置

付
け
ら
れ
た
地
方
自
治
体
が
行
う
地
方
創
生
事
業
に
対
す

る
企
業
の
寄
付
に
つ
い
て
、
法
人
事
業
税
、
法
人
住
民
税

及
び
法
人
税
の
税
額
控
除
の
優
遇
措
置
を
講
じ
、
こ
う
し

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

税
額
控
除
割
合
な
ど
大
幅
改
正

特 集
副基調論文

―
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て
―

13 2021・8月号 地域づくり 本編 2021・8月号地域づくり 本編 12



業
か
ら
の
寄
付
の
受
け
皿
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
地
域
再
生

計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
方
負
担
分
に
充
当
可
能
な
国
の
補
助
金
・

交
付
金
の
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
を
充
当

可
能
な
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
が
増
加
し
ま
し
た
。
地

方
創
生
関
係
交
付
金
の
ほ
か
、
地
方
負
担
分
に
普
通
交
付

税
措
置
の
み
の
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
補
助

金
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
地
方
負
担
分
に
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
充
当
可
能
で
し
た
が
、
特
別

交
付
税
措
置
等
を
講
じ
て
い
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
も
各

省
庁
と
の
調
整
を
経
て
、
90
を
超
え
る
補
助
金
等
の
地
方

負
担
分
へ
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
充
当

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
寄
付
を
一
定
以
上
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
事
業
期
間
の
延
長
に
加
え
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
な
ど
複
数
の
補
助
金
等
に
お
い
て
、
配

分
に
お
い
て
配
慮
、
優
先
採
択
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
寄
付
時
期
の
制
限
の
大
幅
な
緩
和
に
つ
い
て
で

す
。
従
来
、
原
則
と
し
て
事
業
費
が
確
定
す
る
ま
で
、
自

治
体
は
企
業
か
ら
の
寄
付
を
受
領
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
企

業
に
よ
っ
て
は
、
寄
付
し
よ
う
と
思
っ
て
も
そ
の
決
算
時
期

と
の
関
係
か
ら
寄
付
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
確
実
に
事

業
が
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
額
と
し
て
、
予
め
寄
付

の
金
額
の
目
安
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
事
業
費

確
定
前
の
寄
付
の
受
領
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
企
業
が
寄
付
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
寄
付
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
寄
付
し
や
す
く
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
寄
付
の
金
額
の
目
安
と
は
、
自
治
体
が
寄

付
を
受
け
入
れ
る
見
込
み
の
額
で
は
な
く
、
最
終
的
に
見

込
ま
れ
る
事
業
費
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
安
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
包
括
的
な
認
定
を
受
け
る
市
町
村
で
あ
れ
ば
、

各
年
度
、
標
準
財
政
規
模
の
10
％
ま
で
の
額
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
受
領
す
る
寄
付
金
を
自
治
体
の
基
金
に
積
む
こ

と
も
可
能
で
す
。
事
前
に
基
金
条
例
や
後
年
度
の
事
業
の

執
行
計
画
を
提
出
い
た
だ
き
、
確
実
に
認
定
事
業
に
活
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
や
、
最
終
的
に
は
確
実
に
使

い
切
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
う
し
た
改
正
を
行
っ
た
う
え
で
、
第
２
期
総
合
戦
略

の
期
間
と
同
様
５
年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
途

に
お
い
て
効
果
検
証
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。通
常
、

法
人
税
に
係
る
税
制
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
、
２
年
か
ら

３
年
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
幅
な
延
長
措

置
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
体

に
お
い
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
が
進
み
、
有
効
な
認
定

地
域
再
生
計
画
を
有
す
る
団
体
数
は
、
制
度
創
設
か
ら
４

年
後
の
令
和
元
年
度
末
時
点
で
４
２
８
団
体
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
令
和
２
年
度
改
正
か
ら
１
年
後
の
令
和
２
年
度

末
時
点
で
は
１
１
４
１
団
体
と
、
制
度
の
対
象
と
な
る
団

体
の
6₅
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
地
方
公

共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
ま
ず
は
寄
付
の
受
け
皿
を
整
備

し
、
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る
第
一
歩
と
し
て
地
域
再
生

計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
契
機
と
し
て
官
民
連
携
が
進
み
、

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

﹁
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
︵
人
材
派
遣
型
︶﹂

の
創
設

さ
ら
に
、
令
和
２
年
10
月
1３
日
に
は
、「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
（
人
材
派
遣
型
）」
と
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
、
企
業
か
ら
の
寄
付
と
あ
わ
せ
て
、
企

業
の
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
人
材
を
自
治
体
等
に
派
遣

す
る
こ
と
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
し
た
。

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
は
じ
め

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
人
材
を
実
質
的
な
負
担
な
く
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
の
推
進
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企

特 集
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業
の
人
材
を
最
大
約
９
割
の
税
の
軽
減
を
受
け
な
が
ら
地

域
で
貢
献
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
企
業
の

人
材
育
成
の
機
会
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
企

業
の
人
材
に
と
っ
て
も
、
自
治
体
等
に
お
い
て
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
経
験
が
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
活
躍
の

幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
岡
山
市
内
の
企
業
で
観
光
分
野

の
経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
人
材
を
任
期
付
職
員
と
し
て

任
用
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
観
光
振
興
の
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
潟
県
で
は
、６
月
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
東
京
都
の
企
業
か
ら
特
別
職
非
常
勤
職
員

と
し
て
任
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
資

す
る
取
り
組
み
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
７
月
か
ら
、
大
阪
府
貝
塚
市
で
活
用
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
複
数
の
自
治
体
と
企
業
と
の
間
で
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
と
し
て
も
本
制
度
の
活
用
が

一
層
進
む
よ
う
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
創
出
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
と
あ
わ
せ
て
、
積
極
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
地
方
に
人
材
を
派
遣
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
制
度
が
充
実
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
や
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
ニ
ー
ズ
、
受
入

れ
の
態
様
、
支
援
措
置
等
に
応
じ
て
、
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と 

今
後
の
展
開

こ
の
よ
う
な
制
度
改
正
等
と
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
な
る
制

度
の
活
用
促
進
に
向
け
、
自
治
体
へ
の
制
度
や
優
良
事
例

の
周
知
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定
申
請
や
寄
付
獲
得
に
向

け
た
取
り
組
み
支
援
の
ほ
か
、
企
業
へ
の
周
知
、
企
業
と

地
方
公
共
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
幅
広
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
１
）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
取
り
組
み
は
、
各
自
治

体
に
お
い
て
様
々
で
す
。
多
く
の
企
業
か
ら
毎
年
度
数
億

に
上
る
寄
付
を
受
け
入
れ
て
い
る
団
体
も
あ
れ
ば
、
制
度

拡
充
を
契
機
と
し
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
と
っ
た
も

の
の
、
寄
付
を
受
け
入
れ
た
実
績
が
な
い
市
町
村
も
見
ら

れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定

に
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
受
領
す
る

こ
と
は
可
能
と
な
る
も
の
の
、
認
定
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
企
業
が
寄
付
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
都
道
府
県
の
担
当
課
に
管
内
の
制
度
活
用
を
促
す
た

め
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
リ
ー
ダ
ー
」
向
け
の
研
修
会
等
に
お
い
て
も
、
ま
ず

は
庁
内
の
連
携
体
制
の
構
築
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
担
当
部
局
が
、
幹
部
が
集
ま
る
会

議
な
ど
を
利
用
し
各
部
局
に
制
度
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
寄
付
活
用
事
業
の
企
画
・
立
案
や
寄
付
集

め
に
お
い
て
庁
内
で
連
携
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
不
可
欠

で
す
。

そ
の
上
で
、
実
際
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
業
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
産
業
振
興
の
担
当
部
局

等
が
有
す
る
企
業
に
つ
い
て
の
情
報
の
共
有
な
ど
も
有
用

で
す
。
創
業
地
の
企
業
や
、
経
営
者
が
当
該
自
治
体
出
身

者
で
あ
る
企
業
、支
店
や
工
場
が
立
地
す
る
企
業
の
ほ
か
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
地
縁
や
人
の
縁
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ケ
ー
ス
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、
寄
付
活
用

事
業
と
関
連
の
深
い
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
な
ど
、
賛

同
を
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
が

多
く
な
い
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
事
務
所
や
首

都
圏
の
企
業
等
の
情
報
を
有
す
る
道
府
県
に
お
い
て
は
、

積
極
的
に
管
内
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
や
、
企
業
へ
の
県

内
市
町
村
の
寄
付
募
集
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て
は
、
寄
付
活
用

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
企
業
に
送
付
さ
れ

る
場
合
の
ほ
か
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
、
企
業
の
業
績
や
決
算
時
期
を
踏
ま
え
た
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
寄
付
を
募
集
す
る
事
業

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
寄
付
受
入
れ
後
も
、
寄
付
企
業
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
な
ど
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
報
道
発
表
を
行
い

感
謝
状
贈
呈
式
な
ど
を
報
道
し
て
も
ら
う
な
ど
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
寄
付
を
活
用
し
た
事

業
が
ど
の
よ
う
に
進
捗
し
た
の
か
、そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
、

寄
付
企
業
に
報
告
さ
れ
、
次
年
度
以
降
の
継
続
的
な
寄
付

に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
自
治
体
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

企
業
に
と
っ
て
、
寄
付
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
は
、
株
主
等
へ
の
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
必
要
な
情
報
で
あ
る
と
と
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て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
作
成
し
た
事
例
集

に
は
、
企
業
の
皆
様
の
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
土
地
の

縁
や
人
の
縁
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る

こ
と
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
寄
付

を
決
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
、
企
業
の
継
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
寄
付
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
２
）
企
業
に
対
す
る
周
知

令
和
２
年
度
以
降
、
企
業
等
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
団

連
や
経
済
同
友
会
、
日
本
商
工
会
議
所
は
も
ち
ろ
ん
、
各

業
界
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
の
会
合
等
に
お
い
て

も
積
極
的
に
制
度
や
事
例
の
周
知
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
制
度
改
正
と
あ
わ
せ
て
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
結
果
、
企
業
の
方
か
ら
自
治
体
の
こ
う
い
う
取
り

組
み
に
寄
付
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
っ
た
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
３
）
企
業
と
地
方
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

ま
た
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
た

め
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
分
科
会
を
設
け
、
マ
ッ
チ
ン
グ

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
は
前
年
度
か

ら
回
数
を
倍
増
し
年
に
６
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
等
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
契
機
と
し
て
寄

付
に
至
っ
た
事
例
の
ほ
か
、
寄
付
に
向
け
て
継
続
的
に
協

議
を
進
め
て
い
る
事
例
も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
後
半
か
ら
は
、
自
治
体
の
プ
レ
ゼ
ン
に
加

え
、
寄
付
し
た
い
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
た
り
、

も
に
、
効
果
の
高
い
事
業
で
あ
れ
ば
継
続
的
な
寄
付
を
獲

得
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
自

治
体
に
対
し
、
特
に
寄
付
を
活
用
し
た
い
事
業
に
係
る
資

料
の
提
出
を
依
頼
し
、
提
出
い
た
だ
い
た
地
方
公
共
団
体

の
事
業
を
地
域
別
、
テ
ー
マ
別
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
参
考
と
し

脱
炭
素
や
Ｄ
Ｘ
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
り
す
る
な

ど
様
々
な
試
み
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
も
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
静
岡

県
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
地
域
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
や
民
間
の

団
体
が
主
催
す
る
テ
ー
マ
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
開
催
支
援
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
企
業
や
自
治
体
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
本
制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
、
Ｑ
＆

Ａ
の
充
実
を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経

済
情
勢
に
あ
っ
た
も
の
の
、
税
制
改
正
を
踏
ま
え
、
本
制

度
は
活
発
に
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て
は

数
億
に
お
よ
ぶ
寄
付
を
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
多
く
の
自

治
体
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
他
方

で
、
認
定
を
受
け
た
も
の
の
寄
付
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
な
い
自
治
体
も
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
と
も
、
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向
け
て
、
自
治
体
や
企

業
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
寄

付
に
結
び
つ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
、
本
制
度

に
よ
り
地
方
創
生
の
取
り

組
み
が
一
層
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企業版ふるさと納税
ポータルサイト

特 集
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内
を
北
部
、
中
部
、
南
部
の
三
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
拠
点
と
な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
を

設
置
し
、
健
康
福
祉
部
門
と
農
林
水
産
部

門
が
連
携
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

南
部
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
担
う
「
さ
ん
さ

ん
山
城
」
は
、宇
治
茶
や
京
都
え
び
い
も
、

京
都
田
辺
な
す
な
ど
地
域
の
特
産
品
を
対

象
に
、
生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
を
手

掛
け
る
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
府
内
外
に
出
向
き
野
菜
や
加
工
品

を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
内
の
事
業

所
で
生
産
し
た
野
菜
を
使
っ
た
ワ
ン
コ
イ

ン
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
も
運
営
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
入
る
建
物
に

は
児
童
相
談
所
や
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

産
業
」
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
障

害
者
の
工
賃
を
向
上
さ

せ
る
成
果
も
出
て
い
る
。

一
方
、
能
登
町
の
高

齢
化
率
は
令
和
２
年
に

約
50
％
に
な
り
、
高
齢

者
支
援
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
た
日
本
海
倶

楽
部
は
同
年
か
ら
買
い

物
弱
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
移
動
ス
ー
パ
ー

も
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通

じ
、
障
害
者
に
対
す
る

地
域
住
民
の
理
解
が
促

進
さ
れ
、
新
た
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
が
期

待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
障
害
者
が
就
労
に

よ
り
「
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
」

と
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
る
こ
と
で
、
や

り
が
い
の
創
出
や
居
場
所
づ
く
り
に
つ
な

が
る
効
果
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た 

農
福
連
携

京
都
府
は
、
平
成
29
年
に
「
き
ょ
う
と

農
福
連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
セ

ン
タ
ー
で
は
、
農
福
連
携
を
軸
に
障
害
者

の
就
労
促
進
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
の
多
種
多
世
代
の

人
々
が
交
流
し
、
地
域
の
担
い
手
を
育
む

「
京
都
式
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
（
京
都

式
農
福
連
携
）」
を
推
進
し
て
い
る
。
府

地
域
に
根
差
し
た
農
福
商
工
連
携

石
川
県
能
登
町
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人

佛
子
園
は
、
平
成
10
年
に
障
害
者
支
援
施

設
「
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｙ 

Ａ
ｒ
ｅ
ａ　

日
本
海
倶
楽
部
」
を
開
設
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
自
治
体
や
地
域
住
民
と
連
携

し
て
観
光
振
興
や
商
品
開
発
を
行
う
「
福

祉
を
核
と
し
た
奥
能
登
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
乗
り
出
し
た
。
障
害
者
は
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
牧

場
の
運
営
、
公
園
の
維
持
管
理
に
従
事
し

て
い
る
。

平
成
20
年
に
は
「
日
本
海
倶
楽
部
ザ
フ

ァ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
、
耕
作
放
棄
地
な

ど
で
農
業
も
始
め
た
。
地
域
の
主
力
産
品

で
あ
る
か
ぼ
ち
ゃ
、
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
40

種
以
上
の
野
菜
や
果
物
を
生
産
し
て
い

る
。
現
在
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
用
し
た
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
開
発
を
農
協
か
ら
受
託

す
る
な
ど
、
レ
ス
ト
ラ
ン
内
外
の
加
工
品

開
発
も
手
掛
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
自
治
体
や
地
域

住
民
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
担
い
手

不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
基
幹
産
業

の
振
興
に
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
で
は
単
に
「
障

害
者
が
作
っ
た
商
品
」
と
し
て
売
り
出
す

の
で
は
な
く
、
専
門
の
醸
造
士
を
配
置
す

る
な
ど
徹
底
し
た
ブ
ラ
ン
ド
管
理
を
通
じ

た
高
い
品
質
を
実
現
し
、「
地
域
を
支
え
る

徹底した管理で地域を代表するブランドとなったクラフトビール

２
０
２
０
年
度
国
内
調
査
報
告

石
川
県
能
登
町
、
京
都
府

―支え手・受け手超えた共生社会の実現―
農福連携による地域活性化

農福連携は、障害者らが農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現し
ていく取り組みで、障害者の就労機会を生み出すとともに、担い手不足や高齢化が進む農業の働き手確
保につながると期待されている。令和元年６月に国の農福連携等推進委員会は「農福連携等推進ビジョ
ン」を策定し、令和６年までに農福連携に取り組む主体を新たに3000創出するという目標を掲げた。
しかし、その取り組み自体はあまり浸透していないのが現状だ。
そこで私たちは、農福連携が地域にもたらす効果を明らかにし、その取り組みを各地に広げるため、
二つの事例を取り上げて農業側と福祉側の課題、地方自治体に求められる役割などについて調査した。
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と
農
産
業
分
野
が
相
互
に
連
携
し
た
農
福

＋
α
連
携
が
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
農
福
連
携

が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
は
様
々
で
あ

り
、
障
害
者
の
持
つ
力
を
最
大
限
に
活
か

す
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。「
農
」「
福
」
双
方
の

課
題
解
決
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、そ
こ
に「
地

域
づ
く
り
」
と
掛
け
合
わ
せ
た
価
値
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
支
え
手
」「
受

け
手
」
と
い
う
関
係
を
超
え
、
地
域
の
多

様
な
主
体
が
つ
な
が
る「
地
域
共
生
社
会
」

を
実
現
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

自
治
体
と
し
て
は
、
農
業
者
や
福
祉
事

業
所
な
ど
へ
の
実
務
支
援
や
普
及
啓
発
と

い
っ
た
中
間
的
な
役
割
を
担
う
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
を
運
営
す
る
立
場
か
ら
柔

軟
な
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
築
か
れ
た
関
係
や
既
存
の
仕
組
み
を

全
く
別
の
事
業
・
施
策
に
応
用
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

地
域
社
会
運
営
の
姿
の
一
つ
を
示
す
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、「
単
な
る
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係

で
は
な
く
、
楽
し
さ
や
幸
せ
を
感
じ
、
や

り
が
い
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
に
な
る

ハ
ッ
ピ
ー
・
ハ
ッ
ピ
ー
の
関
係
」（
濱
田
氏
）

が
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

副
参
事

●
横
山 

千
秋（
埼
玉
県
加
須
市
か
ら
派
遣
）

●
川
村　

 

僚（
青
森
県
田
子
町
か
ら
派
遣
）

●
北
川 

侑
子（
高
知
市
か
ら
派
遣
）

農
福
連
携
の
効
果
と
展
望

農
業
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、

性
別
や
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
参
加
で

き
る
た
め
、
住
民
参
画
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど

と
も
結
び
付
け
や
す
く
、
そ
の
地
域
内
で

付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
自
立
し
た
活
動

を
持
続
で
き
る
。
こ
う
し
た
「
農
」
の
利

点
を
活
か
し
た
農
福
連
携
を
地
域
づ
く
り

の
軸
と
し
て
効
果
的
に
推
進
す
る
に
は
、

関
係
者
間
で
協
力
体
制
を
築
き
、
地
域
住

民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
農
福
連
携

は
障
害
者
を
対
象
と

し
た
事
例
が
多
数
を

占
め
て
い
る
が
、
一

般
社
団
法
人
Ｊ
Ａ
共

済
総
合
研
究
所
の
主

席
研
究
員
で
あ
る
濱

田
健
司
氏
は
、
次
の

段
階
と
し
て
高
齢
者

分
野
へ
の
広
が
り
に

注
目
し
て
い
る
。
濱

田
氏
は
、
農
福
連
携

に
と
ど
ま
ら
ず
生
活

困
窮
者
や
高
齢
者
ら

が
地
域
の
農
業
、
商

工
業
な
ど
に
幅
広
く

従
事
す
る
こ
と
で
地

域
を
活
性
化
し
て
い

く「
農
福
＋
α
連
携
」

を
提
唱
し
て
お
り
、

自
治
体
の
福
祉
分
野

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
、
地
域
に
開
か

れ
た
多
世
代
交
流
拠
点
を
舞
台
に
好
循
環

が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
き
ょ
う
と
農
福

連
携
セ
ン
タ
ー
は
、
府
内
の
自
治
体
や
農

業
者
へ
の
さ
ら
な
る
事
業
普
及
と
事
業
所

の
農
業
面
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
各
自
治
体
に
は
、
事
業
所
で

は
取
得
し
に
く
い
休
耕
地
・
耕
作
放
棄
地

の
情
報
提
供
や
、
地
域
の
農
業
者
を
つ
な

ぐ
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ン
タ
ー
（
保
護
司
会
）
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
カ
フ
ェ
は
様
々
な
世
代
が
集
う
地
域

拠
点
施
設
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
地
元

の
伝
統
野
菜
を
使
っ
た
食
事
を
安
価
で
楽

し
め
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
が
走
っ
た

り
騒
い
だ
り
し
て
も
皆
が
笑
顔
で
見
守
っ

て
く
れ
る
温
か
い
雰
囲
気
も
魅
力
と
な
っ

て
い
る
。

障
害
者
が
自
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

関
わ
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
理
解
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
応
援
に
つ
な
が
る
。
コ
ミ
ュ

農業にいそしむ障害者の様子

多世代が交流するコミュニティカフェ
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《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

①

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
T
I
C.

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
T
I
C.

／
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

官
民
連
携
で 

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
T
I
C.
（
エ
テ
ィ
ッ

ク
）は
、１
９
９
３
年
か
ら
起
業
家
型
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
み
、
１
６
０
０
人

以
上
の
起
業
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
に
関
し
て
は
、
人
材
育
成
支

援
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国
70
地
域
で
展
開
し

て
い
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
直
後
に
開

始
し
た
「
右
腕
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
被
災
３

県
の
１
５
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
２
６
０
人

の
右
腕
人
材
を
送
り
出
し
、
受
け
入
れ
先

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
で
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
第
１
回
は
「 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
T
I
C.

」
と
「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
で
す
。

�

（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

の
事
業
規
模
を
５
年
間
で
約
22
倍
に
成
長

さ
せ
る
な
ど
の
実
績
を
有
し
ま
す
。

そ
し
て
、近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

地
方
に
お
け
る
起
業
・
新
規
事
業
創
出
を

意
味
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の

育
成
・
支
援
で
す
。
森
林
資
源
な
ど
を
活

用
し
た
起
業
家
育
成
に
取
り
組
む
岡
山
県

西
粟
倉
村
と
協
力
し
て
各
地
に
呼
び
か

け
、
２
０
１
６
年
に
全
国
10
自
治
体
に
よ

る
「
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
（
以

下
、
Ｌ
Ｖ
協
議
会
）」
を
発
足
。
地
方
創

生
推
進
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
２
０
２

０
年
度
ま
で
に
２
７
４
件
の
新
規
事
業
を

創
出
し
て
４
０
０
人
の
起
業
型
・
経
営
型

人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
売
り
上
げ
全
体
で
57
億
７
０

０
０
万
円
の
増
額
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ

の
成
果
が
、
移
住
者
の
増
加
に
よ
る
人
口

推
計
の
上
方
修
正
（
西
粟
倉
村
）
や
初
の

村
立
保
育
園
の
開
園
（
同
）、
市
民
の
所

得
向
上
（
宮
崎
県
日
南
市
）
な
ど
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

中
間
支
援
組
織
と
の 

連
携
が
重
要
に

こ
れ
ま
で
に
誕
生
し
た
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
は
、
▽
地
元
産
の
カ
キ
殻
と
ホ
ッ

プ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
製
造
▽
寄

付
車
を
活
用
し
た
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
▽
移
住
し
た
助
産
師
が
始
め
た

助
産
院
―
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

う
し
た
多
様
な
事
業
の
育
成
・
支
援
は
、

従
来
の
縦
割
り
行
政
で
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
民
間
の
中
間
支
援
組
織
と
の
連

携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
治
体
自
身
が

ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
政
策
や

制
度
づ
く
り
を
担
う
一
方
、
現
場
で
の
事

業
支
援
は
民
間
の
中
間
支
援
組
織
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
専
門
性
を
生
か
し
て
行

い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
観
点
か
ら
、
都
市

部
企
業
に
よ
る
地
方
で
の
事
業
開
発
ニ
ー

ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
企
業

と
行
政
、
地
域
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
の
役
割
を

担
う
の
も
中
間
支
援
組
織
で
す
。
Ｌ
Ｖ
協

議
会
で
は
、
役
場
職
員
と
中
間
支
援
組
織

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
び
合
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
．の
事
業
と
し
て
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
立
ち
向
か
う
地

方
創
生
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
地
域
内
で
次
々
と
生
ま

れ
、
そ
の
利
益
が
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
新
た
な
経
済
の
あ
り
方
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
支

援
の
輪
に
加
わ
り
、
共
に
豊
か
な
日
本
を

育
む
全
国
の
自
治
体
・
企
業
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
が
地
方
創
生
の
カ
ギ
に

木
村
　
静

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
E
T
I
C.

ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

自治体合同合宿（岩手県釜石市）

「ローカルベンチャーラボ」フィールドワーク
（宮城県気仙沼市）

ローカルベンチャー宣言記者会見
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●
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館

お
も
ち
ゃ
美
術
館
が 

木
育
推
進
拠
点
に

１
９
８
４
年
、
東
京
都
中
野
区
に
お
も

ち
ゃ
美
術
館
が
開
館
し
ま
し
た
。「
人
間

が
初
め
て
出
会
う
芸
術
は
、
お
も
ち
ゃ
で

あ
る
」
を
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
に
掲
げ
、
お

も
ち
ゃ
と
遊
び
で
人
と
人
を
つ
な
ぐ
美
術

館
で
す
。
２
０
０
８
年
に
は
、
新
宿
区
に

あ
る
旧
四
谷
第
四
小
学
校
の
校
舎
へ
移
転

し
、「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
国
産
の
木
材
を
多
く
使
い
、
木

工
職
人
・
お
も
ち
ゃ
作
家
の
作
品
を
取
り

入
れ
た
空
間
は
、
年
間
14
万
人
を
迎
え
る

空
間
へ
と
成
長
。「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
」

と
い
う
住
民
参
画
の
仕
組
み
と
と
も
に
運

営
さ
れ
る
当
館
は
、
地
域
づ
く
り
の
視
点

に
加
え
、
木
製
お
も
ち
ゃ
を
入
り
口
と
し

た
木
育
推
進
拠
点
と
し
て
も
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

木
育
推
進
か
ら
地
方
創
生
へ

世
界
有
数
の
森
林
大
国
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
木
材
利
用
が
進
ま
な
い
社
会

的
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
２
０
１
０
年
に

林
野
庁
補
助
事
業
を
受
託
し
、
木
育
に
本

格
的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中

核
が
「
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
」で
す
。

本
事
業
で
は
、
自
治

体
と
連
携
し
、
そ
の

土
地
に
ち
な
ん
だ
地

産
地
消
の
木
製
お
も

ち
ゃ
を
開
発
し
、
誕

生
祝
い
品
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。２

０
２
１
年
３
月

現
在
、
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
を
宣
言
し
た
自
治
体
は
全
国
54
団

体
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖

縄
県
国
頭
村
を
は
じ
め
、
秋
田
県
由
利
本

荘
市
、
山
口
県
長
門
市
な
ど
で
、
木
育
推

進
、
さ
ら
に
は
観
光
施
設
と
し
て
の
力
を

発
揮
し
て
地
方
創
生
に
寄
与
す
る
「
姉
妹

お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
が
誕
生
。
２
０
２
３

年
春
ま
で
に
全
国
13
館
が
開
館
す
る
予
定

で
す
。

お
も
ち
ゃ
美
術
館
に 

欠
か
せ
な
い
も
の

木
育
の
機
運
の
高
ま
り
も
後
押
し
し
、

今
で
は
、
わ
が
ま
ち
に
も
お
も
ち
ゃ
美
術

館
を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
美
術
館
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
、
な
ぜ
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を

つ
く
り
た
い
の
か
、
そ
の
根
本
に
あ
る
想

い
―
例
え
ば
「
地
域
材
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」「
商
店
街
を
活
性
化
し
た

い
」「
山
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

た
い
」
な
ど
―
で
す
。

そ
し
て
、そ
う
し
た
想
い
を
持
つ
「
人
」

が
集
ま
り
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
が
、
不
可
欠
で
す
。
い
わ

ゆ
る「
ハ
コ
物
」に
な
ら
ず
に
多
く
の
人
々

に
来
館
し
て
も
ら
え
る
施
設
と
す
る
た
め

に
は
、
魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
の
た
め
の

条
件
（
規
模
・
立
地
）
も
必
要
で
す
。
規

模
に
つ
い
て
は
、「
６
０
０
平
方
㍍
以
上
」

を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
定

以
上
の
規
模
を
確
保
で
き
な
い
と
、
木
育

推
進
の
場
、
そ
し
て
観
光
施
設
と
し
て
の

魅
力
を
発
揮
し
づ
ら
い
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
す
。

地
域
の
魅
力
光
る 

お
も
ち
ゃ
美
術
館

全
国
に
広
が
る
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
す

が
、
ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
が
光
る

美
術
館
を
実
現
で
き
る
よ
う
、デ
ザ
イ
ン
・

設
計
・
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
地
域
に
根
差
し
た
「
人
」
た
ち
に

よ
る
運
営
と
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
の
活
動
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
と
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
核
と

し
た
木
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

木
育
×
地
方
創
生　

全
国
に
広
が
る
お
も
ち
ゃ
美
術
館

髙
野
　
祥
代

特
定
非
営
利
活
動
法
人

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会 

木
育
推
進
事
業
部

全国のおもちゃ美術館マップ

花巻おもちゃ美術館（岩手県花巻市）

長門おもちゃ美術館（山口県長門市）
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高
松
市
国
分
寺
町
の
概
要

高
松
市
の
西
部
に
位
置
す
る
国
分
寺
町

は
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
東

西
３
・
４
㌔
、
南
北
７
・
５
㌔
、
面
積
26
・

25
平
方
㌔
の
地
域
で
す
。
町
域
に
は
、
関

ノ
池
、
橘
池
を
始
め
と
す
る
大
小
の
た
め

池
が
点
在
し
、
水
と
緑
の
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
10
日
、
平
成
の
大
合
併

で
高
松
市
と
合
併
し
、「
歴
史
と
文
化
が

調
和
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
を
創
造
す

る
生
活
交
流
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
や
文
化
、
充
実
し

た
生
活
環
境
な
ど
の
特
性
と
機
能
を
生
か

す
と
と
も
に
、
住
民
の
調
和
と
連
携
を
促

進
し
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
の
創

造
と
多
様
な
交
流
の
実
現
を
目
指
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

国
分
寺
北
部
校
区
の
人
口
の
う
ち
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
26
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
に
は
団

塊
世
代
が
「
後
期
高
齢
者
」
に
仲
間
入
り

し
ま
す
。
以
前
は
、
地
域
に
お
け
る
近
所

付
き
合
い
な
ど
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
こ
う
し
た
つ
な
が

り
だ
け
で
な
く
、
家
族
関
係
で
す
ら
希
薄

な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
お
り
、
孤
独
死

の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
社
会
が

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
雇
用
も
創
出

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
合

い
な
が
ら
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
実

現
と
と
も
に
、
時
代
に
合
っ
た
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、「
小
さ
な
拠
点
」

を
整
備
し
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
人
生
の
最
期
ま
で
生
活
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
小
さ
な
拠
点
を
軸
に
、
カ
フ
ェ
と

し
て
地
域
住
民
の
交
流
の
場
を
提
供
し
な

が
ら
、
同
時
に
見
守
り
・
安
否
確
認
に
も

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
地
域
で
収
穫
さ

れ
た
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
高
齢
者
が

地
域
を
再
認
識
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
生
産
者
と
地
元
の
消
費
者
が
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
も
生
み
だ
し
、

さ
ら
に
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
や
配
達
ス
タ
ッ

フ
を
雇
用
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

農
家
改
造
の
「
小
さ
な
拠
点
」
で

最
優
秀
賞

ま
ず
初
め
に
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
農
家
の
方
が
住
宅

兼
納
屋
と
し
て
以
前
使
用
し
て
い
た
築
60

年
の
空
き
家
に
着
目
し
、
所
有
者
と
直
接

交
渉
を
行
っ
て
、使
用
許
可
を
得
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
地
域
の
施
工
業
者
の
協
力
も

得
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
を
行
い
、
見

違
え
る
ほ
ど
落
ち
着
く
居
場
所
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
小
さ
な
拠
点
は
、
香
川
県
住
宅
課

が
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
に

実
施
し
た
「
令
和
２
年
度
香
川
県
空
き
家

再
生
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
空
き
家
を
活
用

し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、「
地

域
へ
の
波
及
効
果
が
実
際
に
目
に
見
え
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
他
の
物
件
と
比
較
し

て
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
度
が
高
い
」
点

が
評
価
さ
れ
、「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

次
に
「『
食
』
で
つ
な
が
る
笑
顔
あ
る
暮

ら
し
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

事
業
開
始
に
当
た
っ
て
は
、
調
理
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
、
地
元
の
生
産
者
と
の
交
渉
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
確
保
等
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
調
理
ス
タ
ッ
フ
は
地
元
の
料

理
研
究
会
等
に
声
を
か
け
、
２
グ
ル
ー
プ

６
人
を
採
用
。
食
材
は
米
・
野
菜
・
肉
卸

業
等
に
声
を
か
け
、
協
力
を
快
諾
し
て
い

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
香
川
県
高
松
市
）

空
き
家
活
用
の
カ
フ
ェ
軸
に
小
さ
な
拠
点

―
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
地
域
の
輪
―

三
谷
　
美
奈
子

国
分
寺
北
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

高
松
市
国
分
寺
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
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た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
を
令
和
２
年
８

月
下
旬
に
国
分
寺
町
地
域
の
住
民
を
対
象

と
し
て
全
戸
配
布
し
、10
月
の
事
業
ス
タ
ー

ト
時
に
は
約
30
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

半
年
後
に
は
65
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
は
平
日
（
月
～
金
曜
日
）
に

２
段
の
「
わ
っ
ぱ
弁
当
箱
」
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
野
菜
た
っ
ぷ
り
で
か
ら
だ
に
優

し
い
味
付
け
を
し
、
五
感
が
喜
ぶ
料
理
を

作
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

配
達
は
、
午
前
10
時
す
ぎ
よ
り
約
１
時

半
か
け
て
約
20
件
お
届
け
し
ま
す
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
暑
く
な
り

そ
う
で
す
ね
。
昨
日
は
ゆ
っ
く
り
休
め
ま

し
た
か
？　

お
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い

ま
す
ね
」
等
々
、
何
気
な
い
会
話
を
通
じ

て
顔
の
見
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
ま
す
。

午
後
２
時
か
ら
は
弁
当
箱
の
回
収
を
行

い
、
配
達
と
回
収
で
１
日
２
回
の
見
守
り

（
安
否
確
認
）
活
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
し
た
弁
当
箱
に
「
今
日
も
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
素
材
を
生
か
し
て
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
素
晴
ら
し
い
で

す
。
次
回
も
楽
し
み
」「
愛
情
い
っ
ぱ
い

の
手
作
り
弁
当
今
日
も
お
い
し
く
完
食
で

す
。あ
り
が
と
う
」
等
、メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
が
入
っ
て
い
た
り
、
自
宅
で
採
れ
た
野

菜
の
差
し
入
れ
を
頂
い
た
り
し
、
地
域
の

絆
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
立
ち
上
げ
へ

現
在
高
齢
者
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、「
子
ど
も
食
堂
」
を
立
ち
上

げ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
で
は
、
食
を
支
援
し
、
孤

食
等
を
防
ぐ
た
め
、
夕
食
の
提
供
や
交
流

を
図
り
、
子
ど
も
食
堂
に
参
加
す
る
子
ど

も
・
高
齢
者
た
ち
が
一
緒
に
、
あ
る
い
は

支
援
者
ら
と
と
も
に
過
ご
す
取
り
組
み
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
食
事
や
だ

ん
ら
ん
を
通
じ
て
、
子
ど
も
・
高
齢
者
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
提
供
、
他

者
と
の
交
流
を
図
る
事
業
と
し
て
い
く
予

定
で
す
。

将
来
的
に
は
、
事
業
を
法
人
化
し
、
食

を
通
じ
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
見

守
り
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
朝
か
ら
夜
ま

で
活
気
あ
ふ
れ
る
場
所
づ
く
り
を
目
指

し
、
よ
り
一
層
の
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

わっぱ弁当の中には野菜たっぷり

ランチも提供しています

リノベーション後の拠点、まもりん食堂
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講
義
Ⅰ
：
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
課
題
の
解
決
と
ス
ポ
ー
ツ
地
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト　

大
阪
体
育
大
学
学
長
の
原
田
宗
彦
氏

が
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
、
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
、

い
か
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
造
成
し
、

経
済
的
価
値
を
生
み
出
せ
る
か
が
鍵
に
な

る
と
指
摘
。
日
本
に
は
豊
か
な
自
然
や
沖

縄
空
手
、
相
撲
、
や
ぶ
さ
め
な
ど
の
伝
統

文
化
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本

中
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実

現
で
き
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
身
体
活
動
を
誘
発
す
る
環
境
が
大
切

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
行
動
経
済
学
の

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
を
活
用
す
る
よ
う
提
唱
。

人
が
「
動
く
」
と
い
う
意
思
決
定
を
で
き

る
よ
う
な
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
自
発

的
な
行
動
変
容
を
促
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

講
義
Ⅱ
：
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
け
る

地
域
振
興
政
策

ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
振
興
担
当
参
事
官
の

原
口
大
志
氏
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
お
け

る
地
域
振
興
政
策
と
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
政
策
と
そ

の
歴
史
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
振
興
策
で
は
、
防
災
や
草
刈
り
な

ど
、
一
見
す
る
と
ス
ポ
ー
ツ
と
関
係
な
い

活
動
を
地
域
振
興
に
役
立
て
て
い
る
事
例

を
紹
介
し
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な

く
、
体
を
動
か
す
作
業
や
日
常
生
活
の
全

て
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
要
素
を
持
っ
て

い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
全
国
的
に
高
ま
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
一
過
性
の
も
の
と
し

て
終
わ
ら
せ
ず
、
全
国
各
地
域
で
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し
て

行
い
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
ま
し
た
。

講
義
Ⅲ
：
笠
間
市
に
お
け
る 

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
の
事
例

茨
城
県
笠
間
市
都
市
計
画
課
長
の
横
山

孝
夫
氏
が
登
壇
し
、
笠
間
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

事
例
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

笠
間
市
で
は
、
市
外
か
ら
人
を
呼
び
込

む
た
め
の
施
策
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
専
用
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
に
注
目

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
施
設
の

設
計
・
監
修
を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
日
本
代

表
監
督
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
の
「
聖
地
化
」
を
目
指
す
こ
と

で
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
、
教
育
へ

の
展
開
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
地
域
振

興
が
可
能
に
な
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答

原
田
氏
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
に
手
を
出
す
と
政
策
が
ぼ
や
け
て
し
ま

う
の
で
、
地
域
内
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

ど
の
世
代
を
狙
っ
て
い
く
の
か
を
明
確
に

し
て
取
り
上
げ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
決
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

横
山
氏
か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

活
用
す
る
場
合
は
、
任
期
後
の
受
け
皿
を

用
意
す
る
の
も
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

本
セ
ミ
ナ
ー
を
聴
講
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
は
自
然
豊
か
な
環
境
が
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
私
自
身
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
視
野
が
広
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地

域
振
興
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み

が
、今
後
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

大
阪
体
育
大
学 

学
長�

原
田 

宗
彦 

氏

文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
庁�

 

地
域
振
興
担
当
参
事
官�

原
口 

大
志 

氏

茨
城
県
笠
間
市
都
市
建
設
部�

 

都
市
計
画
課 

課
長�

横
山 

孝
夫 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
岩
倉 

竜
矢（
富
山
県
南
砺
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
１
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
の
価
値
を
生
む
秘
訣
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
「
新

た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度

は
５
月
21
日
（
金
）
に
第
一
弾
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ

く
り
～
健
康
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
も

併
用
し
て
開
催
し
、
全
国
各
地
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

�

持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

～
健
康
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～

トークセッションの様子
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リーダー塾修了者エッセー

世
界
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
有
機
）
食
材
で
で
き
た
学
校
給
食
を
食
べ
、
心

身
と
も
に
健
康
に
育
つ
日
本
の
子
ど
も
た
ち
―
。
そ
の
よ
う
な
未

来
を
想
像
す
る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。
世
界
で
は

今
、
学
校
給
食
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
各
国
は
、
法
律
に
よ
り
学
校
給
食
を
中
心
と
し

た
公
共
調
達
の
大
部
分
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
国
で
は
安
全
な
食
材
を
求
め
る
市
民
運
動

の
高
ま
り
に
よ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
波
が
起
き
て
い
ま

す
。
韓
国
の
首
都
ソ
ウ
ル
で
は
、
す
べ
て
の
小
中
高
校
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
無
償
給
食
が
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
２
０
２
１
年
５
月
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
策
定
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
耕
地
面
積
に
占
め
る
有
機

農
業
の
取
り
組
み
面
積
を
25
％
、
１
０
０
万
㌶
に
拡
大
す
る
と
い

う
意
欲
的
な
目
標
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
０

１
８
年
現
在
で
そ
の
面
積
は
２
万
３
７
０
０
㌶
と
、
耕
地
面
積
の

た
っ
た
０
・
５
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ど
り
の
戦
略
に
う
た
わ

れ
た
目
標
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

養
成
塾
リ
ポ
ー
ト
が
奏
功

千
葉
県
い
す
み
市
は
、
全
国
に
先
立
ち
、
２
０
１
７
年
か
ら
学

校
給
食
に
使
用
す
る
米
の
全
量
を
地
元
産
の
有
機
米
に
し
て
い
ま

す
。
学
校
給
食
需
要
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
有
機
農
業
者
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
か
ら
、
そ
れ
ま
で
難
し
い
と
い
わ
れ
て
き
た
有
機
米
の
産
地

化
を
わ
ず
か
４
年
で
達
成
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
野
菜
も
８
品

目
が
有
機
栽
培
に
転
換
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
給
食
の
残
食
率
減
少
や
農
業
所
得
の
向
上
、
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
・
認
知
度
ア
ッ
プ
、
移
住
者
の
増
加
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
新
規
就
農
者
の
増
加
な
ど
様
々
な
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
２
０
２
０
年
に
は
「
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農
業

推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、
食
文
化
の
分
野
で

活
躍
し
た
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
辻
静
雄
食
文
化
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

２
０
１
３
年
の
事
業
立
ち
上
げ
か
ら
７
年
間
、
施
策
立
案
か
ら

具
体
事
務
の
全
て
を
大
方
、
私
一
人
で
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
日
々
「
満
身
創
痍
の
状
態
」
に
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
所

属
長
の
理
解
さ
え
も
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
あ
り
さ
ま
で
し
た

が
、
と
に
か
く
一
貫
し
て
ブ
レ
な
い
姿
勢
で
取
り
組
み
、
小
さ
な

成
功
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
周
囲
の
理
解
を
徐
々
に
獲
得
。
そ

の
後
、
２
０
１
６
年
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
学
び
作
成
し
た

リ
ポ
ー
ト
が
功
を
奏
し
、
全
庁
的
な
理
解
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

絶
対
で
き
る
と
信
じ
、
私
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
農

家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
地
域
の
た
め
、
日
本
の
た
め
」
と
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
人
た
ち
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら

の
熱
い
支
援
が
な
け
れ
ば
、
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

小
さ
な
ま
ち
の
実
践
を
各
地
に

事
業
は
現
在
も
鋭
意
推
進
中
で
あ
り
、
念
願
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

も
恵
ま
れ
て
す
こ
ぶ
る
順
調
で
す
。
し
か
し
、
晴
れ
や
か
な
気
持

ち
は
み
じ
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
農
業
の
衰
退
を
止
め
る
と
い

う
と
こ
ろ
に
全
く
至
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
農
業
に
対
す
る
国

民
的
無
関
心
、
こ
の
巨
大
な
問
題
を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
、
わ

が
国
の
基
盤
を
支
え
る
農
業
が
救
わ
れ
る
日
は
来
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

近
年
、
い
す
み
市
の
よ
う
に
学
校
給
食
へ
の
提
供
と
併
せ
て
有

機
農
業
を
推
進
し
、
地
域
の
農
業
や
環
境
、
教
育
、
食
文
化
な
ど

多
面
的
に
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
求
め
る
消
費
者
の
運
動
が
全

国
至
る
所
で
展
開
さ
れ
、
こ
れ
が
万
を
超
え
る
よ
う
な
運
動
に
な

る
日
も
近
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
ま
ち
の
実
践
で
も
た
く

さ
ん
の
自
治
体
に
広
が
れ
ば
、
こ
の
巨
大
な
問
題
に
一
矢
報
い
る

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
、
日
々
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

鮫田　晋●千葉県いすみ市農林課

１００％有機米を学校給食に
〜産地化により所得向上などの成果も〜
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ひとをつなぐ、地域をつなぐ
―サンリオキャラクターにできること―

株
式
会
社
サ
ン
リ
オ
（
以
下
「
当
社
」）

は
、「
み
ん
な
が
仲
良
く
助
け
あ
っ
て
生

き
て
い
け
る
幸
せ
な
世
界
を
つ
く
り
た

い
」「
家
族
や
友
達
と
い
っ
た
大
切
な
人

た
ち
に
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る

お
手
伝
い
を
し
た
い
」
―
そ
う
し
た
想
い

を
１
９
６
０
年
の
創
業
当
時
か
ら
今
に
至

る
ま
で
大
切
に
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
で
も
広
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ

事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
で
す
。

本
稿
で
は
当
社
が
現
在
、
各
地
方
自
治

体
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
事
例
と
併
せ
て
説
明
し
ま
す
。

サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の 

特
性

入
園
入
学
の
学
校
行
事
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
の
生
活
行
事
を
中
心
に
、
日
々
の
暮

ら
し
の
な
か
に
い
つ
も
サ
ン
リ
オ
グ
ッ
ズ

が
あ
り
ま
し
た
。
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
は
子
ど
も
や
家
族
の
み
な
さ

ん
を
笑
顔
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
今

も
変
わ
ら
な
い
光
景
で
す
。

ま
た
、
か
つ
て
は
日
本
中
ど
こ
に
で
も

文
房
具
店
が
あ
り
、
地
域
に
は
デ
パ
ー
ト

も
あ
り
、
サ
ン
リ
オ
グ
ッ
ズ
を
ギ
フ
ト
と

し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た

お
店
を
通
じ
て
、
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
長
く
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
漫
画
や
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
か
ら
誕
生
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
大
き
な
違
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
ヒ
ス
ト
リ
ー
こ
そ
が
今
も
当

社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
大
事
な
原
点
で
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
自
治
体
と
連
携
さ
せ
て
も
ら

う
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
知
名
度
と 

タ
ー
ゲ
ッ
ト

１
９
８
６
年
か
ら
始
ま
り
本
年
で
36
回

目
を
迎
え
た
「
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

大
賞
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
本
年
の

総
得
票
数
は
過
去
最
多
の
２
１
３
４
万
票

で
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
投
票

が
全
体
の
70
％
を
超
え
て
お
り
、
内
訳
は

女
性
の
割
合
が
80
％
、
年
代
別
で
は
10
代

が
23
％
、
20
代
は
40
％
、
30
代
は
17
％
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
若
年
層
に
強
い
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
と
理

解
し
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
に
伴
い
、

１
３
０
の
国
と
地
域
で
年
間
約
５
万
種
類

の
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
日
本
の

政
府
観
光
局
や
百
貨
店
協
会
な
ど
で
も
観

光
事
業
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
販
促
に
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
が
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
、
外
務
省
が
公
開
し
た
動
画
「
コ

ロ
ナ
時
代
の
日
本
の
新
し
い
生
活
様
式
」

に
採
用
さ
れ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
公
開
か
ら

わ
ず
か
２
週
間
で
再
生
回
数
が
２
２
０
０

万
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
は
、国
連
の「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
国
連
と
の
協
働

企
画
「#H

elloGlobalGoals

」
の
活
動

を
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
も

継
続
し
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
内
外

で
人
気
が
あ
り
注
目
を
集
め
ら
れ
る
当
社

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
価
値
を
多
く
の
自
治
体

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
取
り
組
み
事
例

【
秋
田
県
北
秋
田
市
】

魅
力
や
取
り
組
み
を
情
報
発
信
し
、
地

域
振
興
と
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
は
北
秋
田
市
の
ふ
る
さ
と
大
使
に
任

命
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
用
初
年
度
の
移
住

定
住
促
進
イ
ベ
ン
ト
で
は
期
間
中
の
来
場

者
が
前
年
比
１
７
０
％
を
記
録
し
、
地
域

の
観
光
施
設
の
入
館
者
数
が
前
年
比
１
０

８
％
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
市
内
回

遊
を
目
的
と
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実

施
。
予
定
を
大
幅
に
上
回
る
参
加
が
県
内

外
か
ら
あ
り
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

株式会社サンリオ
ライセンス営業本部 第一営業部
ジェネラルマネージャー

朝山　真一郎

株式会社サンリオまちづくりコラボ

ハローキティがSDGs を応援
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【
東
京
都
品
川
区
】

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
賞
で
本
年
１
位
の
シ

ナ
モ
ロ
ー
ル
は
品
川
区
の
13
の
課
と
観
光

協
会
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

０
１
８
年
に
は
シ
ナ
モ
ロ
ー
ル
を
活
用
し

た
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
企
画
。
告
知

を
開
始
し
て
５
週
間
で
80
セ
ッ
ト
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

【
石
川
県
小
松
市
】

市
制
80
周
年
を
記
念
し
て
小
松
市

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
カ
ブ
ッ
キ
ー
）

と
ポ
ム
ポ
ム
プ
リ
ン
の
コ
ラ
ボ
デ
ザ

イ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、

小
松
市
内
の
39
の
こ
ど
も
園
な
ど
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
ラ
イ
ブ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

約
１
０
０
０
人
の
園
児
た
ち
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
画
面
越
し
な
が
ら
歌
や

ダ
ン
ス
で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
が
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
年
で
も
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
先
生
や
保

護
者
か
ら
の
感
謝
の
声
が
小
松
市
に
多
く

寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
大
分
県
日
出
町
】

昨
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増
加
を
目

的
に
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
コ
ラ
ボ
し
た
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
を
開
設
。
町
長
を
は
じ
め
約
６

０
０
人
の
町
民
が
参
加
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ

ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
と
な
っ
た
結
果
、
２
０
２
０
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
前
年
比
２
３
８
％
増

の
７
億
４
０
０
０
万
円
、
納
税
件
数
は
前

年
比
約
１
７
０
％
増
の
３
万
件
と
な
り
ま

し
た
。

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
自
治
体
と
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ひ
と
を
つ
な
ぐ
、
地
域
を
つ
な
ぐ

当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
現
在
13
の
自
治

体
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
課
題
解
決
を
目

指
す
自
治
体
職
員
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に

た
ち
た
い
。
サ
ン
リ
オ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
価

値
で
、
ひ
と
を
つ
な
ぐ
、
地
域
を
つ
な
ぐ
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

東京都品川区秋田県北秋田市

大分県日出町

石川県小松市
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穏
や
か
な
風
景
と
時
間
が
流
れ
る
小
さ
な
港
町
。
真
鶴
町
は
、

神
奈
川
県
西
部
に
位
置
す
る
人
口
７
０
４
４
人
、
面
積
は
７
・
05

平
方
㌔
で
神
奈
川
県
下
で
２
番
目
に
小
さ
な
港
町
で
す
。
坂
の
町

と
し
て
陽
光
を
さ
え
ぎ
る
も
の
は
無
く
、
黒
潮
が
流
れ
込
み
冬
で

も
暖
か
い
風
を
生
む
相
模
湾
に
向
か
っ
て
形
成
さ
れ
た
真
鶴
半
島

の
先
端
に
は
、
ク
ロ
マ
ツ
や
ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
群
が
豊
か
に
生
い

茂
る
「
魚
つ
き
保
安
林
」
が
あ
り
、
地
元
の
人
々
や
漁
師
達
に
大

切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
真
鶴
町
の
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
懐
か
し
い
風
景
に
惹
か

れ
、
20
代
を
は
じ
め
と
し
た
現
役
世
代
の
移
住
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
バ
ブ
ル
経
済
の
１
９
９
０
年
代
前
半
、
全
国
各
地
で
進
め
ら

れ
た
リ
ゾ
ー
ト
開
発
か
ら
真
鶴
町
は
一
線
を
画
し
、
身
の
丈
に
あ

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。
全
国

紙
の
社
説
に「
小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
」と
評
さ
れ
た
通
称「
美

の
条
例
」
は
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
」
や
「
人
だ
ま
り
」「
人

の
気
配
」、
地
元
の
方
々
が
働
く
「
仕
事
の
風
景
」
と
い
っ
た
地

域
の
営
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
息
づ
く
生
活
風
景
の
美
し
さ
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
を
謳う

た

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
で
90
分
と
い
う
近
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
部
と
は
圧
倒
的
な
落
差
の
あ
る
風
景
が

今
も
広
が
り
、
人
々
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。
移
住
者
に
よ
る
地

元
の
干
物
を
使
っ
た
漁
師
町
ピ
ザ
屋
さ
ん
や
パ
ン
屋
さ
ん
と
い
っ

た
新
し
い
お
店
の
開
店
、
町
民
事
業
に
よ
る
美
の
基
準
を
テ
ー
マ

に
し
た
芸
術
祭
の
開
催
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
等
が
大
都
会
の
喧
騒
か
ら
離
れ
真
鶴
町
に
滞
在

制
作
す
る
流
れ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
真
鶴
町
で
は
転
入
人
口
が
転
出
人
口

を
20
人
上
回
る
人
口
の
「
社
会
増
」
に
11
年
ぶ
り
に
転
じ
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
も
社
会
増
が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
自
然
減
に
よ
り
人
口
全
体
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
試
住

体
験
事
業
、
そ
し
て
様
々
な
公
民
連
携
事
業
に
よ
る
関
係
人
口
づ

く
り
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ

ー
に
よ
る
新
し
い
働
き
方
づ
く
り
を
通
し
て
、
人
口
移
動
が
活
発

化
し
、
新
し
い
動
き
が
草
の
根
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

開
発
か
保
全
か
。
そ
ん
な
二
者
択
一
で
は
な
く
、
美
の
基
準
が

謳
う
地
域
固
有
の
風
景
を
大
切
に
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
で
真
鶴

町
に
価
値
が
生
ま
れ
、
移
住
を
は
じ
め
と
し
た
新
し
い
人
の
流
れ

や
経
済
が
生
ま
れ
、
町
に
住
ん
で
い
る
町
民
の
暮
ら
し
自
体
が
楽

し
く
な
る
。
そ
ん
な
地
域
づ
く
り
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

昨
年
９
月
に
町
民
か
ら
信
託
を
頂
き
町
長
を
拝
命
し
、「
町
民

が
主
人
公
」
を
公
約
に
「
町
民
生
活
が
豊
か
に
な
る
」
こ
と
に
全

力
投
球
し
て
き
ま
し
た
。「
町
民
協
働
」
の
具
体
的
実
践
を
「
身

近
な
公
園
づ
く
り
」
か
ら
始
め
、
①
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
る
②
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
進
め
る
③
で
き
る
こ
と
か
ら
試
行
す
る
、
と
い

う
３
つ
の
方
針
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
半
年
間
行
っ
て
き
た
町

民
と
の
意
見
交
換
と
行
政
情
報
を
全
て
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
し
て

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
園
に
係
る
意
見
の
全
体
像
や
相
関
関

係
を
提
示
し
、
行
政
と
町
民
、
町
民
同
士
の
意
見
の
相
違
か
ら
、

お
互
い
の
接
点
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。
意
見
の
相
違
を「
協
働
」

の
資
源
に
変
え
る
。そ
れ
が
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
可
能
性
で
あ
り
、

公
園
づ
く
り
を
起
点
に
、
今
年
度
稼
働
さ
せ
る
空
家
バ
ン
ク
も
積

極
的
に
情
報
を
発
信
・
共
有
し
、
町
民
協
働
に
よ
る
課
題
解
決
と

価
値
創
造
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
若
手
時
代
か
ら
庁
内
改

革
に
体
当
た
り
し
て
き
た
私
自
身
の
経
験
を
活
か
し
、
職
員
の
力

を
信
じ
て
、「
ま
ず
は
試
行
す
る
」
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
文
化
を

行
政
に
根
付
か
せ
て
い
く
こ
と
で
、
町
民
・
事
業
者
・
職
員
の
「
知

恵
と
行
動
」
が
結
集
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、
地
域

づ
く
り
に
向
き
合
う
所
存
で
す
。

町
民
や
地
元
で
商
売
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
等
、
多
世
代

で
議
論
さ
れ
ま
と
め
ら
れ
た
観
光
の
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
「
幸

せ
を
つ
く
る
真
鶴
時
間
」。
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
る
港
町
か
ら
、

新
し
い
価
値
や
未
来
を
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
創
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

神奈川県真鶴町長 松本　一彦

幸せをつくる真鶴時間
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表
紙

山
岳
リ
ゾ
ー
ト「
上
高
地
」

特　集 企業版ふるさと納税で地域を元気に

8２０２１-

1 巻頭エッセー／希望と活力あふれる豊かな地域社会に 玉城デニー（沖縄県知事）

（
長
野
県
松
本
市
）

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
松
本
市
は
、
国
宝

松
本
城
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
北
ア

ル
プ
ス
と
美
ヶ
原
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
、
自
然

と
文
化
、歴
史
が
調
和
し
た
信
州
長
野
県
を
代
表
す
る
、

観
光
地
の
一
つ
で
す
。

手
付
か
ず
の
自
然
が
多
く
残
る
大
自
然
の
宝
庫
「
上

高
地
」
は
、
穂
高
連
峰
を
は
じ
め
標
高
３
０
０
０
㍍
級

の
北
ア
ル
プ
ス
を
間
近
に
望
む
山
岳
景
勝
地
で
す
。

美
し
い
景
観
か
ら
「
特
別
名
勝
」
と
「
特
別
天
然
記

念
物
」
の
日
本
で
も
稀
有
な
ふ
た
つ
の
称
号
を
も
ち
ま

す
。年

間
で
１
２
０
万
人
も
の
人
々
が
訪
れ
る
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
で
、
河か

っ
ぱ童
橋
周
辺
の
散
策
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

本
格
的
な
登
山
ま
で
、
体
力
に
あ
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

夏
の
上
高
地
の
平
均
最
高
気
温
は
23
度
前
後
。
透
き

通
っ
た
梓
川
の
清
流
と
木
々
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
、
爽

や
か
な
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。日
常
を
忘
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
特
別
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
本
屈
指
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
上
高
地
と
、
城
下
町
松

本
に
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
０
２
６
３
‐
３
４
‐
３
２
９
５
）

（
写
真
提
供
＝（
一
社
）松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
））

レギュラーリポート

2 企業を地方創生のステークホルダーに 小西砂千夫（関西学院大学大学院経済学
研究科・人間福祉学部教授）

6 福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市

地域と企業つなぐプラットフォーム 利重和彦

8 石川県野々市市 創業支援でにぎわいのあるまちづくり 中谷梨紗

10 大分県杵築市 社会課題へのアプローチで地域課題に挑む 平山善規

12 税額控除割合など大幅改正 永渕智大（前内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局
内閣府地方創生推進事務局 参事官補佐　　　 ）

基調論文

副基調論文

2020年度 国内調査報告　 石川県能登町、京都府
農福連携による地域活性化
《連載》連携団体の取り組み①
NPO法人ETIC.／東京おもちゃ美術館
ローカルベンチャー育成が地方創生のカギに

木村　静

木育×地方創生 全国に広がるおもちゃ美術館
髙野祥代

“ がんばる地域 ”応援事業　香川県高松市
空き家活用のカフェ軸に小さな拠点

三谷美奈子

2021年度 地方創生セミナー
スポーツを核とした持続的なまちづくり

●北海道夕張市 コンパクトシティの拠点「りすた」を整備 鈴木茂徳
●福島県いわき市 いわきツーリズムの魅力発信 皆川祐真
●埼玉県深谷市 渋沢翁ゆかりの観光資源軸に展開 川本健太
●千葉県茂原市 いつかは「ロケの聖地」を目指して 渡部智之
●静岡県富士宮市 コンビニ連携ベビーステーションの普及 佐野和也
●岡山県真庭市 ポストコロナを見据えた観光振興 西田光宏
●高知県 子ども食堂で居場所づくり 苫谷文子
●福岡県豊前市 新たな視点と新たな手法で選ばれるまちへ 郡司掛ひろみ
●鹿児島県日置市 日置市の認知度を高めるために 髙山建吾

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

16

18

20

22

リーダー塾修了者エッセー
１００％有機米を学校給食に

鮫田　晋

まちづくりコラボ　株式会社サンリオ
ひとをつなぐ、地域をつなぐ

朝山真一郎

地域プロモーションアワード2021

首長の思い
幸せをつくる真鶴時間
 松本一彦（神奈川県真鶴町長）

23

24

26

28

グラビア

手前みそですが… 【宮城県登米市】

湖面に山々を
美しく映し出す「大正池」

登米市

宮
城
県

270

█みやぎの明治村
近代洋風建築の教育資料館
（国重文）、武家屋敷通り、蔵
造りの商家など、町を歩けば
時間旅行を楽しめる

█森林セラピー
宮城県初の森林セラピー基地、
登米ふれあいの森。心身の健
康維持、病気予防が期待でき、
癒やし効果抜群

█森舞台
とよま能の本拠地。隈研吾氏
設計、鏡板は千住博氏作。季節、
時間によって趣を変える。ま
さに幽玄

█伊豆沼・内沼
冬は渡り鳥の飛来地になる。
マガンが一斉に飛び立つ音は、
「残したい日本の音風景 100
選」に選ばれている

█
オ
ル
レ
登
米
コ
ー
ス

宮
城
オ
ル
レ
4
番
目
の

コ
ー
ス
と
し
て
開
設
。

春
の
芽
吹
き
、
緑
の
癒

や
し
、
秋
の
恵
み
、
渡

り
鳥
の
冬
音
を
感
じ
る

コ
ー
ス

█
学
童
机

市
内
の
全
小
中
学
校
で
、

登
米
市
産
木
材
で
製
作

さ
れ
た
天
板
の
学
童
机

を
導
入
。
森
の
町
登
米

市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

登米市は、NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」の舞台地の
一つです。市内の約4割が森林地帯になっており、物語の中

では「森の町」として位置付けられています。
宮城県の北東部に位置し、西部が丘陵地帯、東北部が山間地帯、
北上川が貫流し、豊かな水環境から肥沃な「登米耕土」を形成し
ています。伊豆沼・内沼はラムサール条約登録湿地となっており、
「水の里」とも呼ばれています。
地名のとおり宮城を代表する米どころであり、キュウリ、キャベ

ツ、ナス、トマト、イチゴ、リンゴ、登米産牛など、とにかくおい
しいものがよく育ちます。
食、自然、歴史、農業、林業、畜産、工業など、たくさんの魅力

を持つまちです。ないものは海だけといっても過言ではありません。
渡り鳥は毎年忘れず、間違わずに伊豆沼・内沼に越冬しにやって

きます。学びたい若者、自分の夢を叶
かな

えたい若者は一時登米市を
離れますが、忘れずに「おかえり登米」してくれることでしょう。

█長沼フートピア公園
オランダ風車が目印。ロー
ラー滑り台、キャンプ場など
がある。風車越しに空を見れ
ば、いいことがあるかもネ

ないのは海だけ
森の町登米市

█
と
飯め

し

郷
土
料
理
は
っ
と
、油

あ
ぶ
ら
麩ふ

丼ど
ん
ぶ
り、銘
酒
澤
乃
泉
、登
米
産
牛
、

登
米
産
環
境
保
全
米
な
ど
お
い
し
い
も
の
が
充
実
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基調論文／小西砂千夫
企業を地方創生のステークホルダーに

北海道夕張市／鈴木茂徳
コンパクトシティの拠点「りすた」を整備

福島県いわき市／皆川祐真
いわきツーリズムの魅力発信

福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市／利重和彦
地域と企業つなぐプラットフォーム

埼玉県深谷市／川本健太
渋沢翁ゆかりの観光資源軸に展開

千葉県茂原市／渡部智之
いつかは「ロケの聖地」を目指して

石川県野々市市／中谷梨紗
創業支援でにぎわいのあるまちづくり

静岡県富士宮市／佐野和也
コンビニ連携ベビーステーションの普及

岡山県真庭市／西田光宏
ポストコロナを見据えた観光振興

高知県／苫谷文子
子ども食堂で居場所づくり

福岡県豊前市／郡司掛ひろみ
新たな視点と新たな手法で選ばれるまちへ

大分県杵築市／平山善規
社会課題へのアプローチで地域課題に挑む

鹿児島県日置市／髙山建吾
日置市の認知度を高めるために

副基調論文／永渕智大
税額控除割合など大幅改正
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企業版ふるさと納税で地域を元気に

福島県いわき市（p８-９）
観光農園ワンダーファーム
2 北海道夕張市（p６-７）

複合施設「りすた」の外観
1

千葉県茂原市（p14-15）
茂原市で撮影された映画の企画展
5石川県野々市市（p16-17）

学びの杜ののいち　カレード外観
6

福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市（p10-11）
寄付企業から逗子市への贈呈式
3

埼玉県深谷市（p12-13）
旧渋沢邸「中の家」外観
4

1

3

5

3

2

4

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
作
成
し
た
事
例
集

に
は
、
企
業
の
皆
様
の
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
土
地
の

縁
や
人
の
縁
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る

こ
と
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
寄
付

を
決
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
、
企
業
の
継
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
寄
付
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
２
）
企
業
に
対
す
る
周
知

令
和
２
年
度
以
降
、
企
業
等
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
団

連
や
経
済
同
友
会
、
日
本
商
工
会
議
所
は
も
ち
ろ
ん
、
各

業
界
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
の
会
合
等
に
お
い
て

も
積
極
的
に
制
度
や
事
例
の
周
知
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
制
度
改
正
と
あ
わ
せ
て
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
結
果
、
企
業
の
方
か
ら
自
治
体
の
こ
う
い
う
取
り

組
み
に
寄
付
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
っ
た
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
３
）
企
業
と
地
方
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

ま
た
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
た

め
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
分
科
会
を
設
け
、
マ
ッ
チ
ン
グ

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
は
前
年
度
か

ら
回
数
を
倍
増
し
年
に
６
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
等
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
契
機
と
し
て
寄

付
に
至
っ
た
事
例
の
ほ
か
、
寄
付
に
向
け
て
継
続
的
に
協

議
を
進
め
て
い
る
事
例
も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
後
半
か
ら
は
、
自
治
体
の
プ
レ
ゼ
ン
に
加

え
、
寄
付
し
た
い
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
た
り
、

も
に
、
効
果
の
高
い
事
業
で
あ
れ
ば
継
続
的
な
寄
付
を
獲

得
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
自

治
体
に
対
し
、
特
に
寄
付
を
活
用
し
た
い
事
業
に
係
る
資

料
の
提
出
を
依
頼
し
、
提
出
い
た
だ
い
た
地
方
公
共
団
体

の
事
業
を
地
域
別
、
テ
ー
マ
別
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
参
考
と
し

脱
炭
素
や
Ｄ
Ｘ
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
り
す
る
な

ど
様
々
な
試
み
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
も
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
静
岡

県
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
地
域
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
や
民
間
の

団
体
が
主
催
す
る
テ
ー
マ
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
開
催
支
援
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
企
業
や
自
治
体
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
本
制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
、
Ｑ
＆

Ａ
の
充
実
を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経

済
情
勢
に
あ
っ
た
も
の
の
、
税
制
改
正
を
踏
ま
え
、
本
制

度
は
活
発
に
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て
は

数
億
に
お
よ
ぶ
寄
付
を
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
多
く
の
自

治
体
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
他
方

で
、
認
定
を
受
け
た
も
の
の
寄
付
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
な
い
自
治
体
も
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
と
も
、
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向
け
て
、
自
治
体
や
企

業
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
寄

付
に
結
び
つ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
、
本
制
度

に
よ
り
地
方
創
生
の
取
り

組
み
が
一
層
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企業版ふるさと納税
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高知県（p22-23）
高知家子ども食堂
9

岡山県真庭市（p20-21）
隈研吾氏が設計したCLTパビリオン「風の葉」
8 静岡県富士宮市（p18-19）

大規模店舗イオンでの試飲会
7

大分県杵築市（p26-27）
児童養護施設入所者等の就農チャレンジ
11鹿児島県日置市（p28-29）

ひおきPR武将隊のイメージ写真
12

福岡県豊前市（p24-25）
特産品のジビエ料理「鹿ステーキ」
10
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特 集
基調論文制

度
の
成
立
の
経
緯
と
そ
の
ね
ら
い

平
成
2₈
年
度
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
は
、柱
の
一
つ
に「
地

方
創
生
の
推
進
・
特
区
に
係
る
税
制
上
の
支
援
措
置
」
を

掲
げ
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
地
方
創
生
応
援
税

制
の
創
設
を
、そ
の
具
体
策
の
一
つ
に
掲
げ
た
。そ
の
趣
旨
は
、

地
方
自
治
体
が
地
方
創
生
の
た
め
に
効
果
的
な
事
業
を

進
め
て
い
く
際
に
、
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
が

寄
附
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
官
民
挙
げ
て
当
該
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
創
設
す
る
。
／
対
象
事

業
を
国
が
認
定
す
る
枠
組
み
の
整
備
を
前
提
と
し
て
、

当
該
事
業
に
対
す
る
企
業
の
寄
附
に
つ
い
て
、
現
行
の

損
金
算
入
措
置
に
加
え
て
、
法
人
事
業
税
・
法
人
住
民

税
及
び
法
人
税
の
税
額
控
除
を
導
入
し
、
寄
附
金
額
の

約
６
割
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
個
人
住
民
税
等
で
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
恒
久
的
措
置
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
租
税
特

別
措
置
と
し
て
の
時
限
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
期

間
は
、
国
の
総
合
戦
略
と
地
方
版
総
合
戦
略
の
目
標
期
間

に
合
わ
せ
て
、
平
成
2₈
年
度
か
ら
４
年
間
と
さ
れ
た
。

地
方
創
生
の
理
念
等
を
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
は
平
成
2₆
年
₁₁
月
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、
同
年
₁2
月
に
、
５
か
年
の
目
標
や
施
策
、

基
本
的
な
方
向
を
提
示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
自
治
体
は
、

そ
れ
を
受
け
て
、
地
方
が
自
ら
考
え
、
責
任
を
も
っ
て
地

方
創
生
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
総
合
戦
略
を
勘
案

し
つ
つ
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
平
成
2₇
年
度
中
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
実
施
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。

地
方
版
総
合
戦
略
の
新
た
な
財
源

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
を
元
気
に

企
業
を
地
方
創
生
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

︱
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
︱

小
西
　
砂
千
夫

関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・

人
間
福
祉
学
部
教
授

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
推
進

す
る
う
え
で
の
新
た
な
財
源
確
保
手
段
と
し
て
構
想
さ
れ

て
い
る
。
平
成
2₇
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
︱
ロ
ー
カ
ル
・

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て
︱
」
に
は
、「
民
間
の

創
意
工
夫
を
最
大
限
に
活
用
し
た
﹃
民
の
知
見
﹄
の
引
き

出
し
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
と
資
金
が
積
極

筆者プロフィール

小西 砂千夫氏
（こにし・さちお）

1960 年、大阪市生まれ。関西
学院大学経済学部卒業、博士（経
済学）、専門は財政学。主な著書
に『日本地方財政史』（有斐閣、
2017 年）、『地方財政改革の現代
史』（有斐閣、2019 年）、『地方財
政の歴史を変えた 8つの物語』（日
本加除出版、2019 年）がある。

3 2021・8月号 地域づくり 特集編 2021・8月号地域づくり 特集編 2



的
に
地
方
に
行
き
渡
り
、
ひ
い
て
は
高
度
な
技
術
や
情
報

等
が
全
国
津
々
浦
々
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
な
、
活
力
あ
る

日
本
経
済
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
あ
り
、

そ
う
し
た
民
間
の
資
金
が
地
方
創
生
の
た
め
に
環
流
す
る

手
段
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
念
頭
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
は
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
上

で
効
果
が
高
い
と
し
て
内
閣
府
が
認
定
し
た
事
業
と
さ
れ

た
。
認
定
事
業
に
対
す
る
企
業
の
寄
附
に
つ
い
て
、
従
来

か
ら
利
用
で
き
る
損
金
算
入
に
加
え
て
、
新
た
に
税
額
控

除
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
寄
附
控
除
の
大
幅
な
拡
大
を
行

い
、
寄
附
金
額
の
約
６
割
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

内
閣
府
は
、
平
成
2₈
年
度
地
方
税
制
改
正
（
税
負
担
軽

減
措
置
等
）要
望
を
総
務
省
に
対
し
て
行
う
に
当
た
っ
て
、

要
望
の
措
置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。

総
合
戦
略
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
政
策

５
原
則
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
、「（
１
）
自
立
性
」

と
し
て
、
施
策
が
構
造
的
な
問
題
に
対
処
し
、
地
方
公
共

団
体
・
民
間
事
業
者
・
個
人
等
の
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う

も
の
に
し
、
国
の
支
援
が
な
く
と
も
地
域
・
地
方
の
事
業

が
継
続
す
る
状
態
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
／
国
と

地
方
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
を
地
方
創
生
を
実
現
す
る
上

で
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
参
画
さ
せ
、
持
続
可
能

な
地
方
創
生
の
取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
目
的
を
持

つ
本
税
制
の
措
置
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
／
な
お
、
措
置
の
対
象
は
、
内
閣
府
が
認
定
し

た
効
果
が
高
い
地
方
創
生
事
業
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
寄
附
の
う
ち
一
定
部
分
は
企
業
負
担
と
す
る

こ
と
か
ら
、
必
要
最
小
限
の
措
置
で
あ
る
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
、
地
方
版
総
合

戦
略
の
実
現
に
当
た
っ
て
有
効
な
手
段
と
し
て
働
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
姿
と
し
て
、「
企
業
の
創
業
地

や
地
方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
地
方
へ
の
貢

献
」「
自
治
体
が
企
業
に
取
組
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で

生
じ
る
自
治
体
間
競
争
」
を
促
進
し
、「
本
社
機
能
の
移

転
促
進
税
制
の
補
完
」
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
税
制
改
正
で
の
制
度
の
拡
充

そ
の
後
、
平
成
₃₁
年
度
地
方
税
制
改
正
で
は
、
さ
ら
な

る
利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
企
業
や
自
治
体
の
要
望
に

応
え
る
か
た
ち
で
、次
の
よ
う
な
運
用
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

○
寄
附
払
い
込
み
時
期
の
弾
力
化

・
寄
附
額
が
事
業
費
を
上
回
ら
な
い
こ
と
が
確
実
に
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、
事
業
費
確
定
前
の
寄
附
の
受
領
を

認
め
る
。

○
基
金
へ
の
積
立
要
件
の
緩
和

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
各
年
度
に
お
け
る

寄
附
額
上
限
（
積
立
額
の
５
割
）
を
撤
廃
す
る
。

○
地
方
創
生
関
係
交
付
金
と
併
用
す
る
地
方
自
治
体
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

・
地
方
創
生
関
係
交
付
金
の
対
象
事
業
に
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
寄
附
を
充
当
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
。

・
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
対
象
事
業
に
一
定
以
上
の
寄
附

を
充
当
す
る
場
合
に
は
、
事
業
期
間
の
延
長
を
認
め
る
。

つ
い
で
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
で
は
、
時
限
措
置
が

終
わ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
延
長
と
拡
充
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
財
政
審
議
会
は
、「
令
和
２
年
度

地
方
税
制
改
正
等
に
関
す
る
意
見
」
の
な
か
で
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、「
企
業
と
地
方
自
治
体
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
効
果
的
な
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
企
業
が
地
方
創
生
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ

と
は
、企
業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
」

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
を
行

っ
て
い
る
。
延
長
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

一
層
の
活
用
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、「
企
業
が
寄
附
を

行
い
た
い
と
き
に
地
方
自
治
体
に
お
い
て
柔
軟
な
受
入
れ

が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、

税
額
控
除
割
合
を
拡
大
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
と
国
税

が
協
調
し
て
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
を
高
め
る
よ

う
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
、
納
税
地
に
お

け
る
企
業
の
受
益
と
負
担
の
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、
現
行

の
地
方
税
の
控
除
上
限
額
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
寄
附
を
行
う
企
業
に
対
す
る
代
償
と
し
て
の
経
済

的
利
益
の
供
与
の
禁
止
な
ど
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
税
額
控
除
拡
大
な
ど
を
進
め

る
べ
き
と
し
つ
つ
も
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
へ
の
注
意
喚
起
も
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、「
地
方
創
生
の
更
な
る
充
実
・
強
化

に
向
け
、
地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
を
飛
躍
的
に
高
め
る
」

と
し
て
、
第
２
期
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
期
間
（
令
和
２

～
６
年
度
）
に
合
わ
せ
て
、
税
額
控
除
の
特
例
措
置
を
５

年
間
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
拡
充
策
と
し
て
、
税
額

控
除
の
割
合
を
、

法
人
住
民
税
：
寄
附
額
の
２
割
→
４
割

法
人
税
：
法
人
住
民
税
で
２
割
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の

残
額
（
た
だ
し
、
寄
附
額
の
１
割
を
限
度
）
→
法
人
住
民

特 集
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業
ご
と
の
認
定
か
ら
「
包
括
的
な
認
定
」
と
し
、
地
域
再

生
計
画
の
記
載
事
項
を
抜
本
的
に
簡
素
化
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。
併
用
可
能
な
補
助
金
・
交
付
金
の
範
囲
の
拡
大
が

行
わ
れ
、
地
方
創
生
関
係
交
付
金
や
地
方
財
政
措
置
を
伴

わ
な
い
補
助
金
・
交
付
金
（
普
通
交
付
税
措
置
の
み
に
よ

る
場
合
も
含
む
）
に
加
え
、
併
用
可
能
な
国
の
補
助
金
・

交
付
金
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
と
併
用
す
る
場
合
に
、
優
先
採
択
な
ど
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
寄
附
時
期

の
制
限
の
大
幅
な
緩
和
と
し
て
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定

後
、「
寄
附
（
受
入
れ
）
の
金
額
の
目
安
」
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
、
事
業
費
確
定
前
の
寄
附
の
受
領
を
可
能
に
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
令
和
２
年
度
改
正
で
は
、

制
度
の
大
幅
な
拡
充
が
実
現
し
た
。
そ
の
概
要
は
図
１
で

税
で
４
割
に
達
し
な
い
場
合
、
そ
の
残
額
（
た
だ
し
、
寄

附
額
の
１
割
を
限
度
）

法
人
事
業
税
：
寄
附
額
の
１
割
→
２
割

と
し
て
高
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
特
例
措
置
部
分
で
あ

る
税
額
控
除
割
合
が
３
割
か
ら
最
大
６
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
従
来
分
の
損
金
算
入
に
よ
る
軽
減
効
果
が
国
税
＋
地

方
税
で
約
３
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、両
者
を
合
わ
せ
る
と
、

税
の
軽
減
割
合
が
約
６
割
か
ら
最
大
約
９
割
に
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
納
税
額
に
対
す
る
各
税
目

の
控
除
額
の
上
限
に
つ
い
て
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
（
法

人
住
民
税
：
法
人
住
民
税
法
人
税
割
額
の
20
％
が
上
限
、

法
人
税
：
法
人
税
額
の
５
％
が
上
限
、
法
人
事
業
税
：
法

人
事
業
税
額
の
20
％
が
上
限
）。

併
せ
て
認
定
手
続
き
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
、
個
別
の
事

示
し
て
い
る
。

企
業
の
人
材
が
よ
り
活
用
し
や
す
く

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
に
よ
っ
て
、
企
業
か
ら

自
治
体
等
へ
の
人
材
派
遣
が
活
用
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
図
２
で
示
す
よ
う
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
（
人
材
派
遣
型
）
と
は
、
企
業
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
係
る
寄
附
が
あ
っ
た
年
度
に
、
当
該
企
業
の
人
材

が
、
寄
附
活
用
事
業
に
従
事
す
る
地
方
自
治
体
の
職
員
と

し
て
任
用
さ
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
事
業
を
行

う
団
体
等
で
あ
っ
て
、
寄
附
活
用
事
業
に
関
与
す
る
も
の

に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
場
合
を
い
う
。
専
門
的
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
の
人
材
の
派
遣
は
、
自
治
体
等
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

派
遣
元
の
企
業
に
と
っ
て
も
、
事
業
の
企
画
・
実
施
に
派

遣
人
材
が
参
画
す
る
こ
と
で
地
域
貢
献
が
図
ら
れ
る
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
も
、

活
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
と
し
て
「
寄
附
企
業
の
人

材
を
受
け
入
れ
る
こ
と
及
び
当
該
人
材
の
受
入
期
間
を
対

外
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
透
明
性
を
確
保
」「
寄

附
企
業
へ
の
経
済
的
利
益
供
与
の
禁
止
」
な
ど
の
注
意
喚

起
が
行
わ
れ
て
い
る
。

寄
附
先
企
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
注
意
喚
起
が
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
本
社
が
所
在
す
る
自
治
体
へ
の
寄

附
は
対
象
外
で
あ
っ
て
、
寄
附
企
業
へ
の
経
済
的
な
見
返

り
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府
が
示
し
て
い
る「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事
業
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ（
第

９
版
）〈
事
業
実
施
・
実
施
状
況
報
告
編
〉」
で
は
、
寄
附

に
対
す
る
経
済
的
な
利
益
供
与
と
し
て
、補
助
金
の
交
付
、

入
札
や
許
認
可
に
お
け
る
便
宜
の
供
与
、
合
理
的
な
理
由

図１

出所：内閣府・内閣官房「企業版ふるさと納税ポータルサイト」より

図２
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が
な
く
市
場
価
格
よ
り
も
低
い
価
格
で
の
財
産
の
譲
渡
な

ど
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

運
用
の
実
績
と
自
治
体
の
取
り
組
み

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
実
績
は
、
令
和
元
年
８

月
現
在
で
認
定
事
業
数
６
４
４
事
業
、
総
事
業
費
１
３
３

３
億
円
、
寄
附
額
累
計
は
平
成
2₈
～
₃0
年
度
で
₆₅
・
６
億

円
で
あ
る
（
地
域
再
生
法
施
行
規
則
第
₁₄
条
第
２
項
の
規

定
に
基
づ
く
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事

業
実
施
報
告
」
に
よ
る
。
平
成
2₈
年
度
＝
７
・
５
億
円
、

2₉
年
度
＝
2₃
・
６
億
円
、
₃0
年
度
＝
₃₄
・
５
億
円
）。
認
定

事
業
数
や
寄
附
額
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
令
和
２
年
度
の

制
度
改
正
で
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

は
、
特
に
寄
附
を
募
集
し
て
い
る
事
業
を
分
野
別
に
示
す

な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
か
ら
の
寄
附
が
集
ま
る
よ
う
に
促

し
て
い
る
も
の
の
、
自
治
体
の
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
で

は
、
実
際
に
は
、
自
治
体
か
ら
の
働
き
か
け
な
し
に
企
業

か
ら
進
ん
で
寄
附
の
申
し
出
が
あ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
本
社
所
在
企
業
は
対
象
外
で
あ

る
の
で
、
日
頃
か
ら
人
間
関
係
の
深
い
地
元
企
業
の
多
く

は
対
象
外
と
な
る
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
市
町
村
長
や

知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
さ
れ
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
全
国
で
も
際
だ
っ
た
実

績
を
上
げ
て
い
る
夕
張
市
の
場
合
も
、
市
長
に
よ
る
働
き

か
け
が
功
を
奏
し
た
。
寄
附
額
は
、
平
成
₃0
年
度
は
１
億

１
６
０
０
万
円
、
令
和
元
年
度
は
４
億
８
１
０
０
万
円
、

２
年
度
が
２
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
応
募
企
業
数
は
３
年

間
で
₁2
社
（
延
べ
数
で
22
社
）
に
達
し
て
い
る
。
夕
張
市

で
は
、
寄
附
先
の
企
業
に
事
業
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
の
報
告
を
行
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
友
好
な
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に
努
力
し
て

い
る
。
近
年
で
は
、
夕
張
市
農
業
振
興
計
画
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
過
去
に
寄
附
を
も
ら
っ
た
企
業
に
対
し
て
、
農

林
業
の
発
展
の
た
め
の
事
業
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
継
続

的
な
寄
附
の
協
力
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
夕
張
市
は
全
国
唯
一
の
財
政
再
生

団
体
で
あ
り
、
財
政
再
建
の
た
め
の
債
務
返
済
を
最
優
先

に
し
た
財
政
計
画
の
下
で
再
建
が
進
ん
で
い
る
。
そ
こ
で

は
地
域
振
興
的
な
政
策
の
財
源
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
文
字
通
り
、
貴
重

な
財
源
で
あ
る
。
夕
張
市
が
展
開
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
す
る
事
業
と
し
て
は
、「
日
本
一
の
薬
木
産

地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
夕
張
メ
ロ
ン
の
生
産
基
盤
対
策

事
業
」
と
い
っ
た
農
業
振
興
策
の
ほ
か
、
市
の
再
生
に
と

っ
て
不
可
欠
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
加
速
化
の
た

め
の
施
策
が
あ
る
。そ
の
先
駆
け
と
し
て
、市
内
で
の
久
々

の
公
共
施
設
の
新
設
と
し
て
、
複
合
型
拠
点
施
設
（
り
す

た
）
が
整
備
さ
れ
た
。
図
書
館
を
兼
ね
、
市
民
が
集
う
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。
筆
者
も
訪
れ
た
が
、
き
わ
め
て
快

適
な
施
設
で
あ
る
。

ま
た
、
人
口
定
着
の
た
め
に
子
育
て
支
援
の
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て
き
た
が
、「
夕
張
の
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、
保
育
料
、
医

療
費
の
無
償
化
の
拡
大
、
夕
張
市
地
域
人
材
育
成
事
業
、

創
業
支
援
及
び
資
格
取
得
支
援
事
業
な
ど
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
な
か
で
も
、
認
定
こ
ど
も
園
は
、
従
来
の
市
立

保
育
所
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
快
適
で
子
育
て

に
配
慮
さ
れ
た
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

人
口
定
着
の
た
め
に
、
地
元
の
夕
張
高
校
へ
の
進
学
率
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
、「
夕
張
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
秋
田
県
は
、
世
界
遺
産
の
森
を
未
来
に
伝
え
残

す
と
し
て
、「
白
神
山
地
の
保
全
を
通
じ
て﹃
高
質
な
田
舎
﹄

を
実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
「
あ
き
た
白
神
認
定
ガ
イ
ド
」
の
育

成
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
白
神
山
地
へ
の
来
訪
者
数
や
地

域
の
交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
平
成
2₈
年
₁₁

月
か
ら
₃0
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
、
総
事
業
費
３
４
５
６

万
６
０
０
０
円
に
対
し
て
、
寄
附
額
１
６
３
５
万
１
０
０

０
円
を
集
め
て
い
る
（
寄
附
件
数
は
延
べ
₁₃
件
）。

世
界
遺
産
で
あ
る
白
神
山
地
を
持
つ
秋
田
県
と
し
て

は
、
そ
の
価
値
や
魅
力
を
広
く
伝
え
る
事
業
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
県
の
単
独
事
業
と
し
て
行
う
場
合
、
財
源
が

ネ
ッ
ク
と
な
る
。
そ
こ
で
、
事
業
費
の
拡
大
に
つ
な
が
る

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
獲
得
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
た
。

創
業
者
が
秋
田
県
出
身
で
あ
る
と
か
、
県
内
に
事
業
所
が

あ
る
な
ど
、
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
を
中
心
に
寄
附
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
世
界
遺
産
の
保
全
へ
の
貢
献
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
」「
自
然
環
境
の
保
全
へ
の
貢
献
は
企

業
理
念
に
一
致
す
る
」「
地
域
貢
献
を
通
じ
て
企
業
イ
メ

ー
ジ
が
向
上
し
リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
に
も
よ
い
効
果
が
期
待

で
き
る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
協
力
す
る
企
業
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。
当
該
事
業
は
、
今
後
も
継
続
さ
れ

る
見
込
み
で
あ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
事

業
費
の
確
保
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
こ
の
よ
う
に
特
定
の
自
治

体
で
は
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
協
力

す
る
企
業
側
が
、
寄
附
に
対
し
て
ど
こ
に
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
か
を
自
治
体
が
よ
く
踏
ま
え
れ
ば
、
協
力
要
請
が
実

を
結
ぶ
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
編
集
室
注　

本
稿
で
は
筆
者
の
希
望
に
よ
り「
寄
附
」の
表
記
と
し
ま
し
た
）

特 集
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特 集
夕
張
市
の
概
要
に
つ
い
て

夕
張
市
は
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、か
つ
て「
炭

鉱
の
街
夕
張
」
と
し
て
栄
え
、
最
盛
期
に
は
大
小
24
の
鉱

山
が
あ
り
、
１
９
６
０
年
に
人
口
11
万
人
を
数
え
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
ピ
ー
ク
に
石
炭
産
業
の
衰
退
と
と
も
に
人
口

が
減
少
、
現
在
７
０
０
０
人
台
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
人
口
の
市
外
へ
の
転
出
に
よ
り
少
子
高
齢
化

も
進
ん
で
お
り
、
高
齢
化
率
は
50
％
を
越
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
夕
張
市
は
２
０
０
６
年
に
財
政
破
綻
し
、
現
在
、

財
政
再
建
と
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
域
の
特
徴
と
し
て
は
、
面
積
の
約
９
割
が
山
林
で
平

地
が
少
な
く
、
河
川
沿
い
の
平
地
に
は
、
炭
鉱
の
坑
口
ご

と
に
町
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
五
つ
ほ
ど
の
小
さ
な
町
が

集
ま
っ
て
、
南
北
約
35
㌔
、
東
西
約
25
㌔
と
い
う
東
京
23

区
よ
り
広
い
土
地
の
中
に
７
０
０
０
人
の
人
口
が
南
北
に

広
く
薄
く
点
在
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

◆◆◆

20
年
か
け
て
行
う
ま
ち
づ
く
り

こ
の
よ
う
な
市
の
状
況
と
、急
激
な
人
口
減
少
に
よ
り
、

市
の
将
来
に
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
２
０
１
２
年
３
月
に
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
「
夕
張
市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
将

来
像
を
「
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ゆ
う
ば
り
」
と
定
め
、
地
区
ご
と
の
集
約
化
、
生
活
利
便

性
機
能
を
強
化
し
た
都
市
拠
点
整
備
、
最
終
的
に
は
南
北

軸
に
集
約
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
20
年
か
け
て
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
生
活
利
便
性
機
能
を
強
化
し
た
都

市
拠
点
整
備
は
、
市
の
中
心
部
で
一
番
人
口
の
多
い
清
水

沢
地
区
を
新
た
な
都
市
拠
点
と
位
置
づ
け
、
福
祉
医
療
、

商
業
、
子
育
て
、
交
流
拠
点
施
設
と
い
っ
た
生
活
利
便
施

設
の
誘
導
を
図
り
、
都
市
機
能
が
集
積
し
た
新
た
な
都
市

◆◆◆

拠
点
を
形
成
す
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
年
間
で
４
億
２
２
０
０
万
円
の
寄
付

こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
２
０
１
４
年
か
ら
庁
内

に
横
断
的
検
討
組
織
を
設
置
し
、
２
０
１
６
年
に
本
市
の

課
題
で
あ
る
子
育
て
・
学
習
の
場
が
な
い
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
、
交
通
結
節
機
能
の
不
足
な
ど
を
解
決
す
る
た
め

に
「
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
が
こ
だ
ま
す
る
街
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
拠
点
複
合
施
設
の
建
設
構
想
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
年
に
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
夕
張
に
関
わ
り
の
深
い
企
業
に
拠
点
複
合
施
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
ご
説
明
し
て
賛
同
を
い
た
だ
き
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
最
初
の
事
業
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
総
事
業
費
12
億
３
９
０
０
万
円
の
内
、

４
億
２
２
０
０
万
円
（
平
成
28
年
度
：
９
０
０
万
円
、
平

成
29
年
度
：
４
２
０
０
万
円
、
平
成
30
年
度
：
４
０
０
０

万
円
、
令
和
元
年
度
：
３
億
３
２
０
０
万
円
）
も
の
ふ
る

さ
と
納
税
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
参
加
の
検
討
チ
ー
ム
で 

１
９
６
の
ア
イ
デ
ア

次
に
、
拠
点
複
合
施
設
の
基
本
設
計
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
夕
張
の
将
来
を
考
え
る

た
め
に
は
、
市
民
と
の
協
働
が
欠
か
せ
な
い
と
の
想
い
か

ら
、
文
化
団
体
、
子
育
て
世
代
、
市
議
会
議
員
、
高
校
生
、

市
職
員
な
ど
を
交
え
た
検
討
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま
し
た
。

市
外
の
施
設
の
視
察
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
複
合

施
設
の
利
用
頻
度
を
高
め
る
た
め
の
１
９
６
の
ア
イ
デ
ア

が
導
か
れ
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
き
、「
多
世
代
交

流
」「
子
ど
も
の
に
ぎ
わ
い
が
循
環
す
る
施
設
」「
フ
レ
キ

◆◆◆◆◆◆

北
海
道
夕
張
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
拠
点

�

「
り
す
た
」
を
整
備

鈴
木
　
茂
徳

北
海
道
夕
張
市
建
設
課
長

―「
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
が
こ
だ
ま
す
る
街
」を
目
指
し
て
―
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シ
ブ
ル
で
開
放
的
」「
多
様
な
人
材
を
活
か
し
た
基
幹
事
業

の
展
開
」「
自
然
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
整

備
方
針
を
市
民
と
一
緒
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

拠
点
複
合
施
設
の
名
称
も
夕
張
高
校
生
に
コ
ン
セ
プ
ト

を
考
え
て
も
ら
い
、「
地
元
夕
張
に
愛
着
が
あ
る
」「
鉄
道

は
廃
線
に
な
っ
た
が
街
の
駅
と
し
た
い
」
と
の
コ
ン
セ
プ

ト
か
ら
、夕
張
の
「
り
」、駅
（ST

A
T
IO
N

）
の
「
す
た
」

（ST
A

）
を
組
み
合
わ
せ
て
「
り
す
た
」
と
し
ま
し
た
。

施
設
構
造
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

◆◆◆

拠
点
複
合
施
設
「
り
す
た
」
は
、
上
か
ら
見
る
と
形
が

台
形
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
施
設
の
裏
側
が
北
向
き
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
北
に
向
か
っ
て
形
を
絞
る
こ
と
で
道
路

か
ら
施
設
を
見
た
と
き
に
死
角
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
の
と
、
裏
側
に
あ
る
山
と
一
体
感
が
で
る
よ
う
に
こ

の
よ
う
な
特
徴
的
な
形
に
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
全
面

ガ
ラ
ス
張
り
の
開
放
的
な
作
り
で
、
正
面
に
止
ま
る
バ
ス

の
発
着
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
井
は
つ
く
ら

ず
、
か
わ
り
に
道
産
木
材
の
板
を
吊
り
下
げ
、
角
度
に
よ

っ
て
木
造
の
天
井
に
見
え
る
よ
う
工
夫
し
、
落
ち
着
い
た

空
間
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
や
文
化

発
表
が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
高
校
生
か
ら
の
希
望
で

音
楽
活
動
の
で
き
る
防
音
の
多
目
的
室
な
ど
も
備
え
て
い

ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
年

間
を
通
じ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
財
政
破
綻
後
に
市
民
と
協
働
し
て
建
て
た
初
め
て
の

公
共
施
設
で
あ
り
、
地
域
再
生
の
中
心
施
設
と
し
市
民
の

皆
さ
ま
に
、
よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
緒
に
考

え
な
が
ら
「
笑
顔
と
に
ぎ
わ
い
が
こ
だ
ま
す
る
街
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明るく開放的な「りすた」の内部

真上から見た「りすた」

「りすた」（手前の台形の建物）を囲む街並みと山々
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特 集
事
業
は
じ
ま
り
の
き
っ
か
け

い
わ
き
市
は
、
福
島
県
東
南
端
に
位
置
し
、
雄
大
な
太

平
洋
に
面
し
、
一
年
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
に
包
ま
れ
た

太
陽
と
海
の
恵
み
あ
ふ
れ
る
、
人
も
自
然
も
あ
た
た
か
い

街
で
す
。

首
都
圏
か
ら
は
電
車
で
約
２
時
間
、
車
な
ら
常
磐
自
動

車
道
で
約
２
時
間
半
と
宿
泊
旅
行
で
も
日
帰
り
旅
行
で
も

楽
し
め
る
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
心

躍
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
歴
史
あ
る
温
泉
に
美
味
し
い
グ

ル
メ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
原
子
力
災
害
の
風
評
等

の
影
響
に
よ
り
、
震
災
前
の
観
光
入
込
客
数
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
観
光
地
と
し
て
の
情
報
発
信
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
観
光
地
と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
、「
い
わ
き
ツ
ー
リ
ズ
ム
魅
力
発
信
事
業
」

と
し
て
、
い
わ
き
市
の
観
光
入
込
客
数
増
加
に
向
け
た
観

◆◆◆

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
市
内
を
周
遊
す
る
ツ
ア
ー
を
造
成

し
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
よ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
の
申
し
出
を
受
け
、
実
施
し
ま
し
た
。

い
わ
き
の
魅
力
発
信
！

い
わ
き
ツ
ー
リ
ズ
ム
魅
力
発
信
事
業
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
①
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
②
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
お
よ
び
旅
行
商
品
の
造
成
③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
④

二
次
交
通
対
策
（
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）
―
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
ず
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
い
わ
き
市
の

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
雑
誌
へ
掲
載
し
た
り
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
マ
ー
を
活
用
し
た
動
画
を
制
作
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
本
市
出
身
の
女
優
武
田
玲
奈
さ

ん
を
「
い
わ
き
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
特
命
課
長
」
へ
任
命
し

ま
し
た
。
武
田
玲
奈
さ
ん
を
起
用
し
た
、
い
わ
き
市
の
魅

力
で
あ
る
「
い
わ
きFootball Club

」
を
は
じ
め
と
し

た
「SPO

R
T

S

」、
観
光
農
園
で
あ
る
ワ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー

◆◆◆

ム
や
ト
マ
ト
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
「FO

O
D

」、
い

わ
き
湯
本
温
泉
郷
を
は
じ
め
と
し
た
「SPA

」
に
着
目

し
た
動
画
を
制
作
し
、
ト
レ
イ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
広
告
、
秋
葉
原
の
も
の
シ
ョ
ッ
プ
、
東
京
駅
待
合

室
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
等
で
配
信
し
ま
し
た
。
武
田
玲

奈
さ
ん
を
起
用
し
た
動
画
を
首
都
圏
に
様
々
な
媒
体
で
発

信
す
る
こ
と
は
、非
常
に
効
果
的
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

地
域
資
源
活
用
し
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

次
に
、
い
わ
き
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
お
よ
び
旅
行
商
品
を
造
成
し
、
参
加
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
旅
行
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
販
売
を
行
い
ま

◆◆◆

福
島
県
い
わ
き
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

皆
川
　
祐
真

福
島
県
い
わ
き
市
観
光
交
流
室 

観
光
事
業
課 

主
査

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
認
知
度
向
上
―

い
わ
き
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
魅
力
発
信

ワンダーファーム内のトマト収穫体験
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し
た
。
実
績
と
し
て
、
び
ゅ
う
個
人
型
商
品
「
ト
マ
ト
収

穫
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
を
楽
し
む
旅
」、
フ
レ
テ
ミ
ー
ナ
体

験
学
習
団
体
型
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
と
新
鮮

野
菜
の
収
穫
体
験
」、
び
ゅ
う
団
体
型
商
品
「
温
泉
リ
ゾ

ー
ト
と
い
わ
き
の
復
興
の
軌
跡
」、
大
人
の
休
日
倶
楽
部

団
体
型
「
紅
葉
に
抱
か
れ
た
国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂
と
案
内

人
と
め
ぐ
る
近
代
産
業
遺
産
」
等
、
合
計
５
０
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

各
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、「
魚
・
野
菜
が
美
味
し
い
、
家
族
で
ま
た
来

た
い
、
地
元
の
方
の
親
切
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
た
、
復
興

支
援
に
協
力
し
た
い
、
交
通
の
便
が
良
い
」
と
い
っ
た
良

い
感
想
が
あ
る
一
方
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
以
外
知
ら
な
い
、

と
て
も
良
い
地
域
だ
が
宣
伝
が
足
り
な
い
」
と
い
っ
た
感

想
も
あ
り
、
課
題
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
生
の
声
は
、
大
変
貴
重
で
あ
り
、
特
に
首
都
圏
か
ら
の

参
加
者
の
意
見
は
、
地
元
の
生
活
者
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
、
気
づ
か
な
い
視
点
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
い
わ
き
市
は
広
域
で
あ
る
た
め
、
二
次
交
通

の
確
保
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
四
ツ
倉
駅
か
ら

四
倉
海
水
浴
場
、
観
光
地
で
あ
る
い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ

ン
タ
ー
、
い
わ
き
市
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、
ワ
ン
ダ

ー
フ
ァ
ー
ム
等
を
周
遊
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
し
た
。
四
倉
海
水
浴
場
開
設
期
間
中
の
土
日
祝
日
に

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
平
成
₂₉
年
度
に
２
３
６

人
、
平
成
30
年
度
に
１
３
８
人
、
平
成
3₁
年
度
に
１
７
０

人
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
施
策
に
向
け
て

平
成
₂₉
年
度
か
ら
平
成
3₁
年
度
の
３
か
年
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
「
い
わ
き
ツ
ー
リ
ズ
ム
魅
力
発

信
事
業
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
市
の
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
旅
行
商
品
造
成
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

発
展
途
上
で
あ
り
ま
す
。
特
に
首
都
圏
に
お
け
る
ブ
ラ
ン

ド
認
知
度
が
ま
だ
低
い
た
め
、
一
過
性
の
情
報
発
信
で
は

な
く
、
継
続
的
な
情
報
発
信
を
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
き

市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
し
た
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
事
業
を
通
し
て
、
い
わ
き
市
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た

し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
観
光
施
策
を
進
め
て
い
く
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を
つ
か
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
観
光
誘
客
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

い
わ
き
市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
誘
客
に
向

け
て
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
観
光
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

本
事
業
で
培
っ
た
も
の
を
忘
れ
ず
、
様
々
な
関
係
団
体
等

と
連
携
を
図
り
、
今
後
の
観
光
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆

いわき湯本温泉郷

シャトルバスの周遊ルートに含まれる四倉海水浴場
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は
じ
め
に

株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
は
、
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社
と
一
般
財
団
法

人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
令
和
２
年
７
月
に
設
立
し
た

会
社
で
す
。
設
立
以
来
、
多
く
の
地
方
自
治
体
が
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域

の
魅
力
を
企
業
に
発
信
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む
自
治

体
と
、
地
域
へ
の
貢
献
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
企
業
と
を
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

弊
社
は
、
で
き
る
だ
け
低
い
手
数
料
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
は
他
の

公
共
的
な
事
業
に
再
投
資
す
る
こ
と
を
通
じ
、
自
治
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

会
社
設
立
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
自
治
体
に
企
業
を
紹
介
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
い

く
つ
か
の
事
例
を
通
じ
て
、
制
度
活
用
の
現
状
や
寄
付
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
の
傾
向
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆◆◆

ど
の
自
治
体
に
も
チ
ャ
ン
ス

最
初
に
感
じ
た
の
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度

内
容
は
も
と
よ
り
、
こ
の
制
度
の
存
在
自
体
を
知
ら
な
い

企
業
が
多
い
と
い
う
現
状
で
す
。
内
閣
府
地
方
創
生
推
進

事
務
局
が
作
成
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
企
業

を
訪
問
し
、制
度
説
明
を
お
こ
な
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

制
度
内
容
を
理
解
し
た
企
業
か
ら
は
「
企
業
に
と
っ
て
良

い
制
度
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
の
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
業
績
が
好
調
で
な
い

企
業
も
多
く
、
業
績
が
回
復
し
て
か
ら
改
め
て
検
討
す
る

と
い
っ
た
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
社
会
貢
献
や
法
人
関
係
税
控
除
を
目
的

に
、
自
治
体
へ
の
寄
付
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
と
少
し
ず
つ
出
会
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
企
業
か
ら
寄
付
先
の
自
治
体
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
指

名
し
て
く
る
ケ
ー
ス
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
多
く
な
く
、
半

分
以
上
の
企
業
は
「
ど
こ
か
お
薦
め
の
寄
付
先
が
あ
れ
ば

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。
こ
の
こ
と

◆◆◆

か
ら
、
ど
こ
の
自
治
体
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
次
第
で

企
業
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
十
分
あ
る
と

考
え
ま
す
。

昨
年
度
の
寄
付
事
例
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
令
和
２
年

11
月
に
鹿
児
島
県
に
１
５
０
０
万
円
も
の
高
額
な
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
企
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
を
選
ん
だ
の
は
、
同
県
が
創
業
の
地
や
工
場
が
あ
る

と
い
っ
た
地
縁
で
は
な
く
、「
当
社
の
鹿
児
島
県
出
身
の

社
員
が
ま
じ
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て
い
る
か
ら
恩

返
し
で
」
と
の
理
由
で
し
た
。
企
業
が
寄
付
先
の
自
治
体

を
決
め
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

手
を
挙
げ
た
３
団
体
す
べ
て
に
寄
付

令
和
３
年
２
月
、
あ
る
企
業
か
ら
、「
当
社
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
企
業
な
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
企
業
か
ら
の
寄
付
を
求
め
て
い
る
自
治
体
を
紹

介
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
ご
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

早
速
、
当
社
と
紹
介
契
約
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体
す

べ
て
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
福
島
県
南
会
津
町
、
神
奈
川

県
逗
子
市
、
佐
賀
県
佐
賀
市
か
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
企
業
か
ら
の
寄
付
を
求
め
て
い
ま

す
」
と
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
福
島
県
南
会
津
町
は
、「
町

と
し
て
企
業
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
」
と
の
想
い
が
あ
り
、
こ

の
企
業
も
こ
れ
を
応
援
し
た
い
と
応
じ
て
い
た
だ
き
、
選

ば
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
逗
子
市
は
、「
今
回
の
寄
付
を
ぜ
ひ
受
け
た

い
」
と
い
う
担
当
者
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
加

え
、
企
業
側
が
市
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
求

◆◆◆

福
島
県
南
会
津
町

神
奈
川
県
逗
子
市

佐
賀
県
佐
賀
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

利
重
　
和
彦

株
式
会
社
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト 

部
長

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
橋
渡
し
役
に
―

地
域
と
企
業
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
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め
た
際
、
市
長
が
前
面
に
出
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ
し

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
佐
賀
市
は
、
提
案
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
回

の
企
業
の
興
味
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
的
な
内
容
で
、
現
地

施
設
を
訪
問
・
視
察
し
た
企
業
の
方
々
は
大
変
感
銘
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

結
局
、
こ
の
企
業
は
手
を
挙
げ
た
３
団
体
す
べ
て
に
１

０
０
万
円
ず
つ
寄
付
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
企
業
側
が

寄
付
先
の
自
治
体
に
足
を
運
び
、
首
長
に
寄
付
目
録
を
贈

呈
し
、
首
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
く
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
各
団
体
の
首
長
や
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
の

席
上
で
は
「
今
後
も
企
業
と
し
て
応
援
し
て
い
く
」
と
い

う
意
思
表
示
を
企
業
側
か
ら
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
と
企

業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

弊
社
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
を
も
っ

と
世
間
に
知
ら
し
め
て
、
自
治
体
へ
の
寄
付
を
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ッ
チ
ン
グ
成
立
を
経
験
し
、

「
企
業
か
ら
寄
付
を
受
け
や
す
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
」

や
、「
こ
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
は
企
業

か
ら
選
ば
れ
る
確
率
が
高
い
」
と
い
う
傾
向
も
経
験
を
重

ね
て
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

詳
細
を
具
体
的
に
記
載
し
た
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
は
、
企
業
か
ら
寄
付
先
と
し
て
選
ば

れ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◆◆◆

弊
社
で
は
企
業
に
「
お
金
を
寄
付
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
御
社
が
持
つ
情
報
の
提
供

で
も
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
寄
付
先
の
自
治
体
を
い
ろ

い
ろ
な
面
で
支
援
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
自
治
体
と
企
業
の
新
た
な
連
携
が
ス
タ

ー
ト
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
は
、「
人
が

地
域
を
創
り
、
地
域
が
人
を
育
て
る
。
地
域
の
元
気
は
日
本

の
元
気
」
を
理
念
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
じ
て
の
寄
付
を
企
業
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度
は
、「
地
域
も
企

業
も
、
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
」
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

関連施設の説明を受ける企業（佐賀市）

市長、市幹部と企業との対談会（逗子市）

寄付企業との式典のもよう（南会津町）
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観
光
資
源
の
有
効
活
用
と 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け

る
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

新
た
な
自
主
財
源
確
保
の
手
法
と
し
て
、
ま
た
、
企
業
に

と
っ
て
は
、
税
控
除
の
優
遇
を
受
け
な
が
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
と
し
て
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

深
谷
市
に
は
、
文
化
的
価
値
の
高
い
歴
史
的
建
造
物
や

先
人
ゆ
か
り
の
品
々
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
郷
土
の
偉
人
と
し
て
顕
彰
を
続
け
て
い
る
渋
沢
栄
一

翁
に
関
連
す
る
も
の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
旧
渋
沢
邸
「
中な

か

のん

家ち

」
は
、
施
設
全
体
の
見
学
が
出
来
な
い
な
ど
、
そ
れ
ら

ゆ
か
り
の
建
物
の
十
分
な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
深
谷
市
で
は
、
令
和
元
年
度

よ
り
、
栄
一
翁
が
生
涯
の
規
範
と
し
た
「
論
語
と
算
盤
」

の
精
神
を
広
め
、
そ
の
功
績
を
広
く
知
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
施
設
を
整
備
し
、
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
地
域
消
費
の
拡
大
等
を

◆◆◆

促
進
し
、
観
光
振
興
及
び
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
「
郷
土

の
偉
人
渋
沢
栄
一
顕
彰
×
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
準
備
し
て
い
る
中
、
栄
一
翁
が
肖
像

と
な
る
新
一
万
円
札
の
発
行
や
栄
一
翁
が
主
人
公
で
あ
る

大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」
の
放
送
が
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
栄
一
翁
へ
の
注
目
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
栄
一
翁
ゆ
か
り
の
施
設
に
数
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
活
用
講
座
も

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
三
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
現
在
開
館
中
で
あ
る
「
渋
沢
栄
一 

青
天

を
衝
け 

深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館
」
の
企
画
・
運
営
支
援
や

栄
一
翁
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
振
興
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

二
つ
目
は
、
栄
一
翁
の
生
誕
地
に
建
つ
旧
渋
沢
邸
「
中

◆◆◆

の
家
」
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
、
栄
一
翁
が
当
時
寝

泊
ま
り
し
た
上
座
敷
等
を
新
た
に
公
開
し
、
活
用
を
図
り

ま
す
。

三
つ
目
は
、
当
時
の
栄
一
翁
の
風
貌
を
忠
実
に
再
現
し

た
渋
沢
栄
一
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
活
用
し
た
講
座
や
、
栄
一

翁
に
関
す
る
企
画
展
覧
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

寄
付
に
と
ど
ま
ら
な
い
関
係
を
構
築

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
左
記
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

・
地
域
特
有
の
魅
力
を
生
か
す
こ
と

・
市
民
と
行
政
、
そ
し
て
企
業
が
同
じ
理
念
の
も
と
、
参

画
で
き
る
こ
と

・
企
業
の
興
味
・
関
心
を
引
く
取
り
組
み
で
あ
り
、
企
業

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と

ま
た
、
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
た
っ
て
は
、
栄
一

翁
と
縁
の
深
い
企
業
を
中
心
に
、
企
画
課
と
事
業
担
当
部

局
が
連
携
し
て
寄
付
の
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
募
集
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
深
谷
市
独
自

の
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
事
業
に
関
連
す
る

施
設
の
資
料
や
栄
一
翁
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
同
封
し
て
送
付
す
る
等
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
実
践
し
、
令
和
元
年
度
は
、
企

業
13
社
か
ら
５
５
４
０
万
円
、
令
和
２
年
度
は
13
社
の
企

業
か
ら
２
１
９
０
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
栄
一
翁
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
寄
付
企
業
を
招
く

等
、
寄
付
後
も
継
続
し
た
企
業
と
の
関
係
構
築
に
努
め
て

◆◆◆

埼
玉
県
深
谷
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
―

渋
沢
翁
ゆ
か
り
の
観
光
資
源
軸
に
展
開

川
本
　
健
太

埼
玉
県
深
谷
市
企
画
財
政
部
企
画
課
主
事
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い
ま
す
。

寄
付
企
業
の
中
に
は
、
栄
一
翁
関
連
施
設
の
清
掃
活
動

の
実
施
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連
備
品
の
提

供
等
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
寄
付
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
令
和
２
年
度
に
は
、

内
閣
府
に
よ
る
第
３
回
「
地
方
創
生
応
援
税
制
︵
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
︶に
係
る
大
臣
表
彰
」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
集
積
都
市
の
実
現
へ

令
和
２
年
度
か
ら
は
、
栄
一
翁
が
残
し
た
「
論
語
と
算

◆◆◆

盤
」
の
考
え
方
や
「
忠
恕
」
の
精
神
を
地
域
の
活
性
化
に

生
か
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
、「
深
谷

ね
ぎ
の
ま
ち
か
ら
日
本
の
農
業
を
変
え
る
三
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
深
谷
ね
ぎ
の
ま
ち
か
ら
日
本
の
農
業
を
変
え
る
三
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
栄
一
翁
が
持
つ
強
い
精
神
力
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
尊
重
し
、
市
と
し
て
新
た
な

挑
戦
を
行
う
取
り
組
み
で
あ
り
、
深
谷
市
の
強
み
で
あ
る

農
業
を
核
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
農
業
課
題
の
解
決
を

目
的
と
し
、
主
に
三
つ
の
事
業
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

一
つ
目
は
、
先
進
的
な
農
業
技
術
や
技
術
革
新
を
得
意

と
す
る
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の

向
上
、
農
業
者
の
働
き
方
改
革
を
目
的
と
す
る
「
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
集
積
都
市
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
」
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
農
家
と
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
、
事
業
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
農
業
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
深
谷
市
の
強
み
で
あ
る
野
菜
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
、
深
谷
市
と
い
え
ば
「
野
菜
を
楽
し
め
る

ま
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
地
域
通
貨
ｎ
ｅ
ｇ
ｉ
︵
ネ
ギ
ー
︶
を
活
用

し
、
地
域
か
ら
の
お
金
の
漏
れ
を
防
ぎ
、
地
域
内
に
お
け

る
経
済
循
環
を
高
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染

拡
大
し
、
経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
寄
付

を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
申
し
出

を
し
て
く
れ
る
企
業
も
あ
り
、
複
数
の
企

業
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
大

幅
な
見
直
し
に
よ
り
、
最
大
で
寄
付
額
の

約
９
割
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。国

の
こ
う
し
た
制
度
改
正
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
知
恵
を
絞
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
ひ
る

む
こ
と
な
く
、ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

深
谷
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
企
業
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
寄
付
だ
け
で

は
な
い
企
業
と
の
長
期
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

自律走行型農業ロボット

渋沢栄一アンドロイド講義
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茂
原
市
は
、
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
、
千
葉
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
チ
ー
バ
君
の
脇
の
下
あ
た
り
に

位
置
し
、
温
暖
で
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。
古
く
は
商
都
と
し
て
「
六
斎
市
」
な
ど
で
賑
わ
い
、

豊
富
な
天
然
ガ
ス
で
煙
の
出
な
い
工
業
都
市
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
ま
た
、
茂
原
公
園
の
桜
ま
つ
り
や
茂
原
七
夕

ま
つ
り
な
ど
伝
統
あ
る
行
事
が
有
名
で
す
。

現
在
、
本
市
で
は
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
な
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
茂

原
市
を
含
む
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
全
国
の
４
市

町
が
連
携
し
た
映
画
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を
決
め
ま
し
た
。

企
業
を
巻
き
込
ん
だ
映
画
づ
く
り

茂
原
市
で
は
、
２
０
１
７
年
度
に
初
め
て
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
「
ス
ポ
ー
ツ
で
茂
原
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
回
の
映
画
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

◆◆◆

ト
に
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活
用
し
て
、
住

民
だ
け
で
な
く
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
思
い
つ
い
た
ら
即
行
動
を
と
、
内

閣
府
地
方
創
生
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
事
業
内
容
の
掲
載
、

内
閣
府
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
主
催
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
に
参
加
す
る
等
広
く
Ｐ
Ｒ
い
た

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
過
去
に
別
事
業
で
協
賛
を
得
た
企

業
や
市
内
に
誘
致
し
た
企
業
等
に
直
接
訪
問
し
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

各
企
業
に
は
、
制
度
の
趣
旨
と
税
の
軽
減
効
果
等
の
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
の
こ
れ
ま

で
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
果
と
、
こ
の
事
業
に
至
っ
た

経
緯
、
取
り
組
む
映
画
の
内
容
、
見
込
ま
れ
る
成
果
等
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
つ
の
企

業
か
ら
想
定
額
を
超
え
る
２
４
０
０
万
円
も
の
寄
付
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

企
業
の
皆
様
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、こ
の
映
画
づ
く
り
事
業
を
含
め
、

今
後
と
も
茂
原
市
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
応
援
し
て
い
く

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
胸
が
熱
く
な
り
、
事
業
の
成
功

へ
の
決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
?! 

茂
原
市
は
、
全
国
的
に
知
名
度
が
低
く
、
年
間
を
通
し

て
訪
れ
て
も
ら
え
る
観
光
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
本

市
に
と
っ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
、
交
流
人
口

の
増
加
と
市
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
は
大
き
な

課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
、「
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
す
。

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
を
通
し
て
地
域

を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、
効
果
的
な
情
報
発
信

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
の
な
ん
で
も
な
い
風

景
が
ロ
ケ
地
と
な
る
こ
と
で
付
加
価
値
が
生
ま
れ
、
地
域

の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
作
品
の
フ
ァ
ン
に
よ
る
聖
地

巡
礼
な
ど
、
通
年
型
の
観
光
と
し
て
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
し
た
。

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
と
街
の
活
気

２
０
１
８
年
に
は
「
千
葉
も
ば
ら
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
」（
以
下
「
千
葉
も
ば
ら
Ｌ
Ｓ
」）
を
設
立
し
、
商
工

会
議
所
や
観
光
協
会
、
議
会
、
警
察
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど

多
く
の
団
体
を
巻
き
込
ん
だ
組
織
と
し
て
、
ロ
ケ
誘
致
の

情
報
共
有
や
ロ
ケ
に
よ
る
地
元
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
民
間
有
志
組
織
「
も

ば
ロ
ケ
☆
ネ
ギ
ら
い
隊
」
を
結
成
し
、
撮
影
の
立
会
い
や

撮
影
隊
へ
の
差
し
入
れ
、
映
画
の
企
画
展
の
開
催
な
ど
、

行
動
力
を
武
器
に
官
民
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

千
葉
も
ば
ら
Ｌ
Ｓ
の
設
立
以
来
、
映
像
業
界
向
け
情
報

サ
イ
ト
（
ロ
ケ
な
び
！
）
等
を
通
し
て
発
信
し
、
映
画
や

◆◆◆◆◆◆

千
葉
県
茂
原
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

渡
部
　
智
之

千
葉
県
茂
原
市
企
画
財
政
部 

企
画
政
策
課
主
幹（
政
策
推
進
室
長
）

―
市
民
と
企
業
の
協
働
に
よ
る
映
画
づ
く
り
―

い
つ
か
は
「
ロ
ケ
の
聖
地
」
を
目
指
し
て
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ド
ラ
マ
を
中
心
に
１
０
０
件
以
上
の
撮
影
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
撮
影
に
よ
る
飲
食
や
宿
泊
な
ど
の
経
済
効
果
や
撮

影
作
品
の
テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
公
告
換
算
費
は
期
待
以
上

の
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
な

っ
て
お
り
、「
最
近
の
茂
原
、
ロ
ケ
す
ご
い
ね
」「
茂
原
が

出
て
い
る
映
像
を
見
る
と
う
れ
し
い
よ
ね
」「
知
っ
て
い

る
景
色
が
出
て
き
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
集
中
で
き
な
か
っ

た
よ
」
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
が
、

茂
原
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
作
品

づ
く
り
に
も
っ
と
地
域
が
踏
み
込
め
る
機
会
を
探
し
な
が

ら
、
日
々
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４
市
町
連
携
し
た
映
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
２
０
１
８
年
か
ら
一
般
社
団

法
人
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
に
参
加
し
、
撮
影
の
受
け

入
れ
や
権
利
処
理
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
協

議
会
で
、
地
域
と
映
画
を
作
り
た
い
と
い
う
制
作
者
と
の

出
会
い
、
そ
の
考
え
に
賛
同
し
た
３
市
町
（
愛
知
県
幸
田

町
、
長
野
県
千
曲
市
、
長
崎
県
島
原
市
）
と
の
出
会
い
に

よ
り
、
全
国
公
開
映
画
「
今
は
ち
ょ
っ
と
、
つ
い
て
な
い

だ
け
」
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
映
画
で
は
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
ロ
ケ
地
探

し
や
セ
ッ
ト
づ
く
り
か
ら
、
宿
泊
や
食
事
の
協
力
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
（
※
）
の
交
渉
、
地
元
で
の
製

作
発
表
・
試
写
会
な
ど
、
映
画
づ
く
り
全
般
に
地
域
が
参

加
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
撮
影
現
場
を
見
学
す
る
こ
と

や
、
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
を
超
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

像
も
制
作
さ
れ
ま
す
。
映
画
を
通
し
た
地
域
の
魅
力
づ
く

り
と
情
報
発
信
を
、
製
作
発
表
前
か
ら
映
画
公
開
後
を
通

◆◆◆

じ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
始
め
て
の
体
験
で
す
。
市

民
が
映
画
づ
く
り
を
体
感
し
、
今
後
の
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
一
役
買
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
企
業
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
と
思

う
と
制
度
の
意
義
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
映
画
づ
く
り

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
す
で
に
市
民
を
巻
き
込
ん

だ
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
地
づ
く
り
と
し
て
、

清
掃
か
ら
周
辺
の
草
刈
り
や
ペ
ン
キ
塗
り
、
床
板
の
張
替

え
や
外
壁
づ
く
り
な
ど
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ケ
地
を
飾
る
装
飾
品
を
募

集
し
、
実
際
の
撮
影
小
道

具
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
方
に
映
画
製

作
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
希
望
に
よ
り
お

名
前
を
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に

掲
載
す
る
こ
と
で
、
作
品

の
製
作
に
関
わ
っ
た
証
と

し
て
思
い
出
に
残
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

あ
ゆ
み
を

止
め
る
こ
と
な
く

３
市
町
と
連
携
し
た
映

画
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
、
自
治
体
や
企
業

◆◆◆◆◆◆

と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

単
独
で
や
る
も
の
で
な
く
、
広
域
で
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
も
、
様
々
な
可
能
性
が
広
が
る
た
め
、
有
効
な
手
段

の
１
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

３
年
間
で
、
市
民
に
も
こ
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
認
知
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
引
き
続
き
、
積
極
的
な
ロ
ケ
誘
致
を
通
じ

て
「
ロ
ケ
の
聖
地
」
と
な
る
よ
う
実
績
を
積
み
重
ね
、
行

き
た
い
ま
ち
、
そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
住
み
た
い
ま
ち
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
プ
ロ
ダ
ク
ト
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
と
は
⋮
広
告
手
法
の
一

つ
で
映
画
等
の
劇
中
に
お
い
て
、役
者
の
小
道
具
と
し
て
、

ま
た
は
背
景
と
し
て
実
在
す
る
企
業
名
・
商
品
名
を
表
示

さ
せ
る
手
法
の
こ
と
を
指
す
。

製作中の映画のロケ地で作業をする市民ボランティア

監督らを招いた製作発表の様子
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特 集
オ
ー
プ
ン
時
は
年
50
万
人
が
来
館

野
々
市
市
の
中
心
部
に
あ
る
本
町
地
区
は
、
か
つ
て
は

旧
北
国
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
後
も
町
役
場

が
立
地
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
の
中
心
的
な
地
域
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
庁
舎
の
移
転
や
大

型
商
業
施
設
の
撤
退
と
郊
外
立
地
な
ど
に
よ
り
新
市
街
地

の
拡
大
が
進
み
、
か
つ
て
の
活
力
や
賑
わ
い
が
低
下
し
て

い
ま
し
た
。

平
成
29
年
に
、
こ
の
本
町
地
区
を
含
む
野
々
市
中
央
地

区
に
お
い
て
、新
施
設
「
学
び
の
杜
の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
図
書
館
に
、
音

楽
ス
タ
ジ
オ
や
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
ス
タ
ジ
オ
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
多
様
な
創
造
的
活
動
に
対
応
で
き
る

設
備
を
備
え
た
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
市
民
が

生
き
生
き
と
多
様
な
輝
き
を
放
つ
学
び
の
拠
点
と
し
て
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
カ
レ
ー
ド
を
拠
点
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
を
活
用
し
、
地
域
再
生
計
画
「
賑
わ
い
創
出
に
よ

◆◆◆

る
創
業
マ
イ
ン
ド
の
育
成
計
画
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

オ
ー
プ
ン
時
に
は
年
間
約
50
万
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
本
町

地
区
は
徐
々
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

全
庁
挙
げ
て
の
依
頼
活
動

寄
付
金
募
集
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
全
庁
的
に
寄
付
依
頼

活
動
に
取
り
組
め
る
態
勢
を
整
え
る
た
め
、
部
課
長
会
議

等
で
、
制
度
・
事
業
の
説
明
や
、
依
頼
先
リ
ス
ト
の
各
部
・

課
へ
の
割
り
当
て
を
行
い
、
具
体
的
な
事
務
の
進
め
方
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
、
管
理
職
以
上
の

職
員
が
依
頼
活
動
や
企
業
へ
の
訪
問
を
行
う
こ
と
と
し
、

依
頼
活
動
の
強
化
期
間
を
設
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

寄
付
の
依
頼
先
は
、
①
市
と
取
引
の
あ
る
企
業
②
市
内

に
事
業
所
を
持
つ
市
外
企
業
③
市
内
に
店
舗
が
あ
る
全
国

規
模
の
企
業
の
本
社
④
そ
の
他
庁
内
全
体
で
情
報
収
集
し

挙
が
っ
た
企
業
で
、
１
年
目
（
平
成
29
年
度
）
は
約
７
０

０
件
、
２
年
目
（
平
成
30
年
度
）
に
は
さ
ら
に
約
８
０
０

件
を
追
加
し
ま
し
た
。
各
部
署
の
職
員
が
、
割
り
振
ら
れ

た
リ
ス
ト
を
も
と
に
企
業
に
電
話
で
事
業
の
説
明
を
し
、

◆◆◆

資
料
を
郵
送
す
る
と
い
う
方
法
で
寄
付
の
依
頼
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
経
営
者
が
多
く
集
ま
る
場
で
の
資
料
配

布
や
、
市
長
や
職
員
が
面
談
ま
た
は
企
業
を
訪
問
し
て
依

頼
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
依
頼
の
際
に
特
に
力
を

入
れ
た
の
は
、カ
レ
ー
ド
を
「
行
政
だ
け
で
は
な
く
、野
々

市
市
を
応
援
し
て
く
れ
る
多
く
の
方
々
と
協
力
し
て
育
て

て
い
く
施
設
に
し
た
い
」
と
い
う
熱
意
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。企

業
の
反
応
は
、
様
々
で
す
が
、「
カ
レ
ー
ド
の
建
設

に
携
わ
っ
た
記
念
に
寄
付
を
し
た
い
」
と
の
お
申
し
出
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
道
な
依
頼
活
動
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
は

71
件
と
、
件
数
で
全
国
最
多
の
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
平
成
30
年
度
に
71
件
、
令
和

元
年
度
に
66
件
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
が
延
長

さ
れ
た
令
和
２
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
引
の
あ
っ
た
企

業
を
中
心
に
依
頼
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
へ
の

打
撃
が
心
配
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
37
件
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
情
報

共
有
を
す
る
他
に
、
カ
レ
ー
ド
入
口
で
の
寄
付
者
銘
板
へ

の
企
業
名
の
掲
示
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
も
行

っ
て
お
り
、
こ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
寄
付
の
決
め
手
に
な
っ
て

い
ま
す
。

若
年
層
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
開
催

寄
付
金
を
活
用
し
た
事
業
と
し
て
、
市
と
市
商
工
会
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
地
域
の
金
融
機
関
で
構
成
さ
れ

る
野
々
市
市
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
の
他
関
係
者

の
協
力
の
も
と
、
２
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

石
川
県
野
々
市
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

中
谷
　
梨
紗

石
川
県
野
々
市
市
教
育
委
員
会 

教
育
文
化
部
生
涯
学
習
課 

主
査

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
の
複
合
施
設
を
拠
点
に
―

創
業
支
援
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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「
創
業
塾
」
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
や
、
創
業

に
か
か
る
手
続
き
、
資
金
計
画
と
い
っ
た
専
門
的
な
内
容

が
学
べ
る
連
続
講
座
で
、
創
業
し
て
間
も
な
い
方
や
、
市

内
で
の
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
女
性
や
大
学
生
を
は
じ
め
と

す
る
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
お
り
、
自
分
ら
し
い

働
き
方
の
一
つ
と
し
て
創
業
と
い
う
選
択
肢
を
提
案
し
、

先
輩
創
業
者
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
将
来
の
創
業
に

向
け
た
意
識
を
高
め
る
講
座
で
す
。

令
和
２
年
度
は
ど
ち
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
カ
レ
ー
ド
を
会
場
と
し
て
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、様
々

な
図
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
収
集
し
て
お
り
、
創
業
を

目
指
す
方
、
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
々
に
活
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
寄
付
金
は
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の

資
料
を
は
じ
め
、
未
来
の
野
々
市
の
担
い
手
育
成
に
つ
な

が
る
様
々
な
図
書
等
の
収
集
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
担
う
子
ど
も
た
ち
に
市
の
魅
力
を

地
域
再
生
計
画
で
は
、
賑
わ
い
創
出
と
い
う
地
域
の
課

題
に
対
し
、
創
業
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
で
市
外
か
ら
人

を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
市
の

◆◆◆

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
所
ま
で

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
生
活
を
支
え
る

仕
事
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
進
学
や
就
職
等
で
、
一
時
、
市
を
離
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
ま
た
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
、
魅
力
や
温
か
み
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
で
は
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
催
し
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
子
ど

も
が
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

図
書
館
と
し
て
は
珍
し
い
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会
」
を
開

催
し
て
お
り
、こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、大
人
と
子
ど
も
、

催
し
の
主
催
者
と
参
加

者
、
子
ど
も
の
保
護
者
同

士
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
む
仲
間
同
士

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

の
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

カ
レ
ー
ド
は
、
地
域
課

題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
見

つ
け
ら
れ
る
豊
富
な
図
書

を
有
し
、
人
々
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
す
施
設
で
す
。今
後
も
、

こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

て
取
り
組
み
を
進
め
、
本

市
の
魅
力
を
市
内
外
に
広

く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

児童図書コーナー

ビジネス支援コーナー

創業セミナー
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特 集
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
コ
ラ
ボ
し
地
域
全
体
で
支
援

富
士
宮
市
の
人
口
は
平
成
22
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た

後
、
減
少
し
始
め
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

本
事
業
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
母
力
向
上
委
員
会（
以
下「
母

力
向
上
委
員
会
」）」
と
の
協
働
に
よ
る
も
の
で
、
妊
娠
出

産
子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
や
「
ふ
じ
の
み

や
ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」）」
の

普
及
を
通
し
て
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
世
代
を
応
援

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
育
児
支
援
講
座
や
子
育
て
世
代
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
ほ
か
、
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提
供
や

紙
お
む
つ
の
販
売
を
行
う
コ
ン
ビ
ニ
等
の「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」

認
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
店
舗
の
従
業
員
向
け
に
子
育
て
理
解
体
験
講
習
会

◆◆◆

を
開
催
し
、
子
ど
も
連
れ
の
方
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
接

客
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
社
会
で
子
育
て
を
す

る
と
い
う
意
識
を
、
地
域
社
会
全
体
に
醸
成
し
、
子
育
て

の
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
で
お
湯
提
供
、
お
む
つ
販
売

富
士
宮
市
内
で
よ
く
見
か
け
る
「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
や
の
ぼ
り
旗
。
こ
れ
は
、
富
士
宮
市
を
拠
点
に

子
育
て
マ
マ
を
支
援
す
る
母
力
向
上
委
員
会
と
富
士
宮
市

が
運
営
す
る
富
士
宮
市
の
独
自
の
「
子
育
て
世
代
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
制
度
で
す
。

富
士
宮
市
は
、「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
を
、
平
成
27
年
度
か

ら
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
位
置
付

け
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
の
協
力
は
、
市
と
コ
ン
ビ
ニ
大
手
４
社
（
セ

◆◆◆

ブ
ン

−

イ
レ
ブ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

ロ
ー
ソ
ン
）
の
本
部
が
協
力
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
本
部

か
ら
加
盟
店
に
協
力
要
請
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
を

包
括
し
た
形
で
事
業
に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
外
出
の
サ
ポ

ー
ト
で
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
が
持
ち
歩
く
荷
物
の
重
さ
は
約
４
キロ
も

あ
る
そ
う
で
す
。ま
ち
の
中
に
数
多
く
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
、

お
湯
の
提
供
や
お
む
つ
の
販
売
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
ば
、

荷
物
の
重
さ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
お
母
さ
ん
以
外
に
も
多
く
の
人
が
利
用
す

る
コ
ン
ビ
ニ
が
、
積
極
的
に
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
に
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援

す
る
機
運
が
伝
わ
り
、
子
育
て
に
優
し
い
環
境
づ
く
り
に

繋
が
る
と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
が
「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
に
な
る
に
は
、
次
の
三

つ
の
条
件
が
必
要
で
す
。

①
講
習
会
の
受
講

②
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
の
提
供

③
紙
お
む
つ
の
販
売

講
習
会
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
の
方
に
、
重
り
の
付
い

た
妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
も
ら
っ
た
り
、
離
乳
食
を
試
食

し
て
も
ら
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
実
際
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら

う
な
ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
子
育
て

支
援
を
実
践
で
き
る
お
店
づ
く
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
は
、
令
和
３
年
６
月
時
点
で
、
市
内

の
コ
ン
ビ
ニ
60
店
舗
中
58
店
舗
と
、
約
97
％
が
登
録
し
て

い
ま
す
。

静
岡
県
富
士
宮
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

佐
野
　
和
也

富
士
宮
市
企
画
部
企
画
戦
略
課 

地
域
政
策
推
進
室 

室
長

コ
ン
ビ
ニ
連
携

�

ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

―
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
―
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賛
同
企
業
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
支
援

「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」
事
業
推
進
の
基
盤
と
も
言
え
る
の
が
、

毎
月
行
わ
れ
る
定
例
会
で
す
。

母
力
向
上
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
市
の
担
当
部
署
の
ほ

か
、
関
係
す
る
部
署
の
職
員
が
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
熱
い
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
富
士
宮
市
内
に
工
場
が
あ
り
、
マ
マ
や

赤
ち
ゃ
ん
に
も
優
し
い
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
飲
料
な
ど
を
手

が
け
る
ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
か
ら
、「
ベ
ビ
＊
ス
テ
」

事
業
の
趣
旨
に
賛
同
を
得
、
平
成
29
年
６
月
に
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」に
よ
る
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
手
企
業
か
ら
の
理
解
と
協
力
は
、
市
と
母
力
向
上
委

員
会
双
方
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
定
例
会
で
も
、
毎
回
、
民
間
企
業
の
目
線
か
ら
、
良

い
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
か
ら
は
、
平
成
29
年
に
続
き
、

平
成
₃0
年
、
令
和
元
年
、
令
和
２
年
と
、
４
年
連
続
で
寄

付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
連
携
事
業

◆◆◆

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
茶
に
首
掛
け
ポ
ッ
プ

ア
サ
ヒ
飲
料
と
の
連
携
事
業
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、「
十
六
茶
」
の
首
掛
け
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

首
に
か
け
る
販
促
用
広
告
）
は
、
ま
さ
に
企
業
と
お
母
さ

ん
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

「
十
六
茶
」
が
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で
、
乳
児
用
規
格
適
用

食
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
首
掛
け
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
、
母
力
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
来
場
者
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
企

業
か
ら
の
支
援
を
紹
介
し
な
が
ら
、
お
母
さ
ん
や
子
ど
も

に
優
し
く
、
地
産
地
消
で
も
あ
る
ア
サ
ヒ
飲
料
の
商
品
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、市
内
量
販
店
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
自
販
機
の
設
置
、
新
商
品
の
試
飲
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
、
企
業
と
お
母
さ
ん
が

連
携
し
て
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み

◆◆◆

を
進
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

企
業
と
と
も
に
地
域
を
よ
り
良
く

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
に
と
っ
て
は
、
事
業
の

財
源
確
保
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
、
ま
さ
に
地
方
創
生

の
顔
と
も
言
え
る
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
が
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

加
え
、
企
業
が
進
め
て
い
る
取
り
組
み
（
女
性
の
活
躍
、

子
育
て
支
援
な
ど
）
に
合
致
し
た
事
業
を
提
案
し
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

ま
し
た
。

事
業
実
施
に
よ
る
主
な
成
果
と
し
て
次
の
も
の
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

○
紙
お
む
つ
の
販
売
や
、
粉
ミ
ル
ク
用
の
お
湯
提
供
を
案

内
す
る
コ
ン
ビ
ニ
が
増
加
し
、マ
マ
か
ら
「
よ
か
っ
た
」

の
声
が
続
々

○
コ
ン
ビ
ニ
と
連
携
し
た
子
育
て
の
外
出
支
援
事
業
が
他

自
治
体
に
も
拡
大

○
ア
サ
ヒ
飲
料
の
首
掛
け
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
の
コ
ラ
ボ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
へ
の
寄
付
付
き
ラ
ッ
ピ
ン
グ
自
販
機
を
設
置
し
、

ベ
ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｐ
Ｒ

○
コ
ン
ビ
ニ
商
品
に
子
育
て
目
線
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
設
置
し
、
新
た
な
商
品
ニ
ー
ズ
を
発
掘

富
士
宮
市
は
、
今
後
も
、
企
業
か
ら
寄
付
を
募
る
こ
と

が
で
き
る
魅
力
的
な
事
業
を
見
出
し
、
積
極
的
な
制
度
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆◆◆

十六茶の首掛けPOP

粉ミルク用のお湯を使う母と子

コンビニ店頭
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資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

真
庭
市
は
岡
山
県
の
県
北
に
位
置
し
、
２
０
０
５
年
に

９
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
市
で
す
。
そ
の
面
積
は
東

京
23
区
の
１
・
３
倍
の
約
８
２
８
平
方
㌔
と
、
岡
山
県
１

位
の
広
さ
を
誇
り
、
面
積
の
約
８
割
が
山
林
と
い
う
自
然

豊
か
な
土
地
で
す
。
気
候
や
風
土
、
文
化
に
い
た
る
ま
で

多
様
性
に
富
み
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
広
域
行

政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
そ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
生
か
し
て
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
地
域
内
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
平
成
26
年
３
月
に
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、「
自
然
」「
連
携
」「
交
流
」「
循

環
」「
協
働
」
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
に
展
開
し
、
多
様
な
産
業
の
連
携
・

推
進
に
よ
り
地
域
資
源
を
生
か
し
た
「
回
る
経
済
」
を
確

立
す
る
た
め
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

民
間
視
点
の
プ
ロ
が
必
要

「
回
る
経
済
」
と
い
う
の
は
「
地
産
地
消
」
の
よ
う
に

地
域
内
の
循
環
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内

の
多
様
性
の
あ
る
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新

た
な
付
加
価
値
を
生
み
だ
し
、
地
域
の
価
値
そ
の
も
の
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
市
の
地
域
資
源
を
市
外
で
生
か
す

「
地
産
都
市
消
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
を
成

功
に
導
く
た
め
に
は
、
経
営
と
い
う
概
念
の
薄
い
我
々
公

務
員
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
視
点
の
経
営
の
プ
ロ
が
必
要

だ
と
い
う
判
断
に
い
た
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
解
決

の
カ
ギ
と
な
っ
た
の
が
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
人
材

派
遣
型
）」
で
し
た
。

企
業
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
は
、
専
門
的
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
の
人
材
を
地
方
自
治
体
に
派
遣
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方
創
生
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も

の
で
す
。
派
遣
人
材
の
人
件
費
を
派
遣
元
企
業
か
ら
の
寄

付
金
で
賄
う
こ
と
か
ら
、
自
治
体
は
、
専
門
的
知
識
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
を
人
件
費
を
負
担
す
る
こ
と
な
く

◆◆◆

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
企
業
側
は
人
材
育
成

や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
、
人
件
費
に
充
て
た
寄
付
額

の
９
割
が
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
双
方
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

幸
い
真
庭
市
に
は
県
下
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
蒜
山
地

域
が
あ
り
、
そ
こ
で
蒜
山
塩
釜
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
に
賛
同
が
い
た
だ
け
、
後
述
の
人
事
交
流
協

定
締
結
へ
繋
が
り
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

活
用
検
討
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト

制
度
活
用
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
一

つ
目
は
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
る
人
材
を
地
方
公
務
員
と
し

て
任
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
公
務
員
と
し

て
任
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
給
与
を
自
治
体
が
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、

地
方
公
務
員
法
第
25
条
の
規
定
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
条
例
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
然
に
条
例
改
正

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
年
４
回
し
か
な
い
議
会
に
議
案

を
上
程
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し

た
。
上
程
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
や
議
会
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
事
業
自
体
が
行
え
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
し
た
。
二
つ
目
は
派
遣
さ
れ
る
人
材
の
身
分
で

す
。「
常
勤
と
非
常
勤
の
職
員
の
ど
ち
ら
が
適
切
か
」
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
勤
務
体
制
を
考
慮
し
て
非

常
勤
職
員
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

パ
ー
ト
会
計
年
度
任
用
職
員
が
最
適

ま
ず
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
で
の
検
証
を
行
い
ま
し

◆◆◆◆◆◆

岡
山
県
真
庭
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

―「
人
材
派
遣
型
」
で
プ
ロ
の
視
点
を
導
入
―

西
田
　
光
宏

岡
山
県
真
庭
市
蒜
山
振
興
局
参
事

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
振
興
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た
が
、
給
与
面
の
均
衡
が
図
れ
ず
断
念
し
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
、
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
る
人
材
に
対
し
て
最
も
注
意

し
た
の
が
、
自
治
体
に
任
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
給
与

や
手
当
面
で
の
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
点
で
す
。
こ
の
点
で
失
敗
し
て
し
ま
う
と
次
に
繋
が
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
弁
護
士
や
医
師
な
ど
の
職
種
が
設
定
さ

れ
て
い
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
が
適
当
だ

と
判
断
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
企
業
と
自
治
体
間
の
勤

務
時
間
や
休
暇
の
設
定
で
最
も
効
率
的
に
運
用
で
き
る
可

能
性
が
あ
っ
た
の
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員

で
し
た
。
そ
こ
で
派
遣
人
材
を
こ
の
職
で
採
用
す
る
に
決

定
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
勤
務
時
間
を
年
間
ベ

ー
ス
で
計
算
し
、
最
適
化
す
る
こ
と
や
休
憩
時
間
の
調
整

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
派
遣
職
員
の
不
利
益
の
解
消
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
企
業
に
あ
っ
て

自
治
体
で
対
応
不
可
能
な
企
業
年
金
な
ど
の
制
度
に
つ
い

て
の
取
扱
い
で
し
た
が
、
こ
れ
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
が
で
き
ま
し

た
。
同
職
員
は
地
方
公
務
員
法
第
3₈
条
の
規
定
に
よ
り
、

企
業
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業

の
基
準
に
よ
る
制
度
の
調
整
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
で

す
。こ

の
よ
う
に
企
業
の
人
材
を
公
務
員
と
し
て
任
用
す
る

こ
と
に
は
多
く
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

制
度
が
真
庭
市
が
取
り
組
む
新
た
な
事
業
の
助
け
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
と
し
て
同
時
期
に
進
め
て
い
た
も
う
一
つ
の
人
事

交
流
制
度
で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」
と
の
比
較
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
る
職
員
を
公

務
員
と
し
て
任
用
す
る
場
合
と
公
務
員
と
し
て
任
用
し
な

い
場
合
の
差
が
明
確
に
表
れ
て
い
ま
す
。

両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
取
り
組
み
や
事

業
方
針
が
真
庭
市
の
取
り
組
む
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
」
の
観
光
地
域
づ
く
り
と
合
致
し
実
現
し
た
人
事
交

流
で
し
た
。
人
事
交
流
協
定
を
締
結
し
た
時
期
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
時
期
で

も
あ
り
、
誰
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

隈
研
吾
氏
監
修
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン

現
在
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
観
光
地
域
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
が
真
庭
市
産

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
行
集
成
材
）
を
使
っ
て
設
計
監
修
し
た
Ｃ
Ｌ

Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン
を
東
京
の
晴
海
か
ら
真
庭
市
の
蒜
山
高
原

に
移
転
し
、「
誰
も
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
体
感
で
き
る
場
」

「
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
発
信
・
回
る
経
済
の
発
信
の
場
」

と
し
て
「GR

EEN
able H

IR
U

ZEN

」
の
本
格
始
動
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
人
事

交
流
を
活
用
し
、「GR

EEN
able 

H
IR

U
ZEN

」
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
た
真
庭

の
魅
力
向
上
及
び
地
域
価
値
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
最
近
の
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
合
わ
せ
た
観
光
地
域
づ

く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

で
、
市
を
訪
れ
る
旅
行
者
が
安
心

し
て
快
適
に
、
移
動
・
滞
在
・
観

光
す
る
こ
と
が
で
き
る
先
進
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

地域おこし企業人材プログラムとの比較

企業版ふるさと納税（人材派遣型）の概要

真庭市の制度活用の経緯
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「
高
知
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
推
進

高
知
県
で
は
、
全
国
よ
り
15
年
先
行
し
て
平
成
２
年
か

ら
人
口
が
自
然
減
の
状
態
に
陥
り
、
高
齢
化
が
全
国
よ
り

10
年
先
行
し
て
進
行
す
る
な
ど
、
全
国
に
先
駆
け
て
人
口

減
少
・
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人

口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
第
２
期
高
知
県
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「『
結
婚
』『
妊

娠
・
出
産
』『
子
育
て
』
の
希
望
を
か
な
え
る
、
女
性
の

活
躍
の
場
を
拡
大
す
る
」
を
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
、
総
合
的
な
支

援
を
行
う
「
高
知
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」（
ネ
ウ
ボ
ラ
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」
の
意
）
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
食
堂
と

い
っ
た
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
に
統
一
的
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

県
で
は
、
子
ど
も
食
堂
は
食
事
の
提
供
を
通
じ
て
、「
子

◆◆◆

ど
も
や
保
護
者
の
新
た
な
居
場
所
」
と
な
る
と
と
も
に
、

「
保
護
者
の
孤
立
感
や
負
担
感
を
軽
減
す
る
場
」、
高
齢
者

も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
方
々
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ

て
「
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
場
」
と
し
て
の
機
能

が
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
回
１
０
０
人
利
用
の
子
ど
も
食
堂
も

子
ど
も
食
堂
は
、
主
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
「
子
ど
も
の
孤
食
を
防
ぎ
た
い
」「
子
ど
も
や
保
護
者

の
居
場
所
を
作
り
た
い
」「
子
ど
も
た
ち
に
栄
養
の
あ
る

温
か
い
食
事
を
と
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
思
い
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
公
民
館
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、
民

家
等
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
開
催
頻
度
は
月
１
回
か
ら
週

１
回
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
１
回
あ
た
り
の
参
加
者
が

10
人
程
度
の
小
規
模
の
と
こ
ろ
か
ら
、
１
０
０
人
以
上
の

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
時
点
で
は
県
内
に
３
カ
所
だ
け
で
し
た

が
、
令
和
３
年
５
月
末
時
点
で
は
11
市
９
町
に
81
カ
所
設

置
さ
れ
、
活
動
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業

本
県
で
は
、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
」

と
し
て
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
２
名
を
（
社
福
）
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置

し
、
子
ど
も
食
堂
の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
に
い
た
る
ま
で

伴
走
型
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管
理
や

定
期
開
催
と
い
っ
た
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
子
ど
も
食

堂
を
「
高
知
家
子
ど
も
食
堂
」
と
し
て
県
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
登
録
し
た
子
ど
も
食
堂
の
開
催
情
報
を
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
り
、
企
業
等
か
ら
の
食
材
支
援

情
報
を
提
供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
な
る
任
意
団
体
で
あ
り
、
営
利
を
目
的
と
し
た

活
動
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
運
営
資
金
を
寄
付
金
や
参
加

費
だ
け
で
賄
う
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

県
で
は
登
録
子
ど
も
食
堂
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
食
堂

支
援
事
業
費
補
助
金
」（
以
下
、
補
助
金
）
を
設
け
、
子

ど
も
食
堂
を
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な
備
品
の
購
入
費
や

改
修
費
の
ほ
か
、
運
営
費
、
衛
生
管
理
費
、
子
育
て
支
援

講
座
や
学
習
支
援
に
必
要
な
費
用
等
を
定
額
で
補
助
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
費
を
追
加
し
、消
毒
剤
や
マ
ス
ク
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
に
１
１
３
件
の
補
助
金
を
交
付

本
県
で
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
官
民
が
連
携
し

て
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、
高
知
県
を
応
援
す
る
企
業
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

◆◆◆◆◆◆

高
知
県

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

苫
谷
　
文
子

高
知
県
子
ど
も
・
福
祉
政
策
部

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課 

主
幹

―
立
ち
上
げ
や
運
営
へ
の
補
助
金
に
活
用
―

子
ど
も
食
堂
で
居
場
所
づ
く
り
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の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
に
も
、
企
業
か
ら

「
高
知
県
に
貢
献
し
た
い
」「
子
ど
も
食
堂
を
応
援
し
た
い
」

と
い
う
ご
意
向
で
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
寄
付
額
は

平
成
2₉
年
度
50
万
円
、
平
成
₃0
年
度
50
万
円
、
令
和
元
年

度
３
５
０
万
円
、
令
和
２
年
度
４
１
０
万
円
、
合
計
８
６

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
寄
付
は
、
主
に
補
助
金
の
財
源

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
2₉
年
度
か
ら
令
和

２
年
度
ま
で
に
累
計
１
１
３
件
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
れ
と
は
別
に
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
の
共
助
の
仕
組
み
と
し
て
「
子
ど
も
食
堂
支

援
基
金
」
を
設
立
し
て
お
り
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る

個
人
・
企
業
の
寄
付
を
募
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

併
せ
て
補
助
金
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
も
支
援

令
和
２
年
２
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
多
く
の
子
ど
も
食
堂
が
活
動
休
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
再
開
に
お
い
て
も
、
会

場
が
借
り
ら
れ
な
い
、
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
に
く
い
と
い

っ
た
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
の
子
ど
も

達
が
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
子
ど
も
食
堂
が
居
場
所
と
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
、
お
弁
当
形
式
で
活
動
を
再
開
し
た
食

堂
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
食
事
提
供
や

◆◆◆

向
か
い
合
っ
て
の
食
事
な
ど
、
以
前
の
よ
う
な
形
式
は
難

し
い
状
況
で
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
お
弁
当
形
式
に

変
更
し
た
り
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
座
席
を
離

す
な
ど
、感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
活
動
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
援
機
関
と
の
連
携
を
構
築

ま
た
、
参
加
者
の
中
に
専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
方
が

い
る
場
合
に
、
適
切
な
支
援
機
関
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
地
域
の
支
援
機
関
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
町
村
ご
と
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
市
町
村
児
童
福
祉
担
当
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
支
援
機
関

と
子
ど
も
食
堂
と
の
情
報
交

換
会
を
開
催
し
、
連
携
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み

が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
青
果

市
場
や
農
家
等
か
ら
の
食
材

提
供
や
、
地
元
の
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
子
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
の
輪
が
広
が

っ
て
き
ま
し
た
。今
後
と
も
、

子
ど
も
や
保
護
者
が
、
身
近

な
子
育
て
支
援
の
場
や
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
子
ど
も

食
堂
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

◆◆◆
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豊
前
市
の
現
状

豊
前
市
は
福
岡
県
東
南
に
位
置
し
、
県
内
の
市
で
は
最

も
人
口
が
少
な
い
田
舎
町
で
す
。
海
か
ら
山
ま
で
豊
か
な

自
然
、
農
林
水
産
物
な
ど
様
々
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
経
費
の
増
加
、

税
収
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
99
・
２
％
（
令
和
元
年
度
）
と
苦

し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
主

眼
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
先
進
分
野
や
、
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
変
革
が
必
要
な
分
野
な
ど
、
新
た
な
取

り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と 

地
方
創
生
推
進
交
付
金

◆◆◆◆◆◆

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
当
市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

柱
と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
個

人
版
は
平
成
20
年
度
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
て
い
ま
し

た
が
、
企
業
版
は
、
他
の
自
治
体
に
比
べ
決
し
て
早
い
ス

タ
ー
ト
で
は
な
く
、
令
和
２
年
度
に
寄
付
の
受
け
入
れ
環

境
が
整
い
、
４
企
業
２
２
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
領
し
ま

し
た
。
令
和
２
年
12
月
に
は
「
未
来
を
め
ざ
す
豊
前
市
応

援
基
金
」
を
創
設
し
、
複
数
年
計
画
事
業
に
対
し
、
会
計

年
度
や
寄
付
事
業
な
ど
企
業
側
の
意
向
を
踏
ま
え
柔
軟
な

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
同
時
に
大
き
な
要
素
と
な
る

の
が
地
方
創
生
推
進
交
付
金
で
す
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
る
本
交
付
金
対
象
事
業

に
合
わ
せ
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
併
用
す
る
と
、
市

負
担
が
少
な
く
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
で
き
る
か
ら

で
す
。
そ
こ
で
、
当
市
で
は
、
本
交
付
金
事
業
を
基
本
に
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
対
象
事
業
の
変
遷
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
地
方
創
生
推
進
交

付
金
事
業
と
し
て
認
定
を
受
け
た
「
豊
前
ジ
ビ
エ
販
売
促

進
計
画
～
『
負
』
を
『
富
』
の
連
鎖
に
！
」
と
「
外
国
人

生
活
基
盤
支
援
事
業
」
の
２
事
業
を
開
始
し
、
令
和
２
年

度
か
ら
当
該
事
業
を
対
象
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
併

用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
２
年
に
、「
豊

前
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
」
と
い
う
大

括
り
版
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
、
幅
広
く
寄
付
の

受
け
入
れ
環
境
が
整
い
、
そ
の
後
、
令
和
３
年
３
月
に
地

方
創
生
推
進
交
付
金
と
の
併
用
事
業
と
し
て
「
ひ
と
り
ひ

と
り
が
主
役
の
豊
前
市
『
ハ
レ
ノ
ヒ
』
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

有
害
鳥
獣
を
ジ
ビ
エ
と
し
て
特
産
品
化

〇�

豊
前
ジ
ビ
エ
販
売
促
進
計
画�

～
「
負
」
を
「
富
」
の
連
鎖
に
！

当
市
が
は
じ
め
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い

た
事
業
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
は
２
０
０
万
円
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
作
物
を
荒
ら
し
年
間
１
２
０
０
万

円
の
農
作
物
被
害
を
も
た
ら
す
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
は
、
有

害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
自
家
消
費
も
し

く
は
廃
棄
処
理
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
有
害
鳥
獣
の
駆
除

と
い
う
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
獣
肉
処
理
加
工
施
設
を

設
け
、
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
適
切
に
処
理
す

る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
で
、高
価
な
食
材
「
ジ
ビ
エ
」

と
し
て
付
加
価
値
の
あ
る
特
産
品
と
し
て
個
人
版
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、「
富
」
の
地
域

資
源
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
供
給
数
の

確
保
、
猟
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
新
た
な
課
題

◆◆◆

福
岡
県
豊
前
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

新
た
な
視
点
と

�

新
た
な
手
法
で
選
ば
れ
る
ま
ち
へ

郡
司
掛
　
ひ
ろ
み

福
岡
県
豊
前
市
総
合
政
策
課

―
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で「
官
民
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
―
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も
出
て
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
以
降
も
、
こ
れ
ら
課
題

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
豊
前
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
学
校
給
食
で
ジ
ビ
エ
を
味
わ
う
機
会
を
作
る
、
市
内

外
を
問
わ
ず
飲
食
店
へ
の
販
売
促
進
を
行
う
な
ど
、
普
及

を
進
め
「
富
」
の
連
鎖
を
目
指
し
ま
す
。

﹁
活
躍
人
口
﹂
が
過
ご
す
居
場
所
に

〇
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
の
豊
前
市

「
ハ
レ
ノ
ヒ
」
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

当
市
が
こ
れ
か
ら
優
先
的
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
事
業
で
す
。
令
和
３
年
３
月

に
地
方
創
生
推
進
交
付
金
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
分
野
と

併
用
事
業
と
し
て
認
可
を
受
け
、
本
格
稼
働
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
本
事
業
は
、
年
代
や
性
別
、
市
内
外
で
区

◆◆◆

別
せ
ず
、
幅
広
く
豊
前
市
に
少
し
で
も
関
わ
り
を
持
つ
す

べ
て
の
人
を
「
活
躍
人
口
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分

の
居
場
所
や
活
躍
で
き
る
場
や
時
間
で
あ
る「
ハ
レ
ノ
ヒ
」

を
「
豊
前
市
」
で
過
ご
す
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
新
た
な
働

き
方
・
価
値
観
が
で
き
、
都
市
部
か
ら
田
舎
へ
人
の
流
れ

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
、「
駅
か
ら

始
め
る
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
」「
自
然
環
境
整
備
事
業
」「
生

涯
を
通
じ
た
教
育
に
関
す
る
事
業
」「
地
域
団
体
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
事
業
」
な
ど
を
「
活
躍
人
口
」
の
皆

様
と
と
も
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
当
市
に
眠
る
地
域

資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
多
様
な
「
人
」
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
仕
掛
け
る
も
の
で
す
。
令
和
２
年

度
中
に
い
た
だ
い
た
２
企
業
（
２
０
０
０
万
円
）
が
希
望

す
る
事
業
に
つ
い
て
も
、
令
和
３
年
３
月
認
定
を
も
っ
て

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
集
約
し
て
い
る
た
め
、
一
部
を
基
金

へ
積
み
立
て
、
令
和
３
年
度
に
も
活
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

寄
付
を
い
た
だ
く
企
業
の
想
い
を
大
切
に

ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
か
話
し
合
い
、
ま
ち
づ
く

り
・
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て
も
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役

と
な
り
協
働
し
て
い
く
こ
と
。
こ
の
新
た
な
挑
戦
は
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
関
す
る
課
題
へ
幅
広
く

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
市
に
お

い
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、「
官
民
協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
の
起
爆
剤
で
す
。

令
和
２
年
中
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
当
市
に
ご
縁
の

あ
る
企
業
か
ら
声
か
け
を
い
た
だ
き
寄
付
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
関
係
各
所
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、

本
社
が
市
外
に
所
在
す
る
市
内
工
場
な
ど
に
対
し
ご
紹
介

の
機
会
を
い
た
だ
く
、
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
で
当
市
の

事
業
を
直
接
ご
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
、
獲
得
に
向
け
新
た

な
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
に
述
べ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
活
躍
人
口
」
の
皆
様
に
も
、
そ
の
原

資
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得
が
必
要
な
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
提
案
す
る
仲
間
と
な
る
こ
と

で
、
よ
り
広
範
囲
に
、
よ
り
多
角
的
に
新
た
な
企
業
へ
の

提
案
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
は
「
官
民
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
活
躍
人
口
」
の
皆
様
と
、
そ
の
原
資
の

獲
得
段
階
か
ら
手
を
携
え
て
進
ん
で
い
く
。
寄
付
を
い
た

だ
く
企
業
の
想
い
を
大
切
に
、
新
た
な
視
点
と
新
た
な
手

法
で
、「
人
」
と
と
も
に
「
人
」
か
ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

「ハレノヒ」実現プロジェクトの犬ヶ岳セラピーウォーク

特産品のジビエソーセージ
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環
境
や
経
済
、
人
権
な
ど
様
々
な
社
会
課
題
が
あ
る
一

方
で
、
過
疎
・
農
山
村
地
域
で
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
と
と
も
に
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
拡
大
と
い
っ

た
問
題
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

杵
築
市
で
は
、
児
童
養
護
施
設
の
入
所
者
等
、
社
会
的

養
護
や
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
青
少
年
を
対

象
と
し
て
、
市
内
の
農
業
者
の
元
で
、
複
数
回
・
複
数
年

度
に
わ
た
る
本
格
的
な
農
業
体
験
、
就
農
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
い
、
対
象
者
の
自
立
支
援
と
本
市
農
業
の
担
い

手
・
後
継
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

孤
立
し
や
す
い
若
者
を
支
援

大
分
県
内
で
は
、
親
か
ら
の
虐
待
や
生
活
困
窮
等
の
理

由
で
、
９
か
所
の
児
童
養
護
施
設
で
３
０
０
人
を
超
え
る

子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
上
の
規

定
で
、
原
則
と
し
て
18
歳
と
な
る
年
度
末
で
退
所
、
約
75

％
が
就
職
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
３
人
に
１
人
が
１
年
以

◆◆◆

内
で
離
職
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
高
校
卒

業
生
よ
り
も
高
い
水
準
で
す
。

身
寄
り
が
な
く
、
保
証
人
が
い
な
い
た
め
、
ア
パ
ー
ト

を
借
り
ら
れ
ず
、
就
職
先
は
社
宅
や
寮
が
用
意
さ
れ
て
い

る
職
場
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
本
来
希
望
し

て
い
た
職
種
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
が
一
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転
職
を
繰
り
返
し
た
り
、
生
活

困
窮
に
陥
っ
た
り
と
、
一
般
生
徒
と
比
較
し
て
、
最
初
の

「
つ
ま
ず
き
」
が
、
そ
の
後
の
自
立
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

非
常
に
難
し
く
し
ま
す
。
法
律
上
の
養
護
を
受
け
て
い
た

施
設
入
所
時
代
と
異
な
り
、
相
談
先
や
頼
る
相
手
が
い
な

い
と
、
社
会
的
孤
立
や
貧
困
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
青
少
年
の
自
立
支
援
や
、
退
所
後
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
に
取
り
組
む
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
い
た
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
平
成
28
年
、
本
市
市
長
へ
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
へ
の
展
開
・
農
福
連
携

同
時
期
、
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
、
本
市
は
「
第
一
次

産
業
を
基
調
と
し
た
人
口
確
保
と
産
業
振
興
」
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
。
離
農
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
業
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
存
在
は
、
多
く
の
自
治
体
に
共
通
す
る

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
が
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
た
と
し
た
ら
？　

世
話

好
き
な
田
舎
の
高
齢
農
業
者
が
、
彼
ら
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

に
つ
な
が
ら
な
い
か
？　
「
社
会
的
な
課
題
・
需
要
」と「
杵

築
市
の
課
題
・
資
源
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
指
す
事
業
が

構
想
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
へ
の
就
農
・
移
住
を
目
指
す
事
業
で
も
、
毎
年
明

確
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
立
て
づ
ら
い
こ
と
、
初
め
て
の

試
み
で
、
事
業
手
法
や
取
り
組
み
内
容
は
柔
軟
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計
画
性
・
実
現
性
を
求
め

ら
れ
る
「
推
進
交
付
金
」
の
活
用
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
児
童
養
護
施
設
は
な
く
、
対
象
は
市
外

在
住
の
子
ど
も
た
ち
、
相
談
を
寄
せ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
市

外
に
あ
り
ま
す
。
市
単
独
予
算
だ
け
で
は
、
事
業
の
継
続

性
や
優
先
順
位
に
対
す
る
疑
問
の
声
も
予
想
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
す
。
市
長
自
ら
、
本
市
進
出
企
業
や
ゆ
か
り
の
あ
る
企

業
等
を
訪
問
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
型
で
、
表
の
と
お
り

賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
必
要
と
さ
れ
る
」
こ
と
で
や
り
が
い

初
年
度
は
、
施
設
園
芸
や
畜
産
な
ど
市
内
３
つ
の
農
業

◆◆◆◆◆◆

大
分
県
杵
築
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

社
会
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で

�

地
域
課
題
に
挑
む

平
山
　
善
規

杵
築
市
企
画
財
政
課
主
査

―
青
少
年
等
自
立
支
援
就
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
―
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事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
す
る
男

女
28
名
の
中
高
生
が
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
職
業
と
し
て
農
業
を
捉
え
て
も
ら
う
た
め
、
現

在
で
も
対
象
は
中
学
生
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の

暑
い
時
期
、
文
字
通
り
汗
水
を
垂
ら
し
て
の
重
労
働
体
験

と
な
り
、
最
初
か
ら
こ
れ
で
は
嫌
が
ら
れ
る
か
と
思
い
き

や
、
子
ど
も
た
ち
と
施
設
職
員
双
方
か
ら
、
早
々
に
次
年

度
継
続
・
多
頻
度
化
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

営
業
・
接
客
業
な
ど
と
異
な
り
、
農
作
業
に
黙
々
と
取

り
組
む
時
間
が
多
く
、
大
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
苦
手
意
識
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
適
度

な
距
離
感
を
保
ち
な
が
ら
、
徐
々
に
慣
れ
て
い
け
る
環
境

で
す
。
ま
た
、
高
齢
農
業
者
が
自
分
の
孫
ほ
ど
の
子
ど
も

た
ち
と
の
作
業
を
楽
し
み
に
感
じ
て
く
れ
、
自
然
と
褒
め

た
り
、
頼
り
に
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
の
や
り
が
い
・
達
成
感
に
つ
な
が
り
、「
施
設
内
で

の
生
活
と
は
違
い
、
自
主
的
・
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
た
」
と
施
設
職
員
の
方
々
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。「

頼
り
に
さ
れ
る
。
存
在
を
認
め
て
く
れ
る
。
自
分
を

必
要
と
し
て
く
れ
る
」
私
た
ち
社
会
人
の
誰
も
が
願
う
、

普
遍
的
な
価
値
観
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
挑
戦

本
事
業
は
、
自
作
農
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
農
業
法

人
等
事
業
所
で
の
雇
用
を
目
標
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
当
初
、「
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
は

で
き
て
も
、
雇
用
で
き
る
規
模
で
な
い
」
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
協
力
農
業
者
が
1₄
に
増
え
、

◆◆◆

雇
用
可
能
な
規
模
の
大
き
い
農
業
法
人
も
参
画
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
2₀
～
₃₀
名
程
度
の
参
加
が
あ
り
、
繰
り
返
し

体
験
に
来
る
子
ど
も
も
多
く
い
ま
す
。
農
業
科
目
の
あ
る

高
校
や
農
業
大
学
校
へ
の
進
学
者
も
現
れ
、
令
和
２
年
度

末
で
、
農
業
法
人
へ
の
就
職
︵
就
農
︶
者
は
４
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

児
童
養
護
の
制
度
改
革
に
伴
い
、
近
年
の
社
会
的
養
護

が
「
施
設
」
か
ら
「
里
親
」
に
シ
フ
ト
し
、
施
設
側
に
は
、

発
達
障
害
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
ケ
ア
の
充
実
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
側
か
ら
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
青
少
年
に
対
し
て
も
、

本
事
業
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
状
況
改
善
や
自
立
支
援
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
提
案
が
あ
り
、
対
象
者
に
加

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
性
の
あ
る
人
の
自
立
に
は
、

受
け
入
れ
る
企
業
・
職
場
の
理
解
や
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
等

の
伴
走
型
支
援
、
継
続
的
な
関
わ

り
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
創

設
時
か
ら
続
く
本
事
業
は
、
今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
新
た
に

賛
同
を
い
た
だ
く
企
業
も
獲
得
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
農
業
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
へ
体
験
の
場
を
広

げ
、
担
い
手
の
確
保
と
、
地
域
全

体
が
多
様
性
を
受
容
す
る
雰
囲
気

づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で

す
。「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
実
現
に
、
地
方

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最初は施設職員も付き添って体験（いちご）

慣れてくると各自で作業を行う（育苗作業）

年度 対象事業費
（千円）

寄付額
（千円）

寄付企業数
（社）

平成 28 1,401 1,400 ２
平成 29 4,494 3,000 ３
平成 30 4,073 4,000 ４
令和元 4,080 2,000 ２
令和２ 3,070 3,070 ４
合計 17,118 13,470 ５企業・延べ 15件

表　事業費と寄付額の推移
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特 集
日
置
市
の
現
状

鹿
児
島
県
の
西
側
に
位
置
す
る
日
置
市
。
東
に
県
都
・

鹿
児
島
市
と
隣
接
し
、
西
に
日
本
三
大
砂
丘
で
あ
る
吹
上

浜
を
有
す
る
な
ど
、
自
然
と
調
和
し
た
住
み
や
す
い
町
で

す
。
交
通
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

の
利
便
性
も
高
い
場
所
で
す
。

平
成
17
年
に
４
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
日
置
市
で
す

が
、
合
併
時
に
は
約
５
万
３
千
人
近
く
あ
っ
た
人
口
も

年
々
減
り
続
け
、
現
在
で
は
約
４
万
７
千
人
と
、
全
国
の

例
に
漏
れ
る
こ
と
な
く
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、平
成
25
年
に
は
市
内
の
大
手
企
業
が
撤
退
す
る
な
ど
、

雇
用
・
税
収
の
面
で
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

第
１
弾
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
便
」
始
動

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
。
市
と
し
て
新
た
な
事
業
を

立
ち
上
げ
る
に
は
財
政
的
に
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
目
を
付
け
た
の
が
、
内
閣
府
が
平
成
28
年
に
創
設

◆◆◆◆◆◆

し
た
地
方
創
生
応
援
税
制
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

す
。
日
置
市
で
は
、
地
元
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
歓

迎
し
た
い
と
、
肌
に
優
し
い
オ
リ
ー
ブ
石
け
ん
や
離
乳
食

用
の
薩
摩
焼
茶
碗
な
ど
、
市
の
特
産
品
を
用
い
た
品
々
で

お
祝
い
す
る
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
配
布
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
対
し
、
平
成
29
年
度

に
は
２
つ
の
企
業
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
内
容

を
充
実
さ
せ
た
「
健
や
か
に
は
ぐ
く
む
ひ
お
き
っ
子
支
援

事
業
」
と
し
て
「
ひ
お
き
コ
ウ
ノ
ト
リ
便
」
の
配
布
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
皮
切
り
に
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
用
い
た
日
置
市
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
置
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
対

外
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
自
然
が
豊
か
」

「
利
便
性
が
高
く
住
み
や
す
い
」。
し
か
し
、
そ
の
あ
り
ふ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
日
置
市
を
印
象
付
け
る
こ
と
は
で

き
ず
、
ま
た
、
旧
４
町
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
と
バ
ラ
つ
き
も

あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
も
ど
こ
か
し
っ
く
り
く
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
ら
は
日
置
市
を
売
り
込
む
「
キ
ラ
ー
ワ
ー
ド
」

と
は
な
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
に
か
統
一
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
が
求
め
ら
れ
た
と
き
、
日
置
市
は
重
要
な
節
目
の
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
が
、「
島
津
義
弘
公
没
後
４
０
０
年
」

で
す
。

島
津
義
弘
と
は
、
日
置
市
民
の
誰
も
が
知
る
戦
国
時
代

の
代
表
的
な
武
将
の
１
人
で
す
。
関
ケ
原
の
合
戦
で
は
西

軍
に
つ
き
敗
戦
す
る
も
、徳
川
の
陣
の
前
を
突
っ
切
る「
敵

中
突
破
」
を
敢
行
し
東
軍
を
震
え
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
そ

の
勇
壮
な
姿
は
島
津
義
弘
公
像
と
し
て
市
の
中
心
部
に
据

え
ら
れ
、
日
置
市
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
薩
摩
ま
で
帰
る
そ
の
苦
難
の
道
の
り
を

偲
び
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
妙
円
寺
詣
り
」
は
鹿
児
島
三

大
行
事
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
、
４
０
０
年
近
く
続
く
日
置

市
の
伝
統
行
事
と
し
て
現
在
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
日
置
市

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

―「
戦
国
島
津
ゆ
か
り
の
地
」
の
挑
戦
―

髙
山
　
建
吾

鹿
児
島
県
日
置
市 

商
工
観
光
課
係
長

日
置
市
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
に

企業版ふるさと納税　実績
年度 事業名 企業数 寄付額

平成29年度 健やかにはぐくむひおきっ子支援事業 ２企業 10,100,000円

平成30年度
健やかにはぐくむひおきっ子支援事業 １企業 10,000,000円

観光PR武将隊プロジェクト １企業 4,249,000円

令和元年度
健やかにはぐくむひおきっ子支援事業 １企業 8,123,000円

観光PR武将隊プロジェクト ２企業 22,782,000円

令和２年度
観光PR武将隊プロジェクト ３企業 7,500,000円
オリーブ産業プロジェクト １企業 2,500,000円
マタニティボックス配布事業 ４企業 1,400,000円
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「
強
み
」
で
日
置
市
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

日
置
市
の
「
強
み
」
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
原
動
力
と
も
な
っ
た
島
津
の
名
は
全
国
に
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
鬼
島
津
」
と
も
称
さ
れ
る

島
津
勢
の
強
さ
は
、
戦
国
フ
ァ
ン
の
な
か
で
も
知
ら
れ
る

存
在
で
す
。
そ
し
て
そ
の
名
は
、
旧
４
町
を
つ
な
ぐ
キ
ー

ワ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
島
津
義
弘
の
生
誕
の

地
、
島
津
義
弘
が
発
展
さ
せ
た
薩
摩
焼
の
伝
統
な
ど
、
戦

国
時
代
の
島
津
に
関
す
る
史
跡
・
伝
統
工
芸
は
市
内
全
域

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
島
津
義
弘
公
没
後

４
０
０
年
と
な
る
令
和
元
年
、「
戦
国
島
津
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
日
置
市
を
売
り
出
す
事
業
、「
日
置
市
観
光
Ｐ
Ｒ

武
将
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

◆◆◆

「
○
○
と
言
え
ば
△
△
だ
よ
ね
」
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

場
所
が
全
国
各
地
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え

ば
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
日
置
市
と
言
え
ば
戦
国
島

津
だ
よ
ね
」
と
い
う
認
識
を
全
国
で
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
日
置
市
を
「
戦
国
島
津
」
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
ず
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
を
前
に
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
甲か

っ

冑ち
ゅ
うを

5₀
領
近
く
揃

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
発
足
と
同
時
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
広
告
塔
と
な
る
「
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
武
将
隊
」
を
結
成

し
て
い
ま
す
。
全
国
に
は
観
光
客
の
お
も
て
な
し
を
行
う

武
将
隊
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
鹿
児
島
で
は
初
。
ま
た
、

そ
の
目
的
は
日
置
市
の
発
信
に
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
を
市
の

職
員
で
構
成
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
あ
ま
り
例
が

あ
り
ま
せ
ん
。

戦
国
島
津
を
売
り
込
む

「
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
武
将
隊
」
は
甲
冑
に

身
を
包
ん
で
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

に
赴
き
日
置
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま

た
、
甲
冑
の
着
付
体
験
を
行
い
、
イ

ベ
ン
ト
来
場
者
の
興
味
を
強
く
引
く

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
節
目
の
年
と
し
て
、
妙

円
寺
詣
り
の
記
念
事
業
と
な
る

「
甦

よ
み
が
える

戦
国
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
合
戦
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ「
チ

ャ
ン
バ
ラ
合
戦
」
の
実
施
や
伝
統
の

武
者
行
列
へ
の
一
般
参
加
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
格
式
の
高
か
っ
た

◆◆◆

伝
統
行
事
を
、「
見
る
」
妙
円
寺
詣
り
か
ら
、「
参
加
す
る
」

妙
円
寺
詣
り
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
市
内
外
の
誘
客
を

図
り
、
ま
た
、
戦
国
一
色
に
染
め
上
が
っ
た
様
子
を
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
日
置
市
を
「
戦

国
島
津
ゆ
か
り
の
地
」
と
し
て
県
内
外
に
強
く
印
象
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
み
ま
わ
れ
た
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
戦

国
島
津
体
験
館
「
よ
し
と
し
軍
議
場
」
を
オ
ー
プ
ン
。
甲

冑
の
着
付
体
験
や
写
真
撮
影
、
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
を
行
う

こ
の
施
設
は
、
日
置
市
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
訪
れ
た
方

に
「
戦
国
島
津
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
観
光
施
策
だ
け
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
移
住
施
策
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
健
康
増
進

事
業
と
い
っ
た
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と
も
連
携
し
、

ま
さ
に
日
置
市
を
戦
国
島
津
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
国
島
津
ゆ
か
り
の
地
」
の
挑
戦

こ
の
よ
う
に
書
き
綴
っ
て
き
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
が
、
私
の
前
任
者
が
日
置
市
の
Ｐ
Ｒ
の
弱
さ
に
悩
み
、

「
こ
れ
し
か
な
い
」
と
苦
心
の
う
え
に
た
ど
り
着
い
た
結

論
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
財
源
と
し
て
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
、
企
業
か
ら
応
援
を
い
た
だ
く
こ
と

で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
戦
国
島
津
ゆ
か
り
の
地
」
と
し
て
日
置
市
を
デ
ザ
イ

ン
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。「
日
置
市
と
言
え
ば
戦
国
島
津
」。
全
国
の
皆

さ
ん
に
そ
う
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
置
市
の
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

◆◆◆

甲冑の着付体験を楽しむ子どもたち

甲冑を着て 20キロ以上の道のりを歩く妙円寺詣り
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永
渕
　
智
大

前
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局 

参
事
官
補
佐

た
寄
付
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
自
治
体
の
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
制
度
創
設
以
来
、
活
用
実
績
が
増
え
て

は
い
た
も
の
の
（
寄
付
額
：
平
成
28
年
度 

7
・
5
億
円
、

平
成
29
年
度 

２３
・
６
億
円
、
平
成
30
年
度
３４
・
８
億
円
、

令
和
元
年
度
33
・
8
億
円
）、
本
税
制
を
活
用
し
て
い
る

自
治
体
は
４
２
８
団
体
（
２４
・
５
％
）
に
と
ど
ま
る
な
ど

活
用
促
進
の
余
地
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
税
額

控
除
割
合
を
従
来
の
最
大
３
割
か
ら
最
大
６
割
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
申
請

手
続
を
抜
本
的
に
簡
素
化
す
る
な
ど
の
大
幅
な
制
度
の
拡

充
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税
額
控
除
割
合
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
行
う

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
企
業
が
寄
付
を
す
る
と
、
通
常

の
寄
付
額
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
税
の
軽

減
効
果
（
約
３
割
）
に
加
え
、
最
大
６
割
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
最
大
約

９
割
の
法
人
関
係
税
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定
手
続
の
簡
素
化
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
個
別
事
業
ご
と
の
認
定
か
ら
、
地
方
版
総

合
戦
略
を
網
羅
す
る
包
括
的
な
認
定
を
可
能
と
す
る
と
と

も
に
、事
業
費
等
の
記
載
を
不
要
と
す
る
こ
と
、Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
等
は
地
方
版
総
合
戦
略
の
転
記
で
よ

い
こ
と
と
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
簡
素
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
に
寄
付
を
充
当
し
よ
う

と
す
る
た
び
に
必
要
で
あ
っ
た
地
域
再
生
計
画
の
認
定
が

不
要
と
な
り
、
大
幅
な
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
認
定
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
寄
付
を
活
用
す
る
事
業

の
選
定
や
寄
付
獲
得
の
見
込
み
な
ど
も
不
要
と
な
り
、
企

は
じ
め
に

地
方
創
生
を
政
府
の
最
重
要
政
策
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
、
平
成
26
年
末
に
取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら
、
６
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
政
府
に
お
い
て
は
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
を
図
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年
12
月
20
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
２
期
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
地

方
創
生
の
目
指
す
べ
き
将
来
に
つ
い
て
、『
将
来
に
わ
た

っ
て
「
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
の
実
現
』
と
、『「
東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
」
の
是
正
』
を
共
に
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け
て
は
、
地
方
へ
の
移
住
・

定
着
の
促
進
に
加
え
、
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る

た
め
、「
関
係
人
口
」
の
創
出
・
拡
大
と
「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
拡
充
に
よ
り
、
地
方
移
住
の
裾
野
を
拡
大

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
令
和
２
年
12
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
２

０
２
０
改
訂
版
）
に
引
き
継
が
れ
る
と
と
も
に
、
令
和
３

年
６
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
も
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向
け
た
方
向
性
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
令
和
２
年

度
税
制
改
正
や
令
和
２
年
10
月
に
創
設
さ
れ
た
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
（
人
材
派
遣
型
）
の
概
要
の
ほ
か
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
私
見
で
あ

り
、
内
閣
官
房
や
内
閣
府
の
公
式
見
解
で
は
な
い
こ
と
に

予
め
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る 

令
和
２
年
度
税
制
改
正

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置

付
け
ら
れ
た
地
方
自
治
体
が
行
う
地
方
創
生
事
業
に
対
す

る
企
業
の
寄
付
に
つ
い
て
、
法
人
事
業
税
、
法
人
住
民
税

及
び
法
人
税
の
税
額
控
除
の
優
遇
措
置
を
講
じ
、
こ
う
し

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
を
元
気
に

税
額
控
除
割
合
な
ど
大
幅
改
正

特 集
副基調論文

―
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て
―
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業
か
ら
の
寄
付
の
受
け
皿
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
地
域
再
生

計
画
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
方
負
担
分
に
充
当
可
能
な
国
の
補
助
金
・

交
付
金
の
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
を
充
当

可
能
な
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
が
増
加
し
ま
し
た
。
地

方
創
生
関
係
交
付
金
の
ほ
か
、
地
方
負
担
分
に
普
通
交
付

税
措
置
の
み
の
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
補
助

金
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
地
方
負
担
分
に
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
充
当
可
能
で
し
た
が
、
特
別

交
付
税
措
置
等
を
講
じ
て
い
る
補
助
金
等
に
つ
い
て
も
各

省
庁
と
の
調
整
を
経
て
、
90
を
超
え
る
補
助
金
等
の
地
方

負
担
分
へ
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
充
当

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
係
る
寄
付
を
一
定
以
上
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
事
業
期
間
の
延
長
に
加
え
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
な
ど
複
数
の
補
助
金
等
に
お
い
て
、
配

分
に
お
い
て
配
慮
、
優
先
採
択
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
寄
付
時
期
の
制
限
の
大
幅
な
緩
和
に
つ
い
て
で

す
。
従
来
、
原
則
と
し
て
事
業
費
が
確
定
す
る
ま
で
、
自

治
体
は
企
業
か
ら
の
寄
付
を
受
領
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
企

業
に
よ
っ
て
は
、
寄
付
し
よ
う
と
思
っ
て
も
そ
の
決
算
時
期

と
の
関
係
か
ら
寄
付
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
確
実
に
事

業
が
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
額
と
し
て
、
予
め
寄
付

の
金
額
の
目
安
を
定
め
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
事
業
費

確
定
前
の
寄
付
の
受
領
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
企
業
が
寄
付
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
寄
付
で
き
る
こ

と
と
な
り
、
企
業
に
と
っ
て
も
寄
付
し
や
す
く
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
寄
付
の
金
額
の
目
安
と
は
、
自
治
体
が
寄

付
を
受
け
入
れ
る
見
込
み
の
額
で
は
な
く
、
最
終
的
に
見

込
ま
れ
る
事
業
費
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
目
安
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
包
括
的
な
認
定
を
受
け
る
市
町
村
で
あ
れ
ば
、

各
年
度
、
標
準
財
政
規
模
の
10
％
ま
で
の
額
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
受
領
す
る
寄
付
金
を
自
治
体
の
基
金
に
積
む
こ

と
も
可
能
で
す
。
事
前
に
基
金
条
例
や
後
年
度
の
事
業
の

執
行
計
画
を
提
出
い
た
だ
き
、
確
実
に
認
定
事
業
に
活
用

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
や
、
最
終
的
に
は
確
実
に
使

い
切
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
複
数
年
度
に
わ
た
っ
て
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
う
し
た
改
正
を
行
っ
た
う
え
で
、
第
２
期
総
合
戦
略

の
期
間
と
同
様
５
年
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
途

に
お
い
て
効
果
検
証
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。通
常
、

法
人
税
に
係
る
税
制
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
、
２
年
か
ら

３
年
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
大
幅
な
延
長
措

置
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
自
治
体

に
お
い
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
が
進
み
、
有
効
な
認
定

地
域
再
生
計
画
を
有
す
る
団
体
数
は
、
制
度
創
設
か
ら
４

年
後
の
令
和
元
年
度
末
時
点
で
４
２
８
団
体
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
令
和
２
年
度
改
正
か
ら
１
年
後
の
令
和
２
年
度

末
時
点
で
は
１
１
４
１
団
体
と
、
制
度
の
対
象
と
な
る
団

体
の
6₅
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
地
方
公

共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
ま
ず
は
寄
付
の
受
け
皿
を
整
備

し
、
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る
第
一
歩
と
し
て
地
域
再
生

計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
契
機
と
し
て
官
民
連
携
が
進
み
、

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

﹁
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
︵
人
材
派
遣
型
︶﹂

の
創
設

さ
ら
に
、
令
和
２
年
10
月
1３
日
に
は
、「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
（
人
材
派
遣
型
）」
と
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
、
企
業
か
ら
の
寄
付
と
あ
わ
せ
て
、
企

業
の
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
人
材
を
自
治
体
等
に
派
遣

す
る
こ
と
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
創
設
し
ま
し
た
。

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
は
じ
め

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
人
材
を
実
質
的
な
負
担
な
く
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
の
推
進
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
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業
の
人
材
を
最
大
約
９
割
の
税
の
軽
減
を
受
け
な
が
ら
地

域
で
貢
献
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
企
業
の

人
材
育
成
の
機
会
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
企

業
の
人
材
に
と
っ
て
も
、
自
治
体
等
に
お
い
て
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
経
験
が
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
活
躍
の

幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
岡
山
市
内
の
企
業
で
観
光
分
野

の
経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
人
材
を
任
期
付
職
員
と
し
て

任
用
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
観
光
振
興
の
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
潟
県
で
は
、６
月
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
東
京
都
の
企
業
か
ら
特
別
職
非
常
勤
職
員

と
し
て
任
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
資

す
る
取
り
組
み
に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
７
月
か
ら
、
大
阪
府
貝
塚
市
で
活
用
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
複
数
の
自
治
体
と
企
業
と
の
間
で
協

議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
と
し
て
も
本
制
度
の
活
用
が

一
層
進
む
よ
う
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
創
出
す
る

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
と
あ
わ
せ
て
、
積
極
的
な
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
地
方
に
人
材
を
派
遣
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
制
度
が
充
実
し
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
や
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
ニ
ー
ズ
、
受
入

れ
の
態
様
、
支
援
措
置
等
に
応
じ
て
、
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と 

今
後
の
展
開

こ
の
よ
う
な
制
度
改
正
等
と
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
な
る
制

度
の
活
用
促
進
に
向
け
、
自
治
体
へ
の
制
度
や
優
良
事
例

の
周
知
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定
申
請
や
寄
付
獲
得
に
向

け
た
取
り
組
み
支
援
の
ほ
か
、
企
業
へ
の
周
知
、
企
業
と

地
方
公
共
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
幅
広
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
１
）
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
り
組
み

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
取
り
組
み
は
、
各
自
治

体
に
お
い
て
様
々
で
す
。
多
く
の
企
業
か
ら
毎
年
度
数
億

に
上
る
寄
付
を
受
け
入
れ
て
い
る
団
体
も
あ
れ
ば
、
制
度

拡
充
を
契
機
と
し
て
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
と
っ
た
も

の
の
、
寄
付
を
受
け
入
れ
た
実
績
が
な
い
市
町
村
も
見
ら

れ
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域
再
生
計
画
の
認
定

に
よ
り
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
寄
付
を
受
領
す
る

こ
と
は
可
能
と
な
る
も
の
の
、
認
定
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
企
業
が
寄
付
し
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
都
道
府
県
の
担
当
課
に
管
内
の
制
度
活
用
を
促
す
た

め
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

推
進
リ
ー
ダ
ー
」
向
け
の
研
修
会
等
に
お
い
て
も
、
ま
ず

は
庁
内
の
連
携
体
制
の
構
築
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
担
当
部
局
が
、
幹
部
が
集
ま
る
会

議
な
ど
を
利
用
し
各
部
局
に
制
度
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
寄
付
活
用
事
業
の
企
画
・
立
案
や
寄
付
集

め
に
お
い
て
庁
内
で
連
携
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
不
可
欠

で
す
。

そ
の
上
で
、
実
際
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
業
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
産
業
振
興
の
担
当
部
局

等
が
有
す
る
企
業
に
つ
い
て
の
情
報
の
共
有
な
ど
も
有
用

で
す
。
創
業
地
の
企
業
や
、
経
営
者
が
当
該
自
治
体
出
身

者
で
あ
る
企
業
、支
店
や
工
場
が
立
地
す
る
企
業
の
ほ
か
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
地
縁
や
人
の
縁
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ケ
ー
ス
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
縁
の
な
か
っ
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、
寄
付
活
用

事
業
と
関
連
の
深
い
事
業
を
行
っ
て
い
る
企
業
な
ど
、
賛

同
を
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も
ゆ
か
り
の
あ
る
企
業
が

多
く
な
い
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
事
務
所
や
首

都
圏
の
企
業
等
の
情
報
を
有
す
る
道
府
県
に
お
い
て
は
、

積
極
的
に
管
内
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
や
、
企
業
へ
の
県

内
市
町
村
の
寄
付
募
集
事
業
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
に
つ
い
て
は
、
寄
付
活
用

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し
企
業
に
送
付
さ
れ

る
場
合
の
ほ
か
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
寄
付
活
用
事
業
の
必

要
性
や
企
業
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
、
企
業
の
業
績
や
決
算
時
期
を
踏
ま
え
た
ア

プ
ロ
ー
チ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
寄
付
を
募
集
す
る
事
業

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
寄
付
受
入
れ
後
も
、
寄
付
企
業
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
な
ど
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
報
道
発
表
を
行
い

感
謝
状
贈
呈
式
な
ど
を
報
道
し
て
も
ら
う
な
ど
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
寄
付
を
活
用
し
た
事

業
が
ど
の
よ
う
に
進
捗
し
た
の
か
、そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
、

寄
付
企
業
に
報
告
さ
れ
、
次
年
度
以
降
の
継
続
的
な
寄
付

に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
自
治
体
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

企
業
に
と
っ
て
、
寄
付
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の
よ

う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
は
、
株
主
等
へ
の
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
必
要
な
情
報
で
あ
る
と
と
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観光農園ワンダーファーム
2 北海道夕張市（p６-７）

複合施設「りすた」の外観
1

千葉県茂原市（p14-15）
茂原市で撮影された映画の企画展
5石川県野々市市（p16-17）

学びの杜ののいち　カレード外観
6

福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市（p10-11）
寄付企業から逗子市への贈呈式
3
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て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
３
年
３
月
に
作
成
し
た
事
例
集

に
は
、
企
業
の
皆
様
の
声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
土
地
の

縁
や
人
の
縁
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る

こ
と
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
寄
付

を
決
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
、
企
業
の
継
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
寄
付
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
、
様
々
な
ご
意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
２
）
企
業
に
対
す
る
周
知

令
和
２
年
度
以
降
、
企
業
等
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
団

連
や
経
済
同
友
会
、
日
本
商
工
会
議
所
は
も
ち
ろ
ん
、
各

業
界
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
の
会
合
等
に
お
い
て

も
積
極
的
に
制
度
や
事
例
の
周
知
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
制
度
改
正
と
あ
わ
せ
て
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
結
果
、
企
業
の
方
か
ら
自
治
体
の
こ
う
い
う
取
り

組
み
に
寄
付
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
っ
た
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
３
）
企
業
と
地
方
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

ま
た
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
た

め
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
分
科
会
を
設
け
、
マ
ッ
チ
ン
グ

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
は
前
年
度
か

ら
回
数
を
倍
増
し
年
に
６
回
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
等
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
契
機
と
し
て
寄

付
に
至
っ
た
事
例
の
ほ
か
、
寄
付
に
向
け
て
継
続
的
に
協

議
を
進
め
て
い
る
事
例
も
多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
後
半
か
ら
は
、
自
治
体
の
プ
レ
ゼ
ン
に
加

え
、
寄
付
し
た
い
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
た
り
、

も
に
、
効
果
の
高
い
事
業
で
あ
れ
ば
継
続
的
な
寄
付
を
獲

得
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
自

治
体
に
対
し
、
特
に
寄
付
を
活
用
し
た
い
事
業
に
係
る
資

料
の
提
出
を
依
頼
し
、
提
出
い
た
だ
い
た
地
方
公
共
団
体

の
事
業
を
地
域
別
、
テ
ー
マ
別
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
、
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
企
業
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
参
考
と
し

脱
炭
素
や
Ｄ
Ｘ
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
り
す
る
な

ど
様
々
な
試
み
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
も
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
静
岡

県
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
地
域
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
や
民
間
の

団
体
が
主
催
す
る
テ
ー
マ
別
マ
ッ
チ
ン
グ
会
の
開
催
支
援
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
企
業
や
自
治
体
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
企
業
と
自
治
体
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
本
制
度
の
活
用
促
進
に
向
け
、
Ｑ
＆

Ａ
の
充
実
を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み
も
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
経

済
情
勢
に
あ
っ
た
も
の
の
、
税
制
改
正
を
踏
ま
え
、
本
制

度
は
活
発
に
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
企
業
に
よ
っ
て
は

数
億
に
お
よ
ぶ
寄
付
を
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
多
く
の
自

治
体
に
寄
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
他
方

で
、
認
定
を
受
け
た
も
の
の
寄
付
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
な
い
自
治
体
も
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
と
も
、
さ
ら
な
る
活
用
促
進
に
向
け
て
、
自
治
体
や
企

業
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
寄

付
に
結
び
つ
く
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
、
本
制
度

に
よ
り
地
方
創
生
の
取
り

組
み
が
一
層
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

企業版ふるさと納税
ポータルサイト
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基調論文／小西砂千夫
企業を地方創生のステークホルダーに

北海道夕張市／鈴木茂徳
コンパクトシティの拠点「りすた」を整備

福島県いわき市／皆川祐真
いわきツーリズムの魅力発信

福島県南会津町、神奈川県逗子市、佐賀県佐賀市／利重和彦
地域と企業つなぐプラットフォーム

埼玉県深谷市／川本健太
渋沢翁ゆかりの観光資源軸に展開

千葉県茂原市／渡部智之
いつかは「ロケの聖地」を目指して

石川県野々市市／中谷梨紗
創業支援でにぎわいのあるまちづくり

静岡県富士宮市／佐野和也
コンビニ連携ベビーステーションの普及

岡山県真庭市／西田光宏
ポストコロナを見据えた観光振興

高知県／苫谷文子
子ども食堂で居場所づくり

福岡県豊前市／郡司掛ひろみ
新たな視点と新たな手法で選ばれるまちへ

大分県杵築市／平山善規
社会課題へのアプローチで地域課題に挑む

鹿児島県日置市／髙山建吾
日置市の認知度を高めるために

副基調論文／永渕智大
税額控除割合など大幅改正
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